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安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視

─
─
権
力
分
立
と
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
の
交
錯

富　
　

井　
　

幸　
　

雄

　
　
故
長
内
了
本
学
名
誉
教
授
に
捧
ぐ

一　

は
じ
め
に
─
ア
メ
リ
カ
憲
法
と
諜
報

　

1　

諜
報
（intelligence

）
へ
の
関
心

　

2　

合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
へ
の
関
心

　

3　

本
稿
の
目
的
と
構
成

二　

電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条
─
刑
事
司
法
で
の
展
開

　

1　

修
正
第
四
条
の
古
典
的
意
義

　

2　

電
子
盗
聴
と
修
正
第
四
条
の
そ
の
後
の
展
開

　

3　

T
itle
Ⅲ

（
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
）

　

4　

小　
　
　

括
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三　

安
全
保
障
の
電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条

　

1　

問
題
の
所
在

　

2　
K

eith

判
決

　

3　
K

eith

法
理
の
課
題

　

4　

外
国
諜
報
監
視
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
制
定

四　

安
全
保
障
捜
査
の
電
子
的
監
視
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
─
修
正
第
四
条
の
守
備
範
囲
と
権
力
分
立

　

1　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
─
空
間
の
限
定

　

2　

特
別
の
必
要
性
の
法
理

　

3　

権
力
分
立
と
修
正
第
四
条

五　

国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
の
電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条

　

1　

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
と
そ
の
現
状

　

2　

Ｎ
Ｓ
Ａ
の
組
織
と
法

　

3　

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
の
違
憲
性

　

4　

小　
　
　

括

六　

む
す
び
に
か
え
て

小
手
先
の
安
全
を
得
る
た
め
に
、
必
須
の
自
由
を
諦
め
る
こ
と
が
で
き
る
人
々
は
、
自
由
に
も
安
全
に
も
あ
ず
か
る
こ
と
は
な
い
。“T

hey that can 

give up essential liberty to obtain a little tem
porary safety deserve neither liberty nor safety

（
（
（

”.
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一　

は
じ
め
に
─
ア
メ
リ
カ
憲
法
と
諜
報

１　

諜
報
（intelligence

）
へ
の
関
心

ア
メ
リ
カ
は
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
（
以
下
九
・
一
一
）
以
降
、
安
全
保
障
の
重
点
を
テ
ロ
対
策
に
置
き（（
（

、
国
土
安
全
保
障
省

（D
epartm

ent of H
om

eland Security

（D
H

S

））
を
設
置
す
る
な
ど
、
組
織
の
強
化
も
含
め
て
、
そ
の
実
効
を
期
し
て
い
る
。
ア
ル
カ
イ

ダ
な
ど
の
国
際
テ
ロ
組
織
へ
の
対
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
四
月
の
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
で
の
テ
ロ
は
、
い
わ
ゆ
る
自
前
の

テ
ロ
の
恐
怖
を
見
せ
つ
け
、
国
内
の
テ
ロ
か
ら
の
安
全
保
障
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

外
国
に
対
す
る
諜
報
活
動
（foreign intelligence

）
は
九
・
一
一
前
か
ら
、
一
九
七
八
年
制
定
の
外
国
諜
報
監
視
法
（Foreign 

Intelligence Surveillance A
ct

（FISA

）50 U
.S.C.§

1801 et seq.

）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
き
て
国
内
で
の
諜
報
活
動
が
さ

か
ん
と
な
り
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
（N

ational Security A
gency 

国
家
安
全
保
障
局
）
を
は
じ
め
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（Federal Bureau of Investigation 

連
邦
捜

査
局
）
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
（Central Intelligence A

gency 

中
央
諜
報
局
）
と
い
っ
た
諜
報
機
関
が
、
隠
密
に
ア
メ
リ
カ
国
民
の
Ｅ
メ
ー
ル
や
電
話

の
交
信
記
録
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
録
な
ど
を
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
暴
露
し
た
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
契
約
職
員E

ス

ノ

ー

デ

ン

.Snow
den

の
事
件
は
記
憶
に
新
し
い（（
（

。
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
福
祉
国
家
は
個
人
の
情
報
を
必
要
と
す
る
。
安
全
保
障
国
家
も
同
様
で
、
高
度
に

発
達
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
監
視
国
家
に
な
っ
て
い
っ
た（（
（

。
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
（
本
稿
で

は
電
話
盗
聴
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
通
信
の
傍
受
を
含
む
）
が
テ
ロ
対
策
に
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

安
全
保
障
目
的
で
情
報
を
秘
密
裏
に
収
集
す
る
こ
と
を
諜
報
（intelligence

）
と
観
念
す
る（（
（

。「
外
国
の
権
力
や
組
織
、
人
や
そ
の
エ
ー
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ジ
ェ
ン
ト
の
活
動
、
能
力
、
計
画
、
意
図
に
つ
い
て
の
時
宜
を
得
た
正
確
な
情
報
は
、
合
衆
国
の
安
全
保
障
に
不
可
欠
で
あ
る
」（
Ｅ
Ｏ

（Executive O
rder

大
統
領
命
令
）
1 

2 

3 

3 

3
）。
も
っ
と
も
、
対
テ
ロ
を
中
心
に
安
全
保
障
を
構
築
す
る
と
き
、
そ
の
標
的
は
海
外
に
限
定

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
内
の
ア
メ
リ
カ
市
民
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
国
内
育
ち
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
警
戒
す
る
の
だ（（
（

。

諜
報
は
刑
事
捜
査
と
は
一
線
を
画
す
る
。
諜
報
を
法
執
行
機
関
に
行
わ
せ
る
の
は
、
か
つ
て
の
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
珍
し
く
は
な
い（（
（

。
Ｆ

Ｂ
Ｉ
は
法
執
行
と
諜
報
の
両
方
を
行
っ
て
い
る
。
Ｒ
・
ポ
ズ
ナ
ー
は
、
九
・
一
一
後
の
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
機
関
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
著

書
で
、
諜
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る（（
（

。「
諜
報
の
目
的
は
潜
在
的
な
敵
の
意
図
と
能
力
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
…
諜
報
に

お
い
て
は
、
デ
ー
タ
は
ス
パ
イ
に
よ
っ
て
、
新
聞
雑
誌
、
ウ
エ
ブ
や
科
学
技
術
雑
誌
と
い
っ
た
公
に
利
用
で
き
る
資
料
を
渉
猟
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
や
信
号
の
諜
報
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
監
視
手
段
に
よ
っ
て
、
収
集
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
は
照
合
解

釈
の
た
め
に
分
析
官
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
分
析
の
結
果
は
政
策
責
任
の
官
吏
に
送
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
収
集
、
分
析
、
行
動
の
、
三
つ

の
レ
ヴ
ェ
ル
が
存
在
す
る
。
行
動
は
、
諜
報
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
従
っ
て
行
動
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
た
官
吏
に
よ
る
、
分
析
へ

の
対
応
で
あ
る
」。

ア
メ
リ
カ
は
、
九
・
一
一
を
含
む
安
全
保
障
上
の
危
機
の
経
験
を
経
な
が
ら
、
現
在
、
連
邦
政
府
に
一
七
の
諜
報
機
関
を
擁
し
、
諜
報

共
同
体
（Intelligence Com

m
unity

（IC

））
を
形
成
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｏ
1 

2 

3 

3 

3
（50 U

.S.C.§
401a

（4

））
で
は
以
下
の
機
関
と
さ
れ
る
。 

T
he O

ffi
ce of the D

irector of N
ational Intelligence

（
国
家
諜
報
長
官
局
）、Air Force, A

rm
y, M

arine Corps, N
avy Intelligence 

U
nits

（
陸
海
空
軍
海
兵
隊
各
諜
報
室
）、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、Coast Guard Intelligence
（
沿
岸
警
備
隊
諜
報
部
）、Defense Intelligence A

gency 

（incl. N
ational Intelligence Centers

）（
国
防
諜
報
庁
）、O

ffi
ce of Intelligence, D

epartm
ent of Energy

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
諜
報
部
）、 

O
ffi

ce of Intelligence and A
nalysis, D

epartm
ent of H

om
eland Security

（
国
土
安
全
保
障
省
諜
報
分
析
部
）、Bureau of  
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Intelligence and Research, D
epartm

ent of State

（
国
務
省
諜
報
調
査
局
）、Offi
ce of Intelligence and A

nalysis, D
epartm

ent 

of T
reasury

（
財
務
省
諜
報
分
析
部
）、O

ffi
ce of N

ational Security Intelligence, D
rug Enforcem

ent A
dm

inistration

（D
EA

）

（
麻
薬
取
締
庁
安
全
保
障
諜
報
部
）、N

ational Security Branch, Federal Bureau of Investigation

（FBI

）（
連
邦
捜
査
局
安
全
保
障
支

局
）、N

ational Geospatial-Intelligence A
gency

（N
GA

）（
国
家
地
政
諜
報
庁
）、N

ational Reconnaissance O
ffi

ce

（N
RO

）（
国
家

偵
察
局
）、
Ｎ
Ｓ
Ａ
。
こ
れ
ら
は
、
国
家
諜
報
組
織
、
国
防
省
組
織
、
軍
務
諜
報
組
織
、
文
民
諜
報
組
織
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
で

き
る（（
（

。
国
家
諜
報
組
織
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
、
Ｎ
Ｒ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ａ
で
あ
る（（（
（

。

こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
を
総
轄
す
る
の
が
、
二
〇
〇
四
年
の
諜
報
改
革
テ
ロ
防
止
法
（Intelligence Reform

 and T
errorism

 Prevention A
ct

（IRT
PA

））
で
設
置
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ｉ
（D

irector of N
ational Intelligence

国
家
諜
報
長
官
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
・
一
一
委
員
会
の
報
告
を

反
映
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
諜
報
機
関
の
改
革
は
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
諜
報
活
動
の
効
率
性
や
統
制
の
た
め
の
議
論
は
い
ま

だ
止
ん
で
い
な
い（（（
（

。
Ｉ
Ｃ
の
一
七
も
の
官
僚
機
構
を
ど
う
束
ね
る
か
は
、
Ｄ
Ｎ
Ｉ
の
権
限
も
絡
ん
で
困
難
な
問
題
で
あ
る（（（
（

。
あ
わ
せ
て

二
〇
万
人
前
後
の
職
員
を
擁
し
、
七
五
億
ド
ル
規
模
（
二
〇
一
二
年
度
（
Ｆ
Ｙ
２
０
１
２
）
で
は
五
三
億
九
千
万
ド
ル
）
の
予
算
を
費
や
す
諜
報

機
関
で（（（
（

、
統
合
や
過
剰
問
題
が
常
に
と
り
沙
汰
さ
れ
、
諜
報
の
重
複
な
ど
効
率
性
は
予
算
で
は
必
ず
議
論
さ
れ
る（（（
（

。

そ
も
そ
も
、
諜
報
は
国
家
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
（
以
下
憲
法
）
に
諜
報
や
秘
密
の
情
報
収
集
の
規
定

は
な
い
。
し
か
し
、
外
国
の
諜
報
を
な
す
の
は
憲
法
上
黙
示
の
必
要
な
政
府
権
限
だ
と
の
認
識
は
、
以
下
の
よ
う
な
前
提
か
ら
共
有
さ
れ

る
（
（（
（

。
第
一
に
、
諜
報
が
安
全
保
障
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
諜
報
の
果
実
は
、
技
術
が
結
果
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、
意

思
決
定
者
に
と
っ
て
重
要
性
が
増
し
て
い
く
こ
と
。
第
三
に
、
秘
密
の
諜
報
活
動
は
執
行
権
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
第
四
に
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
は
い
か
な
る
作
用
も
大
統
領
に
独
占
を
許
さ
ず
、
諜
報
の
責
務
に
あ
っ
て
も
議
会
と
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る（（（
（

。

大
統
領
は
、「
道
理
が
示
す
限
り
諜
報
の
業
務
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
」
で
き
る
（
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
・
ペ
ー
パ
ー
第
六
四
篇
）。
フ
ェ
デ

ラ
リ
ス
ト
のJ

ジ
ェ
イ

.Jay

は
条
約
締
結
に
関
し
て
、
こ
う
述
べ
る
。「
条
約
の
交
渉
に
お
い
て
、
性
質
が
い
か
よ
う
で
あ
れ
、
完
全
な
秘
密
と

即
時
の
処
理
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
お
う
お
う
に
し
て
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
ら
は
、
最
も
有
益
な
諜
報
が
、
そ
れ
を
保
持
し
て
い
る
人
が
、

そ
れ
が
公
に
さ
れ
る
懸
念
か
ら
解
放
さ
れ
う
る
な
ら
、
獲
得
で
き
る
場
合
で
あ
る
。
そ
う
し
た
懸
念
は
温
情
的
か
友
好
的
か
の
い
ず
れ
か

の
動
機
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
、
そ
う
し
た
人
に
作
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
大
統
領
の
秘
密
に
頼
る
け
れ
ど
も
、
上
院
の

そ
れ
に
は
信
頼
を
置
か
ず
、
い
わ
ん
や
大
所
帯
の
人
民
議
会
の
そ
れ
に
お
い
て
お
や
と
す
る
、
両
方
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
人
が
多
く
存
在

す
る
。［
大
統
領
は
上
院
の
助
言
と
承
認
に
基
づ
い
て
条
約
を
締
結
す
る
が
］、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
道
理
が
示
唆
す
る
よ
う
な

や
り
か
た
で
、
諜
報
の
業
務
を
管
理
で
き
る
」（

（（
（

。
条
約
締
結
を
典
型
と
す
る
安
全
保
障
に
は
迅
速
と
秘
密
が
要
求
さ
れ
る（（（
（

。
そ
れ
に
は
執

行
権
が
最
も
適
任
で
あ
る
と
の
認
識
だ
。
諜
報
と
い
う
国
家
の
事
務
が
権
力
分
立
上
執
行
権
の
作
用
で
あ
る
と
の
認
識
は
、
は
や
ば
や
と

確
立
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

2　

合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
へ
の
関
心

一
方
で
、
諜
報
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
憲
法
は
公
権
力
の
私
生
活
へ
の
介
入
に
は
、
修
正
第
四
条
で
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
、
制
限
し
て
い
る
。「
人
民
が
そ
の
身
体
、
家
宅
、
書
類
そ
の
他
物
件
を
不
合
理
な
捜
索
や
押
収
（unreasonable searches 

and seizures

）
か
ら
保
全
さ
れ
る
権
利
は
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
宣
誓
あ
る
い
は
確
約
に
基
づ
く
相
当
な
理
由
（probable 

cause

）
に
基
づ
き
、
か
つ
、
押
収
さ
れ
る
べ
き
身
体
あ
る
い
は
物
と
捜
索
さ
れ
る
べ
き
場
所
を
個
別
具
体
的
に
記
載
し
て
い
な
け
れ
ば
、
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令
状
は
発
給
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」。

同
条
は
、
軍
の
私
人
宅
で
の
宿
営
（quartering

）
を
制
限
し
た
修
正
第
三
条
の
直
後
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に（（（
（

、
イ
ギ
リ
ス
の
特
に
軍

の
暴
挙
を
糾
弾
す
る
意
味
で
設
け
ら
れ
、
個
人
の
居
宅
、
そ
し
て
財
産
に
、
公
権
力
は
勝
手
に
侵
入
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
図
し
た
。

自
分
の
家
は
自
分
の
城
（H

is house is his ow
n castle

）
と
の
コ
モ
ン
ロ
ー
原
則
に
基
づ
き
、
自
分
の
私
的
空
間
、
特
に
財
産
は
不
可
侵

と
の
思
想
を
表
し
て
い
る（（（
（

。
不
合
理
な
捜
索
押
収
か
ら
個
人
の
城
が
守
ら
れ
る
、
そ
し
て
そ
こ
に
侵
入
す
る
に
は
令
状
が
必
要
で
あ
る
、

と
の
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
経
験
に
基
づ
く（（（
（

。
修
正
第
四
条
は
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
犯
罪
を
行
っ
た
と
信
ず
る
に
足
る
相
当
な
理

由
（probable cause

）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
司
法
裁
判
所
が
判
断
し
（
実
体
的
制
約
）、
な
お
か
つ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
明
記
し
た
令
状
に

よ
ら
な
け
れ
ば
（
手
続
的
制
約
）、
捜
索
や
押
収
（search and seizure

）
は
さ
れ
な
い
と
す
る
法
で
あ
る
。

修
正
第
四
条
は
、文
言
上
明
ら
か
に
、人
民
に
保
全
さ
れ
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
保
全
さ
れ
る
も
の
は
、個
人
の
身
体
、家
宅
、書
類
、

そ
の
他
の
物
件
で
あ
り
、
公
権
力
の
不
当
な
捜
索
や
押
収
か
ら
保
護
さ
れ
る
と
す
る
。
公
権
力
は
刑
事
司
法
の
利
益
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
こ
の
権
利
を
侵
害
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
合
は
捜
査
や
押
収
の
必
要
性
を
示
す
合
理
的
な
実
体
的
理
由
が
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
加
え
て
、
そ
の
対
象
と
な
る
物
を
特
定
し
て
記
載
し
た
司
法
官
憲
の
令
状
を
要
す
る
と
し
た
。

修
正
第
三
条
が
保
護
さ
れ
る
領
域
を
個
人
の
家
宅
と
し
た
の
に
対
し
、
修
正
第
四
条
に
は
そ
う
し
た
限
定
的
な
文
言
は
な
く
、
広
が
り

を
も
っ
て
い
る
。
同
条
は
捜
索
押
収
に
は
、
令
状
と
相
当
な
理
由
を
要
請
し
、
両
者
を
欠
く
証
拠
を
排
除
す
る
（exclusionary rule

）
趣

旨
で
あ
る（（（
（

。
刑
事
手
続
で
は
証
拠
と
な
る
物
品
等
の
押
収
や
会
話
の
聴
取
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
特
定
さ
れ
た
物
（
後
に
み
る
よ
う
に
有
体
物

の
み
で
は
な
く
会
話
等
も
入
る
と
さ
れ
る
）
が
必
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
令
状
に
は
こ
れ
を
特
定
し
た
記
載
が
、
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
。
一

方
、
安
全
保
障
の
た
め
の
情
報
収
集
や
諜
報
は
、
特
定
的
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
特
定
で
き
な
い
し
、
極
秘
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
す



八
二

る
。
ア
メ
リ
カ
人
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
交
信
す
る
の
を
傍
受
す
る
の
に
、
同
条
に
基
づ
い
て
令
状
を
要
す
る
の
か
。
諜
報
の
こ
う
し
た
特
殊

性
を
考
え
た
と
き
、
刑
事
手
続
と
同
様
に
司
法
権
の
前
に
さ
ら
け
出
し
て
、
相
当
の
理
由
を
弁
明
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
令
状
を
要
す
る
と

す
る
の
か
。

ア
メ
リ
カ
は
安
全
保
障
の
た
め
の
諜
報
活
動
を
秘
密
裏
に
行
っ
て
き
た（（（
（

。
こ
れ
が
世
論
を
喚
起
さ
せ
、
一
九
七
〇
年
代
に
議
会
は
い
わ

ゆ
る
チ
ャ
ー
チ
委
員
会
を
た
ち
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
諜
報
活
動
を
す
べ
て
暴
露
し
て
、
課
題
を
洗
い
出

し
た（（（
（

。
こ
れ
を
う
け
て
、諜
報
活
動
に
透
明
性
を
も
た
せ
て
統
制
す
る
た
め
に
、一
九
七
八
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
に
よ
っ

て
、
外
国
の
政
府
や
機
関
と
外
国
人
に
対
し
て
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
交
信
記
録
を
収
集
で
き
る
。
ス
ノ
ー
デ
ン
が
明
ら
か
に
し
た
Ｎ
Ｓ

Ａ
の
活
動
で
は
、
司
法
的
な
プ
ロ
セ
ス
も
な
く
無
令
状
で
、
か
つ
諜
報
機
関
の
判
断
の
み
で
、
個
人
の
Ｅ
メ
ー
ル
を
含
む
電
信
記
録
が
収

集
さ
れ
た
り
、
電
子
盗
聴
（eavesdroping
）
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
八
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
改
正
さ
れ
る

ま
で
は
、
Ｅ
Ｏ
1 2 3 3 3
で
な
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
安
全
保
障
上
の
監
視
は
、
通
常
の
司
法
警
察
上
の
監
視
と
は
別
に
扱
わ
れ
る（（（
（

。

修
正
第
四
条
は
刑
事
司
法
に
手
続
的
制
約
を
設
け
た
の
で
あ
り
、
安
全
保
障
の
た
め
の
情
報
収
集
（
諜
報
）
は
語
っ
て
い
な
い
。
同
条

が
諜
報
活
動
に
も
及
ぶ
か
が
議
論
と
な
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
安
全
保
障
に
は
大
統
領
の
専
権
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は

大
統
領
固
有
の
権
限
で
あ
っ
て
、
議
会
等
の
関
与
は
受
け
な
い
と
い
っ
た
、
権
力
分
立
の
問
題
が
絡
む
こ
と
で
あ
る（（（
（

。

安
全
保
障
の
た
め
の
外
国
諜
報
の
法
的
基
準
は
、
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
で
定
立
さ
れ
る（（（
（

。
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
国

内
で
な
さ
れ
る
以
上
、
刑
事
司
法
で
の
盗
聴
と
同
視
す
べ
き
で
、
修
正
第
四
条
を
完
全
に
適
用
さ
せ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
安
全
保
障
に
は
大
統
領
に
特
別
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
同
条
の
射
程
外
で
な
さ
れ
う
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
安
全
保
障
の

情
報
収
集
で
の
電
子
的
監
視
は
、
実
に
憲
法
の
権
力
分
立
と
人
権
保
障
が
複
雑
に
ク
ロ
ス
し
た
問
題
な
の
で
あ
る
。



八
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

諜
報
機
関
が
安
全
保
障
目
的
で
収
集
し
た
証
拠
で
刑
事
訴
追
で
き
る
か
は
問
題
と
な
る（（（
（

。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
司
法
が
全
く
関
与

し
な
い
で
盗
聴
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
証
拠
で
刑
事
訴
追
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
修
正
第
四
条
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
状
況
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
（
以
下
最
高
裁
）
の
判
例
を
う
け
て
、
議
会
は
刑
事
訴
追
の
た
め
の
盗

聴
に
つ
い
て
立
法
（T

itleⅢ
of the O

m
nibus Control and Safe Streets A

ct of 1968, 18 U
.S.C.§

2510 et seq.

）
を
設
け
、
司
法
の
令
状

に
よ
る
電
子
的
監
視
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
一
〇
年
後
、
や
は
り
最
高
裁
の
判
例
を
う
け
て
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
制
定
し
、
海
外
で
の
外
国
政
府

間
に
限
定
さ
れ
た
交
信
の
諜
報
の
電
子
的
監
視
を
法
務
長
官
の
判
断
（
た
だ
し
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
裁
判
所
（
後
述
）
の
同
意
が
原
則
必
要
）
で
広
く
行

え
る
よ
う
に
し
た
。

テ
ロ
を
は
じ
め
予
測
不
可
能
で
重
篤
な
被
害
を
も
た
ら
す
犯
罪
あ
る
い
は
安
全
保
障
上
の
事
犯
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
、
安
全
保
障
上

の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
効
率
的
に
、
秘
密
裏
に
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
国
家
利
益
と
な
る
。
一
方
で
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
も
重
要
な
利
益
で
あ
り
、
刑
事
手
続
で
は
修
正
第
四
条
が
公
権
力
の
刑
事
司
法
上
の
利
益
に
こ
れ
を
優
先
さ
せ
た
。
安
全
保
障

に
つ
い
て
ど
う
な
の
か
が
、
こ
こ
で
の
問
題
で
あ
る
。
九
・
一
一
以
降
、
安
全
保
障
の
利
益
の
た
め
に
修
正
第
四
条
を
考
慮
し
な
い
扱
い

を
拡
大
さ
せ
る
方
向
も
み
ら
れ
る（（（
（

。

3　

本
稿
の
目
的
と
構
成

本
稿
は
、
安
全
保
障
が
憲
法
の
人
権
保
障
の
利
益
と
衝
突
す
る
深
刻
な
局
面
に
メ
ス
を
入
れ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
裏
打
ち
さ

れ
て
、
諜
報
活
動
と
し
て
の
電
子
的
監
視
（electronic surveillance

）
に
、
憲
法
、
と
く
に
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
さ
れ
る

と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。



八
四

ま
ず
修
正
第
四
条
の
意
義
と
問
題
点
を
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
明
確
に
す
る
。
第
一
に
、
修
正
第
四
条
が
電
子
的
監

視
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
の
か
の
判
例
の
推
移
を
み
る
。
修
正
第
四
条
制
定
時
、
よ
も
や
電
子
的
監
視
と
か
盗
聴
と
か
は
想
像
だ
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
発
展
は
、
現
在
も
高
度
に
発
達
し
て
い
く
電
子
的
監
視
の
手
法
を
生
み
出
し

て
い
る
。
同
条
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
と
緊
張
関
係
に
た
つ
典
型
的
な
憲
法
条
項
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
イ
シ
ー
と
い
う
憲

法
上
保
護
さ
れ
た
人
権
と
衝
突
す
る
。
そ
こ
で
第
二
に
、
同
条
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
判
例
の
変

遷
を
み
る
。
修
正
第
四
条
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
根
拠
と
な
る
条
項
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
同
条
の
直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
刑

事
司
法
手
続
の
空
間
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
同
条
は
刑
事
手
続
の
規
定
で
あ
り
、
そ
の
際
盗
聴
に
つ
い
て
同
条
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
判
例
を
う
け
て
立
法
で
ど
う
整
理
さ
れ
た
の
か
も
、
観
察
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
本
稿
の
主
題
に
入
る
。
す
な
わ
ち
、
安
全
保
障
に
修
正
第
四
条
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は

国
民
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
諜
報
と
し
て
の
電
子
的
監
視
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
判
例
は
、
以
下
み
て
い
く
よ
う
に
、

電
子
空
間
は
解
放
さ
れ
た
空
間
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
し
て
お
り（（（
（

、
立
法
も
、
安
全
保
障
の
た
め
に
執
行
権
た
る

諜
報
機
関
の
便
宜
で
電
子
盗
聴
や
第
三
者
か
ら
の
情
報
提
供
（
安
全
保
障
請
求
状
（N

ational Security Letters

（N
SLs

））
な
ど
）
を
用
意
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
「
修
正
第
四
条
は
死
文
化
（dead letter

）
し
た
」
と
も
い
わ
れ
る（（（
（

。
な
る
ほ
ど
安
全
保
障
の
諜
報
は
歴

史
的
に
は
古
く
か
ら
大
統
領
の
専
権
領
域
と
さ
れ
、
議
会
の
関
与
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
の
最
高
裁
判
決
（K

eith

）
を
契

機
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
な
ど
の
秘
密
の
諜
報
活
動
が
国
内
の
反
政
府
運
動
家
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
の
も
手
伝
っ
て
、
こ
の

領
域
で
の
民
主
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
志
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
制
定
し
、
外
国
権
力
の
諜
報
に
立
法
的
根

拠
を
与
え
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
事
後
に
議
会
へ
報
告
す
る
以
外
は
執
行
権
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
三
年
に
問
題
と
な
っ
た



八
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

よ
う
な
国
内
諜
報
活
動
の
電
子
的
監
視
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
ら
な
い
現
象
が
生
じ
る
。
九
・
一
一
以
降
、
こ
う
し
た
諜
報
活
動
は
諜
報
機
関

の
整
備
や
改
編
、
さ
ら
に
権
限
付
与
の
拡
大
で
深
刻
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
テ
ロ
対
策
が
深
刻
に
な
る
な
か
、
安
全
保
障
の
名
目
で
、
諜
報
機
関
に
よ
る
国
内
で
の
諜
報
活
動
、
と
く
に
Ｅ
メ
ー
ル

や
電
話
の
交
信
な
ど
の
情
報
収
集
を
執
行
権
の
判
断
の
み
で
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
活
動
の
有
用
性
は
否
定
し
う
る
も
の
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
憲
法
の
人
権
保
障
と
の
関
係
で
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
べ
き
か
は
慎
重
を
要
す
る（（（
（

。
諜
報
に
あ
っ
て
は
、
お
り
か
ら

対
テ
ロ
で
ぴ
り
ぴ
り
し
て
い
る
状
況
下
で
は
、
大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
よ
ろ
し
く
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
暗
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
の
判
断

の
み
で
無
令
状
で
サ
イ
バ
ー
空
間
を
監
視
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
修
正
第
四
条
と
ま
と
も
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。
対
テ
ロ
の
電
子
的

監
視
の
令
状
は
、
政
府
機
関
に
テ
ロ
の
諜
報
、
つ
ま
り
将
来
の
テ
ロ
事
犯
を
防
止
し
伝
統
的
な
捜
索
令
状
の
よ
う
な
特
別
の
刑
事
的
に
絞

ら
れ
た
証
拠
を
要
求
し
な
い
情
報
の
収
集
を
授
権
す
る（（（
（

。
安
全
保
障
が
絡
め
ば
軍
の
諜
報
活
動
も
浸
潤
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど

う
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
も
問
題
と
な
ろ
う（（（
（

。
テ
ロ
の
よ
う
な
深
刻
な
安
全
保
障
事
案
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
の
が
れ
ら
れ
な
い
以
上
、
人
権
保
障

と
安
全
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
は
注
意
深
く
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

電
子
的
監
視
は
、
修
正
第
四
条
制
定
時
に
は
考
え
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
民
間
の
み
な
ら
ず
公
権
力
組

織
に
も
、
他
者
を
監
視
す
る
の
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
監
視
（surveillance

）
は
、
ス
ロ
ボ
ギ
ン
に
な
ら
っ
て
、「
人
の

情
報
を
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
通
常
密
か
に
私
的
空
間
に
侵
入
す
る
こ
と
な
し
に
収
集
す
る
政
府
の
努
力
」
と
観
念
し
て
お
く（（（
（

。
そ
れ

に
は
三
類
型
あ
る
。
第
一
は
交
信
監
視
（com

m
unications surveillance

）
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
交
信
を
傍
受
す
る
。
第
二
は
物
理
的

監
視
（physical surveillance

）
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
物
理
的
活
動
を
観
察
す
る
。
第
三
が
取
引
監
視
（transaction surveillance

）
で
、

交
信
、
活
動
そ
の
他
の
取
引
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の
を
含
む
。
政
府
の
諜
報
は
長
く
こ
れ
ら
に
依
存
し
て
き
た
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が
、
九
・
一
一
以
降
安
全
保
障
の
た
め
の
監
視
に
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
用
し
て
、
場
末
に
至
る
ま
で
広
範
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
後
二
者
が
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（（（
（

。
高
度
に
発
達
し
た
、そ
し
て
日
々
進
歩
す
る
通
信
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
、

一
八
世
紀
に
制
定
さ
れ
た
修
正
第
四
条
が
ど
う
対
応
し
よ
う
と
す
る
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

二　

電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条
─
刑
事
司
法
で
の
展
開

修
正
第
四
条
は
刑
事
手
続
に
お
け
る
公
権
力
抑
制
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
趣
意
は
文
言
上
明
ら
か
で
、
個
人
の
私
生
活
領
域
は
恣
意

的
な
刑
事
司
法
権
力
の
名
の
下
で
は
侵
さ
れ
ず
、
正
当
な
理
由
の
あ
る
官
憲
の
発
す
る
令
状
に
基
づ
い
て
の
み
、
そ
の
侵
害
が
正
当
化
さ

れ
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
刑
事
司
法
で
の
捜
索
押
収
に
は
令
状
が
必
要
だ
と
す
る
規
範
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
の
支
配
領
域
が
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
発
展
で
通
信
の
空
間
に
ま
で
広
が
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
き（（（
（

、
こ
の
原
則
を
時
勢
に
ど
う
適

合
さ
せ
て
い
く
の
か
が
、
同
条
の
課
題
と
し
て
突
き
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

1　

修
正
第
四
条
の
古
典
的
意
義

修
正
第
四
条
を
制
定
し
た
と
き
、
制
憲
者
は
よ
も
や
電
話
が
世
間
に
流
布
し
、
ま
し
て
や
電
子
で
通
信
が
自
由
に
で
き
る
と
は
考
え

て
お
る
ま
い
。
同
条
で
想
定
し
て
い
た
の
は
、
公
権
力
が
物
理
的
に
（physically

）
勝
手
に
私
人
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
入
っ
て
く
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
州
に
修
正
第
四
条
と
同
様
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
七
八
九
年
に
、
ア
メ
リ
カ
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の

伝
統
の
中
に
捜
索
押
収
に
関
し
て
最
も
広
範
な
制
約
を
建
設
し
た（（（
（

。
そ
の
後
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
で
、
私
人
の
領
域
が
電
子
的
空
間



八
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

に
ま
で
広
が
り
を
み
せ
た
。
そ
れ
は
当
事
者
間
の
秘
密
の
領
域
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
の
相
談
も
な
さ
れ
よ
う
。
制
定
か
ら
一
〇
〇
年
ほ
ど

は
、
同
条
の
保
護
領
域
に
つ
い
て
論
争
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
に
わ
か
に
問
題
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
後
、
修
正
第
四
条
の
展
開
は
技
術
の
発
達
に
同
条
を
ど
う
適
合
さ
せ
て
い
く
か
が
軸
と
な
る（（（
（

。

電
話
盗
聴
は
、
禁
酒
法
（N

ational Prohibition A
ct

）
が
制
定
さ
れ
て
か
か
る
捜
査
手
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
憲
法
問
題
が

提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
八
年
、
私
人
間
の
電
話
の
会
話
を
傍
受
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
と
き
、
修
正
第
四
条
と
の
関
係

が
意
識
さ
れ
た
。
禁
酒
法
違
反
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
警
察
が
被
告
人
の
事
務
所
の
電
話
を
約
五
か
月
間
盗
聴
し
、
そ
の
証
拠

を
刑
事
裁
判
に
持
ち
だ
し
た
こ
と
で
、
こ
の
盗
聴
は
修
正
第
四
条
（
第
五
条
違
反
も
主
張
し
た
が
、
第
四
条
の
み
判
断
）
に
違
反
す
る
と
訴
え

た
。
最
高
裁
は
、
制
憲
者
は
電
話
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
同
条
の
保
護
は
被
告
人
の
家
や
事
務
所
か
ら
全
世
界
に
到
達
す
る
電
線
に
ま
で

及
ぶ
と
は
想
定
さ
れ
ず
、
電
線
傍
受
は
彼
の
家
や
事
務
所
の
侵
入
で
は
な
い
と
し
た
（O

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド

lm
stead

事
件
）（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
同
条
で
保
護
さ
れ

る
の
は
、
同
条
が
列
記
し
て
い
る
よ
う
な
有
体
物
（tangible objects

）
で
あ
り
、
そ
れ
が
保
全
さ
れ
る
の
は
物
理
的
な
侵
害
（physical 

invasion

）
か
ら
で
あ
っ
て
、
本
件
電
話
傍
受
は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
（no physical intrusion

）
と
し
た
の
で
あ
る
。
修
正
第
四
条
の
文

言
に
こ
だ
わ
り
、
物
理
的
な
次
元
で
保
障
を
捉
え
た
。

こ
れ
に
た
い
しB

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス

randeis

判
事
は
、
多
数
意
見
は
文
理
に
と
ら
わ
れ
、
同
条
が
禁
じ
た
手
法
あ
る
い
は
手
続
に
留
意
し
て
い
な
い
と

し
て
、
反
対
意
見
を
述
べ
て
い
る（（（
（

。
一
人
に
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
、
つ
ま
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
文
明
社
会
で
最
も
価
値

が
あ
り
、「
こ
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
ろ
う
と
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
政
府
が
不
当
に
侵
入
す
る
こ

と
は
、
修
正
第
四
条
違
反
と
み
な
さ
れ
る
」（

（（
（

。
制
憲
時
、
政
府
に
は
「
む
き
出
し
の
実
力
（force and violence

）」
で
強
制
で
き
る
手
段
し

か
な
か
っ
た
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
り
、
繊
細
な
や
り
方
で
個
人
の
領
域
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
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制
憲
者
は
、「
ア
メ
リ
カ
人
の
信
条
、
思
想
、
感
情
や
情
緒
を
保
護
す
る
」
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
か
ら
放
っ
て
お
い
て

も
ら
う
権
利
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
最
も
重
要
だ
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
手
段
で
あ
れ
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
政
府
の
不
当
な
行

為
は
同
条
に
違
反
す
る
と
し
た（（（
（

。

多
数
意
見
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
持
ち
出
さ
ず
、
盗
聴
し
た
場
所
（
事
務
所
か
ら
道
路
に
出
て
い
る
電
話
線
に
傍
受
装
置
を
仕
掛
け
た
）

は
彼
の
財
産
で
は
な
い
と
し
、
同
条
が
保
護
し
て
い
る
の
は
財
産
の
不
可
侵
だ
と
認
識
し
た
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
、
そ
う
し
た
物
権
的
有

体
物
の
み
が
対
象
で
は
な
い
と
し
た
。
彼
が
一
八
八
九
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド
法
学
雑
誌
に
出
し
た
古
典
的
論
文
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
よ
ろ

し
く
、
同
条
が
保
護
し
よ
う
と
し
た
の
は
個
人
の
私
的
領
域
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
の
だ
と
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
そ
の
後
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
議
論
は
修
正
第
四
条
に
端
を
発
し
て
、
同
条
で
保
護
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く（（（
（

。

修
正
第
四
条
は
も
う
一
つ
の
重
要
な
原
理
を
規
定
し
て
い
る
。
令
状
主
義
で
あ
る
。
実
体
的
に
保
護
さ
れ
る
個
人
の
財
産
や
身
体
の
保

全
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
刑
事
司
法
の
た
め
に
差
押
え
る
に
は
、
判
事
の
令
状
が
必
要
だ
と
し
て
、
手
続
の
原
理
を
据
え
た

の
で
あ
る
。「
修
正
第
四
条
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
が
、
合
理
的
な
人
が
証
拠
か
ら
導
き
出
す
通
常
の
推
論
を
支
持
す
る
こ
と
を
法
執
行

官
に
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
保
護
は
、
そ
う
し
た
推
論
が
し
ば
し
ば
犯
罪
を
探
し
出
す
競
合
し
た
企
て
に
従
事
す
る

官
吏
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
つ
な
が
り
の
な
い
中
立
の
司
法
官
憲
（m

agistrate

）
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
こ
と
に
あ
る
」（

（（
（

。
修
正
第
四
条
は
、
刑
事
司
法
に
お
い
て
個
人
の
財
産
を
侵
害
す
る
時
は
合
理
的
な
理
由
を
要
し
、
そ
れ
が
司

法
官
憲
の
令
状
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
憲
法
原
理
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
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2　

電
子
盗
聴
と
修
正
第
四
条
の
そ
の
後
の
展
開

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
、
修
正
第
四
条
の
原
則
を
適
合
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
判
例
を
う
け
て
立
法
で
対
応
し
て
い
っ
た
。
制
憲

者
は
電
子
盗
聴
な
る
も
の
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
科
学
技
術
の
進
歩
は
想
定
外
だ
っ
た
。
電
話
盗
聴
と
い
う
新
た
な
政
府
の
手
法
に

は
、
一
九
三
四
年
に
連
邦
交
信
法
（Federal Com

m
unication A

ct

）
を
制
定
し
、「
電
話
の
同
定
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
あ
る
い
は
交
信

傍
受
を
実
効
化
す
る
に
は
適
切
な
授
権
」（§

605

）
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
手
続
を
確
立
さ
せ
る
よ
う
に
、
一
般
通
信
事
業
者

に
義
務
づ
け
た（（（
（

。
い
わ
く
、「
な
ん
ぴ
と
も
送
り
手
が
認
め
な
い
限
り
、
電
子
交
信
を
傍
受
し
、
い
か
な
る
者
と
の
そ
う
し
た
傍
受
さ
れ

た
交
信
の
存
在
と
、
内
容
と
、
実
体
と
趣
旨
と
、
ま
た
は
意
味
を
暴
露
も
し
く
は
公
刊
し
て
は
な
ら
な
い
」（

（（
（

。

こ
れ
は
電
話
盗
聴
を
犯
罪
と
し
た
法
で
あ
る
。
同
法
の
「
な
ん
ぴ
と
」
に
連
邦
官
吏
が
含
ま
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
州
際
の
酒
の

取
引
を
捜
査
し
て
い
た
連
邦
官
吏
が
州
際
の
電
話
で
の
盗
聴
を
証
拠
と
し
て
訴
追
し
た
事
件
で
、
最
高
裁
（R

ロ
バ
ー
ツ

oberts

判
事
法
廷
意
見
）
は

連
邦
官
吏
が
含
ま
れ
る
と
し
、さ
ら
に
同
条
に
反
し
て
の
盗
聴
に
よ
る
証
拠
は
刑
事
事
件
で
そ
の
能
力
を
認
め
な
い
と
し
た（（（
（

。
も
っ
と
も
、

こ
れ
で
連
邦
の
盗
聴
に
よ
る
捜
査
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い（（（
（

。

修
正
第
四
条
で
熱
く
論
じ
ら
れ
る
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
る
空
間
は
ど
こ
ま
で
か
で
あ
る（（（
（

。
そ
れ
は
オ
ル
ム
ス
テ
ッ

ド
が
述
べ
た
よ
う
に
、t

ト
レ
ス
パ
ス

respass

（
侵
害
）
ド
ク
ト
リ
ン
と
関
係
し
、
刑
事
目
的
で
個
人
の
領
域
に
踏
み
込
む
と
き
は
、
犯
罪
捜
査
上
相

当
な
理
由
が
あ
り
、
令
状
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
か
ら
、
令
状
が
要
す
る
の
は
ど
こ
ま
で
か
の
問
題
で
も
あ
る
。
最
高
裁
は
、

Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
よ
る
公
衆
電
話
の
盗
聴
が
修
正
第
四
条
の
捜
索
押
収
に
当
た
る
と
し
たK

カ
ッ
ツ

atz

事
件
で（（（
（

、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
（telephone booth

）

が
保
護
さ
れ
た
空
間
な
の
か
よ
り
も
、
捜
索
押
収
が
憲
法
の
認
め
る
基
準
で
な
さ
れ
た
か
を
問
題
と
し
た
。
そ
し
て
、
捜
索
押
収
の
対
象
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と
な
る
の
は
有
体
物
（tangible

）
だ
け
で
は
な
く
、
会
話
も
含
ま
れ
、
修
正
第
四
条
はarea

（
領
域
）
だ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
政
府
の

ト
レ
ス
パ
ス
を
広
く
禁
じ
た
と
し
た（（（
（

。
原
審
は
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
に
の
っ
と
り
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
有
体
財
産
（tangible

）
で
は
な
い
と

し
た
。
な
る
ほ
ど
本
件
で
は
、
政
府
の
盗
聴
は
、
目
的
も
手
法
も
時
間
も
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
も

執
行
権
だ
け
の
判
断
で
あ
り
、
そ
こ
に
司
法
官
憲
が
一
切
介
在
し
て
い
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
、
電
話
盗
聴
は
修
正
第
四
条
の
捜
索
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
、
同
条
が
保
護
す
る
の
を
私
人
の
財

産
の
空
間
に
限
定
し
た
。
カ
ッ
ツ
は
、
囲
ま
れ
た
（enclosed

） 

電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
、
家
宅
の
よ
う
に
人
が
合
理
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

期
待
で
き
る
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
私
的
（private

）
な
場
所
に
、
物
理
的
侵
入
は
も
ち
ろ
ん
、
電
子
的
な
そ
れ
も
、
修

正
第
四
条
に
反
し
、
捜
索
令
状
な
し
に
連
邦
政
府
権
力
が
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
領
域
に
侵
入
す
る
の
に
は
、
不
合
理
の
推
定
が
働
く

（presum
ptively unreasonable

）
と
判
断
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。「
修
正
第
四
条
が
保
護
す
る
の
は
人
で
あ
っ
て
、
場
所
で
は
な
い
（Fourth 

A
m

endm
ent protects people, not places

）」
と
し
て
、
財
物
よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
の
観
点
か
ら
、
電
子
的
監
視
の
合
憲
性
を

判
断
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る（（（
（

。

最
高
裁
は
こ
の
間
、
修
正
第
四
条
の
変
化
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
修
正
第
四
条
は
財
産
基
盤
を
根
源
と
す
る
認
識
か
ら
、
政
府

利
益
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
を
衡
量
し
て
、
法
執
行
を
規
制
す
る
た
め
の
よ
り
一
般
的
な
道
具
に
変
容
し
た
と
判
断
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
に
は
、政
府（
官
憲
）の
行
為
が
捜
索
も
し
く
は
押
収（seizure

）に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は「
財

産
上
の
個
人
の
占
有
的
利
益
に
対
す
る
何
ら
か
の
有
意
な
干
渉
」
と
概
念
さ
れ
る（（（
（

。
捜
索
（search

）
は
歴
史
的
に
憲
法
上
保
護
さ
れ
た

領
域
を
侵
害
す
る
政
府
の
な
ん
ら
か
の
行
為
を
含
む
も
の
で
あ
り（（（
（

、
こ
の
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
領
域
が
ト
レ
ス
パ
ス
理
論
か
ら
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ッ
ツ
で
は
、H

ハ
ー
ラ
ン

arlan

判
事
は
、
捜
索
さ
れ
た
対
象
に
つ
い
て
、
当
該
個
人
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー



九
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
を
社
会
が
合
理
的
あ
る
い
は
正
当
で
あ
る
と
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
と
な
れ
ば
、
修
正
第
四
条
の
問
題
が

生
じ
る
と
し
た（（（
（

。
社
会
通
念
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
修
正
第
四
条
が
保
護
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
領
域
は
、
社
会
の
発
展
に
附
随
す
る

国
民
の
意
識
や
公
的
利
益
で
画
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

背
景
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
の
成
熟
と
国
民
の
関
心
の
高
ま
り
、
そ
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
が
あ
る
。
カ
ッ
ツ
でB

ブ
ラ
ッ
ク

lack

判

事
は
、
反
対
意
見
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（（
（

。「
思
う
に
、
本
判
決
で
本
法
廷
は
修
正
第
四
条
の
書
き
換
え
を
完
了
さ
せ
た
。
そ
れ
は

ご
く
最
近
に
、
不
合
理
な
捜
索
押
収
に
対
す
る
訴
訟
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
同
じ
だ
と
し
て
修
正
第
四
条
に
不
断
に
言
及
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
、
始
ま
っ
た
。
…
し
か
る
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
意
図
し
た
本
法
廷
の
言
葉
に
気
ま
ぐ
れ
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
、
不
合
理
な
捜
索
押
収
に
対
す
る
保
護
を
意
図
し
た
憲
法
の
文
言
に
、
本
法
廷
は
、
修
正
第
四
条
を
、
本
法
廷
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
最
広
義
の
概
念
を
そ
こ
な
う
、
憲
法
に
反
す
る
す
べ
て
の
法
を
判
示
す
る
道
具
に
し
た
」。
も
っ
と
も
、
法
廷
意
見
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
限
定
的
に
使
用
し
て
い
る
。「
修
正
第
四
条
は
、
一
般
的
な
憲
法
上
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
に
は
翻
訳
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
修
正
条

項
は
い
く
つ
か
の
種
類
の
政
府
に
よ
る
侵
害
か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
。
…
憲
法
の
他
の
規
定
は
そ
の
他
の
類
型
の
政
府

に
よ
る
侵
害
か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
個
人
の
一
般
的
な
権
利
─
他
者
か
ら
放
っ
て

お
い
て
も
ら
う
個
人
の
権
利
─
の
保
護
は
、
個
々
の
州
の
立
法
に
大
き
く
委
ね
ら
れ
て
い
る
」（

（（
（

。

カ
ッ
ツ
で
政
府
側
は
、
本
件
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
の
例
外
を
主
張
し
た
。
傍
受
さ
れ
る
側
の
同
意
に
は
、
裁
判
所
は
や
ぶ
さ

か
で
は
な
い
が
、
相
当
の
理
由
の
証
明
で
司
法
官
憲
（m

agistrate

）
が
事
前
に
授
権
し
た
と
き
は
、
消
極
と
な
る（（（
（

。
も
っ
と
も
、「
国
家

安
全
保
障
を
含
む
状
況
で
司
法
官
憲
に
よ
る
事
前
の
授
権
以
外
の
防
御
が
修
正
第
四
条
を
満
た
す
か
ど
う
か
は
、
本
件
で
提
起
さ
れ
た
問

題
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る（（（
（

。



九
二

こ
う
し
た
多
数
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、W

ホ
ワ
イ
ト

hite

判
事
は
、
踏
み
込
ん
で
、
大
統
領
や
法
務
長
官
が
国
家
安
全
保
障
の
要
請
と
し
て
電

子
的
監
視
を
合
理
的
に
授
権
し
た
と
き
は
、
令
状
の
手
続
は
不
要
だ
と
強
調
し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
指
摘
に
押
さ
れ
た
形
で
、D

ダ
ク
ラ
ス

ouglas

判
事

は
、
ホ
ワ
イ
ト
判
事
の
完
全
な
青
信
号
は
疑
問
だ
と
し
て
い
る（（（
（

。
大
統
領
も
法
務
長
官
も
、
司
法
官
憲
で
は
な
い
し
、
安
全
保
障
上
の
事

案
で
も
中
立
な
立
場
に
は
な
く
、
利
害
当
事
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ス
パ
イ
や
破
壊
者
や
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
（
安
全
保
障
も
刑
事
も
同
じ
と
い

う
こ
と
）
も
修
正
第
四
条
の
保
護
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
刑
事
罰
に
差
異
は
な
い
と
す
る
。

本
件
で
最
高
裁
（
法
廷
意
見
）
は
、「
判
事
も
し
く
は
司
法
官
に
よ
る
事
前
の
承
認
な
し
に
司
法
過
程
の
外
で
な
さ
れ
る
捜
索
は
、
そ
れ

自
体
（per se

）
修
正
第
四
条
の
下
で
不
合
理
と
な
る
。
特
別
に
確
立
さ
れ
十
分
に
境
界
の
画
定
さ
れ
た
（delineated

）
ご
く
わ
ず
か
な
例

外
に
の
み
服
す
る
」
と
し
て
い
る（（（
（

。
現
実
は
そ
う
し
た
方
向
に
展
開
し
て
い
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
技
術
の
発
展
と
安

全
保
障
上
の
困
難
な
脅
威
、
特
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
喫
緊
の
対
処
の
必
要
性
が
出
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。

カ
ッ
ツ
は
、
刑
事
司
法
で
の
電
子
的
監
視
に
は
修
正
第
四
条
を
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
た
だ
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
は

別
の
扱
い
を
示
唆
し
て
い
る
。
司
法
警
察
の
手
法
の
限
界
を
超
え
、
そ
の
手
に
負
え
な
い
外
国
の
諜
報
に
は
、
個
人
の
人
権
と
衡
量
し
た

う
え
で
、
立
法
で
限
定
的
に
電
子
的
監
視
を
認
め
る
べ
き
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（（（
（

。

3　

T
itle
Ⅲ

（
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
）

電
子
的
盗
聴
と
そ
の
監
視
の
必
要
性
は
高
ま
り
、
カ
ッ
ツ
も
影
響
し
て
、
議
会
は
盗
聴
を
認
め
る
規
定
を
設
け
た
。
一
九
六
八
年
、

O
m

nibus Crim
e Control and Safe Streets A

ct

（
包
括
犯
罪
統
制
安
全
街
路
法
）T

itleⅢ

（18 U
.S.C.§§

2510

─2522, ch. 119

）、
い
わ

ゆ
る
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
基
づ
い
て
、
司
法
警
察
官
は
、
電
子
的
監
視
、
電
話
利
用
記
録
（pen-registered

）（
（（
（

、
交
信
追
跡
（trap and 



九
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

trace

）
装
置（（（
（

、
同
意
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
身
体
検
査
（physical search

）、
人
の
監
視
、
通
報
（inform

ants

）
の
六
つ
の
基
本
的
な

監
視
の
手
段
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
で
は
司
法
令
状
を
要
求
し
て
お
り
、
裁
判
官
は
「
個
人
が
、§

2516

で
列

記
さ
れ
た
特
定
の
犯
則
（
法
定
刑
が
死
刑
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
な
ど
を
列
挙
─
筆
者
）
を
現
に
犯
し
て
い
る
、
ま
た
は
犯
し
た
も
し
く
は
ま
さ

に
犯
そ
う
と
し
て
い
る
と
信
用
す
る
に
足
る
相
当
の
理
由
（probable cause

）
が
存
在
す
る
」
こ
と
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（18 

U
.S.C.§

2518

）。
さ
ら
に
、
監
視
の
行
わ
れ
る
時
と
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
常
の
捜
査
手
法
が
尽
き
て
い
る
こ
と

も
要
求
さ
れ
る
。pen-registered

とtrap and trace

に
は
、
法
文
上
は
相
当
の
理
由
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
政
府
の
法

務
官
に
進
行
中
の
捜
査
に
不
可
欠
だ
と
の
疎
明
を
要
求
し
て
い
る
（18 U

.S.C.§
3123

（a

）（1

））。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
盗
聴
自
体
が
厳
格
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
司
法
裁
判
官
の
令
状
が
必
要
で
、
請
求
を

受
け
た
裁
判
官
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ッ
ツ
判
決
を
十
分
に
踏
ま
え
た
立
法
と
な
っ
て
い
る
。

相
当
の
理
由
は
個
別
判
断
に
な
る
が
、
犯
罪
が
行
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
る
と
信
ず
る
に
足
る
相
当
な
理
由
や
事
実
の
証
明
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
安
全
保
障
の
捜
査
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
の
明
文
の
規
定
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
（§

2511

（3

））。
議
会
は
安
全
保
障
の
情

報
収
集
は
大
統
領
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
気
に
と
め
、こ
れ
に
つ
い
て
は
オ
ー
プ
ン
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
一
九
六
八
年
の
タ
イ
ト
ル
・

ス
リ
ー
は
、
安
全
保
障
目
的
で
大
統
領
が
外
国
の
諜
報
活
動
を
行
う
た
め
の
電
子
的
監
視
の
権
限
に
は
、
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い

と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
、
大
統
領
に
は
外
国
の
諜
報
あ
る
い
は
安
全
保
障
の
目
的
で
の
電
子
的
監
視
を
行
う
固
有
の
権
限
が
あ
る
こ
と
を

暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
五
つ
の
目
的
の
行
為
は
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
の
射
程
外
で
、
規
制
さ
れ
な
い
と
し
た（（（
（

。
①
外

国
勢
力
か
ら
の
現
実
あ
る
い
は
潜
在
的
な
攻
撃
そ
の
他
敵
対
行
為
か
ら
合
衆
国
を
防
御
す
る
、
②
合
衆
国
の
安
全
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
外



九
四

国
の
諜
報
情
報
を
獲
得
す
る
、
③
外
国
の
諜
報
活
動
か
ら
国
家
の
安
全
情
報
を
防
御
す
る
、
④
武
力
そ
の
他
違
法
な
手
段
に
よ
っ
て
政
府

を
転
覆
す
る
こ
と
に
対
し
て
合
衆
国
を
防
護
す
る
、
⑤
政
府
の
存
在
あ
る
い
は
構
造
に
対
す
る
い
か
な
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
か
ら
合

衆
国
を
保
護
す
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
で
、
私
的
領
域
は
電
子
空
間
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く（（（
（

。
プ
レ
モ
ダ
ン
の
修
正
第
四
条
は
、
私
人
の
財
産
の
保
護

を
意
識
し
て
お
り
、
電
子
空
間
は
想
定
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現
実
に
あ
っ
て
、
同
条
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
最
高
裁
で
あ
る
。

判
例
を
う
け
て
、
立
法
が
刑
事
司
法
で
の
領
域
で
公
権
力
の
侵
害
の
限
界
を
明
確
に
さ
せ
た
。
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
は
そ
の
到
達
点
で
あ

り
、
刑
事
司
法
の
電
子
的
監
視
の
実
務
は
こ
れ
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。

4　

小　
　
　

括

修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
法
執
行
官
の
行
為
が
捜
索
（search

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
辞
書
の
定
義
の

と
お
り
で
、「
本
を
見
つ
け
る
た
め
に
家
を
捜
索
す
る
と
か
、
泥
棒
を
発
見
す
る
た
め
に
森
の
中
を
探
す
と
か
の
よ
う
に
、
何
か
を
見
つ

け
る
目
的
で
探
し
回
る
、
探
索
す
る
、
立
ち
入
っ
て
検
証
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る（（（
（

。
捜
索
が
禁
じ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
そ
れ
が
合
理

的
で
、
か
つ
判
事
の
令
状
が
あ
れ
ば
、
合
憲
と
な
る
。
令
状
が
あ
れ
ば
合
理
的
と
な
る
の
で
は
な
く
、
国
民
を
不
安
に
さ
せ
る
不
合
理
な

監
視
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
主
眼
が
あ
る（（（
（

。

で
は
安
全
保
障
の
捜
査
の
電
子
盗
聴
や
監
視
は
令
状
な
し
に
行
え
る
の
か
。
カ
ッ
ツ
は
次
の
問
題
は
宿
題
と
し
た
の
で
あ
る
。「
司
法

官
憲
に
よ
る
事
前
の
授
権
以
外
の
防
御
は
、
安
全
保
障
が
絡
む
状
況
に
お
い
て
修
正
第
四
条
を
満
足
さ
せ
る
か
」（

（（
（

。
刑
事
司
法
に
電
子
的

監
視
を
認
め
た
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
が
制
定
さ
れ
た
一
九
六
八
年
時
点
で
、
議
会
に
は
、
最
高
裁
同
様
、
執
行
権
が
安
全
保
障
目
的
で
無
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五
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令
状
の
電
子
的
監
視
を
行
う
と
主
張
す
る
固
有
の
権
限
論
を
抑
制
す
る
心
得
は
な
か
っ
た（（（
（

。

三　

安
全
保
障
の
電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条

1　

問
題
の
所
在

修
正
第
四
条
は
刑
事
司
法
で
の
手
続
原
理
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
条
の
歴
史
的
発
展
の
中
で
、
法
執
行
（law

 enforcem
ent

）
に

は
電
子
的
監
視
が
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
が
議
論
さ
れ
、
令
状
主
義
を
厳
格
に
確
認
し
た
立
法
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
結
実
し
た
。

修
正
第
四
条
は
そ
れ
以
外
の
手
続
に
つ
い
て
は
語
っ
て
は
お
ら
ず
、
令
状
主
義
や
合
理
性
の
要
請
が
司
法
捜
査
以
外
に
も
及
ぶ
か
は
、
憲

法
上
定
か
で
な
い
。

安
全
保
障
の
た
め
の
捜
査
（national security investigation

）
に
無
令
状
で
大
統
領
が
電
子
盗
聴
を
命
じ
る
の
は
修
正
第
四
条
に
反

さ
な
い
か
が
初
め
て
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
七
二
年
の
合
衆
国
対
合
衆
国
地
方
裁
判
所
事
件
（K

キ
ー
ス

eith

事
件
）
で
あ
る（（（
（

。
一
九
六
八

年
に
盗
聴
権
限
を
認
め
る
立
法
（
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
）
が
制
定
さ
れ（（（
（

、
特
定
の
犯
罪
（§

2516

に
規
定
さ
れ
る
）
に
電
子
的
監
視
（electric 

surveillance

）
を
授
権
し
て
い
る
。
意
図
的
な
傍
受
や
電
子
的
会
話
、
電
信
の
傍
受
（intercept

）
は
、
同
法
に
規
定
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
う
え
で
（§

2511

（1

））、
法
務
長
官
に
、
同
次
官
な
ど
と
の
内
部
で
協
議
を
経
て
、
管
轄
権
の
あ
る
連
邦
裁
判

所
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
の
会
話
を
含
む
電
子
傍
受
の
令
状
を
請
求
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
安
全
保
障
上
の
諜
報
で
の
電
子
盗
聴

に
は
言
及
が
な
い
。
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
は
ど
の
条
項
も
、
武
力
も
し
く
は
そ
の
他
の
手
段
で
政
府
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
政

府
の
存
在
や
構
造
に
そ
の
他
の
急
迫
か
つ
現
在
の
危
険
に
対
し
て
、
合
衆
国
を
保
護
す
る
の
に
必
要
と
考
え
る
手
段
を
と
る
大
統
領
の
憲



九
六

法
上
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（§

2511

（3

））。

キ
ー
ス
事
件
時
、
安
全
保
障
と
修
正
第
四
条
の
情
況
は
こ
う
で
あ
っ
た（（（
（

。
一
九
六
八
年
制
定
の
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
で
、
刑
事
捜
査
の

た
め
の
司
法
警
察
官
の
電
子
的
監
視
に
は
裁
判
官
の
令
状
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
安
全
保
障
の
情
報
収
集
や
諜
報
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。
安
全
保
障
の
情
報
収
集
に
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｒ
（
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
）
以
降
、
大
統
領
が
独
断
で
こ
れ
を
決
行
し
、
ト

ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
法
務
長
官
あ
て
の
書
簡
で
こ
れ
を
文
書
化
し
、
誰
も
異
論
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
な
く
、
無
令
状
で
大
統
領
権
と
し
て

実
行
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
初
頭
、H

Ｈ
・
マ

ク

グ

レ

イ

ス

ow
ard

M
cGrath

法
務
長
官
は
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
監
視
装
置
を
据
え
る
自
ら

の
権
限
を
否
定
し
た
が
、
一
九
五
四
年
、H

Ｈ

・

ブ

ラ

ウ

ネ

ル

erbertBrow
nell

法
務
長
官
は
こ
れ
を
覆
し
、
長
官
の
承
認
な
く
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
か
か
る
監

視
の
権
限
が
国
益
の
許
す
限
り
認
め
ら
れ
る
と
の
メ
モ
を
出
し
た（（（
（

。
は
た
し
て
こ
れ
が
修
正
第
四
条
の
例
外
を
な
す
の
か
、
問
題
と
な
っ

た
（
（（
（

。安
全
保
障
は
大
統
領
が
広
範
な
裁
量
権
を
有
す
る
領
域
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
行
動
は
自
ら
の
判
断
で
秘
密
に
し
う
る
と
の
伝

統
的
な
憲
法
観
が
背
景
に
あ
る
。
典
型
的
に
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
事
件
で
のS

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

tew
art

判
事
の
以
下
の
よ
う
な
補
足
意
見
に

み
ら
れ
る
。「
憲
法
が
執
行
権
に
外
交
の
行
為
と
国
防
の
維
持
に
広
範
な
程
度
の
共
有
さ
れ
な
い
権
限
を
与
え
て
お
る
な
ら
、
そ
の
と
き

執
行
権
は
憲
法
上
、
そ
の
権
限
を
成
功
裏
に
行
使
す
る
の
に
必
要
な
国
内
の
安
全
の
程
度
を
維
持
し
決
定
で
き
る
、
広
範
に
は
共
有
さ

れ
な
い
義
務
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

（（
（

。
こ
の
考
え
方
は
、
外
交
に
関
し
て
大
統
領
が
唯
一
の
機
関
（sole organ

）
で
あ
る
と
し
た

S

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

outherland

判
事
の
考
え
を
反
映
し
て
い
る（（（
（

。

憲
法
は
国
家
が
秘
密
に
行
動
で
き
る
と
す
る
規
定
を
設
け
て
お
ら
な
い
。
ど
の
機
関
が
行
え
る
か
も
規
定
は
な
く
、
秘
密
に
行
動
で
き

る
判
断
の
手
続
や
審
査
に
も
言
及
が
な
い
。
大
統
領
に
安
全
保
障
の
広
範
な
権
限
が
あ
り
、そ
の
た
め
に
秘
密
に
行
動
で
き
る
と
し
て
も
、
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憲
法
に
明
確
な
規
定
が
な
い
以
上
、
そ
こ
に
立
法
が
制
約
的
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
の
に
説
得
力
は
見
出
し
難
く
、
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
立
法
的
整
備
は
可
能
で
あ
る
と
の
論
理
も
成
り
立
つ
。

安
全
保
障
に
は
大
統
領
の
秘
密
指
定
や
隠
密
行
動
の
権
限
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
れ
ば
、
修
正
第
四
条
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
対
峙

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
今
日
の
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
電
子
情
報
大
量
デ
ー
タ
収
集
問
題
の
要
諦
と
い
え
る
。
安
全
保
障
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
に
、
技
術
の
発
達
が
加
味
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
ど
も
え
の
中
で
、
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
は
憲
法
上
ど
の

よ
う
に
整
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
現
代
に
も
引
き
ず
る
憲
法
問
題
と
し
て
俎
上
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な
る
。

2　

K
eith

判
決

キ
ー
ス
は
、
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
盗
聴
に
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
を
判
断
し
た
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
最
高
裁
（P

パ
ウ
エ
ル

ow
ell

判
事
）
は
、
令
状
主
義
を
要
求
す
る
利
益
と
国
内
の
脅
威
に
対
す
る
安
全
保
障
上
の
利
益
と
を
衡
量
し
、
電
子
的
監
視
で
事
前
に
令
状
を

得
る
こ
と
を
政
府
に
要
求
す
る
の
は
合
理
的
で
あ
る
と
し
た（（（
（

。
そ
の
う
え
で
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
盗
聴
命
令
は
違
憲
と
判
断
し
た（（（
（

。

本
件
は
、
合
衆
国
政
府
の
財
産
の
破
壊
工
作
に
関
す
る
刑
事
裁
判
で
あ
る
。W

白

パ

ン

サ

ー

党

hite
Panther

Party

の
一
味
で
あ
る
被
告
の
一
人

P

プ
ラ
モ
ン
ド
ン

lam
ondon

が
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
支
局
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
爆
破
し
た
罪
状
に
問
わ
れ
、
そ
の
公
判
で
彼
は
政
府
の
監
視
情
報
の
証
拠
能
力

を
問
題
と
し
て
、
政
府
が
電
子
的
監
視
で
獲
得
し
た
情
報
の
開
示
を
求
め
た
。
法
務
長
官J

Ｊ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

ohn
M

itchell

は
、
政
府
が
仕
掛
け
て
い
た

盗
聴
に
よ
れ
ば
、
彼
が
そ
の
会
話
に
参
加
し
政
府
転
覆
を
画
策
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
だ
と
し
た
。
担
当
判
事
（K

eith

）
は
非
公
開
（in 

cam
era

）
で
こ
れ
を
調
べ
た
が
、
被
告
側
に
は
開
示
し
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
大
統
領
に
は
憲
法
上
、
国
内
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
諜
報

を
行
う
固
有
の
権
限
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
連
邦
地
裁
判
事
キ
ー
ス
は
、
わ
れ
わ
れ
は
法
の
支
配
に
服
す
る
の
で
あ
り
、
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人
の
そ
れ
で
は
な
い
と
し
、
大
統
領
が
修
正
第
四
条
の
適
用
を
免
れ
る
と
す
る
こ
う
し
た
権
限
に
は
根
拠
が
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け

た
（
（（
（

。
政
府
は
急
き
ょ
、
キ
ー
ス
の
命
令
を
退
け
る
た
め
第
六
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
原
審
の
判
断
を
支
持
し
た
の
で（（（
（

、
最
高

裁
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

最
高
裁
は
電
子
的
監
視
を
認
め
る
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
目
を
や
る
。
こ
れ
は
、電
子
盗
聴
を
容
認
す
る
状
況
を
議
会
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
衡
量
の
う
え
慎
重
に
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
そ
の§

2511

（3

）（
の
ち
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
制
定
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
い
る
）
で
、
大

統
領
が
安
全
保
障
に
不
可
欠
と
考
え
る
手
段
を
と
る
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
を
侵
害
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
留
保

規
定
（
い
わ
ゆ
るN

安

全

保

障

但

書

ationalSecurity
disclaim

er

）
に
依
拠
す
る
。
し
か
し
、
諜
報
に
電
子
的
監
視
の
権
限
ま
で
認
め
た
か
は
、
立
法
経
緯

は
こ
の
点
中
立
で
あ
っ
た
の
で
、
断
定
で
き
な
い
。
同
条
が
、「
法
文
は
そ
う
し
た
目
的
に
は
全
く
不
適
切
で
あ
る
の
で
、
何
ら
権
限
を

付
与
し
た
の
で
な
い
の
は
確
か
だ
。
本
法
は
大
統
領
が
憲
法
上
持
ち
う
る
権
限
を
制
限
な
い
し
邪
魔
立
て
す
る
よ
う
、
解
釈
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
、
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」（

（（
（

。

こ
こ
で
パ
ウ
エ
ル
判
事
（
法
廷
意
見
）
は
、こ
の§

2511
（3

）
が
「
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
」
と
し
て
二
つ
の
情
況
の
類
型
、す
な
わ
ち
、

①
「
外
国
権
力
（foreign pow

er

）」
の
攻
撃
、
そ
の
他
敵
対
行
動
あ
る
い
は
諜
報
活
動
か
ら
保
護
す
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
、
②
政
府
の

転
覆
あ
る
い
は
そ
の
他
、
政
府
の
構
造
や
存
在
に
対
す
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
か
ら
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
に
言
及
し
て
い
る

点
に
着
目
す
る（（（
（

。
両
方
と
も
安
全
保
障
で
語
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
安
全
保
障
は
外
国
か
ら
の
脅
威
に
関
わ
る
①
で
の
み
使
用
さ
れ
る
。
②

は
「
国
内
組
織
（dom

estic organization

）」
か
ら
発
す
る
脅
威
に
関
わ
る
。
国
内
組
織
に
明
確
な
定
義
は
な
い
け
れ
ど
も
、
外
国
組
織
と

は
関
係
を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
人
の
団
体
組
織
を
意
味
し
て
い
る
。
違
法
な
行
為
の
国
内
と
外
国
の
区
別
は
困
難
で
、
協
働
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
た
だ
し
本
件
は
こ
れ
に
は
及
ば
な
い
。
外
国
権
力
の
安
全
保
障
情
報
を
収
集
す
る
固
有
の
大
統
領
権
限
の
射
程
と
、
適
用
さ
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れ
る
な
ら
令
状
条
項
の
、
執
行
権
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
基
準
の
問
題
を
留
保
さ
せ
て
、
国
内
の
安
全
保
障
の
脅
威
に
本
件
判
断
を
限
定

し
た
の
で
あ
る（（（
（

。
パ
ウ
エ
ル
は
、
国
内
で
の
安
全
保
障
上
の
情
報
収
集
で
の
人
権
侵
害
を
懸
念
し
た
の
で
あ
ろ
う（（（
（

。

本
件
は
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
の
違
憲
性
も
、
大
統
領
の
外
国
政
府
の
活
動
に
対
す
る
国
内
外
で
の
監
視
権
限
の
範
囲
も
、
問
題
に
し

て
い
な
い
。
論
点
は
、
カ
ッ
ツ
が
宿
題
と
し
た
よ
う
に
、「
司
法
官
憲
に
よ
る
事
前
の
授
権
以
外
の
防
御
が
、
国
家
安
全
保
障
を
含
む
状

況
で
修
正
第
四
条
を
満
足
さ
せ
る
か
」
で
あ
る
。
そ
の
鍵
は
修
正
第
四
条
の
捜
索
押
収
の
「
合
理
性
（reasonableness

）」
に
あ
り
、
そ

の
判
断
は
令
状
条
項
を
通
し
て
な
さ
れ
る
と
す
る（（（
（

。
国
家
の
安
全
保
障
は
政
府
の
最
重
要
の
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
人
権
保
障

規
定
で
保
護
さ
れ
る
国
民
の
自
由
を
政
府
が
電
子
的
監
視
で
侵
害
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
カ
ッ
ツ
を
含
む
こ
れ
ま
で
の

判
例
は
、
黙
示
的
に
、
電
子
的
監
視
が
巻
き
込
む
会
話
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
政
府
が
入
り
込
む
に
は
修
正
第
四
条
の
保
護
が
必
要
と
し
て

い
る（（（
（

。
パ
ウ
エ
ル
判
事
は
、
立
法
に
は
安
全
保
障
の
情
報
収
集
に
つ
い
て
規
定
は
な
い
と
確
認
し
た
う
え
で
、
大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
と
い

う
権
力
分
立
が
問
題
に
な
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
憲
法
も
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
も
、
大
統
領
の
そ
う
し
た
権
限
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら

な
い
。「
修
正
第
四
条
は
、
文
言
上
は
必
ず
し
も
無
制
限
と
は
し
て
い
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
基

本
価
値
を
検
証
し
衡
量
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
の
安
全
を
保
護
す
る
政
府
の
義
務
と
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の

自
由
に
対
す
る
不
合
理
な
監
視
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
潜
在
的
危
険
で
あ
る
」（

（（
（

。
修
正
第
四
条
は
合
理
的
な
（reasonable

）
捜
索
で
あ
れ

ば
令
状
が
発
せ
ら
れ
捜
索
で
き
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
裁
判
所
は
合
理
性
を
判
断
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
の
合
理
性
を
判
断
す
る
能
力
は
持
た
な
い
。
大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
国
内
の

安
全
保
障
を
防
御
す
る
正
当
な
必
要
性
が
政
府
の
電
子
的
監
視
の
使
用
に
必
須
と
す
る
な
ら
、
問
題
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
表
現
の
自
由
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を
市
民
が
必
要
と
す
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た
監
視
が
な
さ
れ
る
前
に
令
状
を
要
件
と
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
く
保
護
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
令
状
を
必
要
と
す
る
な
ら
、
政
府
が
自
ら
を
、
政
府
の
転
覆
や
そ
れ
に
む
け
た
行
為
か
ら
防
御
す
る
政
府

の
努
力
を
く
じ
く
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
も
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

（（
（

。
し
か
し
、
修
正
第
四
条
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
て

お
り
、
大
統
領
が
自
由
な
安
全
保
障
の
最
終
的
な
判
断
者
だ
と
さ
れ
る
憲
法
上
の
い
わ
れ
は
な
い（（（
（

。
本
件
で
は
修
正
第
四
条
で
の
基
準
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、「
政
府
の
監
視
は
、
そ
の
目
的
が
刑
事
捜
査
で
あ
れ
、
進
行
中
の
諜
報
情
報
収
集
で
あ
れ
、
憲
法
で
保
護
さ
れ
た
言

論
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
危
険
を
伴
っ
て
い
る
。
安
全
保
障
と
し
て
の
監
視
は
、
国
内
安
全
保
障
の
概
念
が
そ
も
そ
も
曖
昧
で
あ

る
こ
と
、
諜
報
収
集
が
本
質
的
に
広
範
か
つ
継
続
的
な
性
質
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
政
治
的
反
対
者
を
監
視
す
る
た
め
に
そ
う
し
た
監
視

を
用
い
る
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
こ
と
で
、
特
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
統
領
に

国
内
安
全
保
障
の
役
割
を
認
め
る
が
、
そ
れ
は
修
正
第
四
条
に
適
合
す
る
や
り
方
で
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
」（

（（
（

。

な
る
ほ
ど
令
状
の
要
請
に
は
例
外
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
例
外
は
限
定
的
で
、
慎
重
に
画
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
般
的

に
は
、
そ
う
し
た
例
外
が
、
証
拠
隠
滅
を
防
ぎ
司
法
警
察
官
の
安
寧
を
保
護
す
る
の
に
警
察
官
の
正
当
な
利
益
に
資
す
る
」
場
合
で
あ

る
（
（（
（

。
政
府
は
、
国
内
の
安
全
の
た
め
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
特
別
の
情
況
で
あ
り
、
こ
こ
に
令
状
を
事
前
に
要
す
る
と
し
て
司
法
を
介
入

さ
せ
れ
ば
、
大
統
領
の
権
限
行
使
を
妨
げ
る
と
主
張
す
る（（（（
（

。
本
件
は
特
別
の
刑
事
訴
追
の
た
め
の
証
拠
収
集
で
は
な
く
、
転
覆
勢
力
に
関

す
る
諜
報
の
た
め
の
監
視
で
あ
る
。
現
実
に
は
か
か
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
客
観
的
に
特
定
す
る
の
は
困
難
で
、
修
正
第
四
条
が
要
求
す
る
相

当
の
理
由
は
要
求
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
安
全
保
障
上
の
必
要
性
は
存
在
す
る
。
他
方
、
公
的
な
監
視
は
、
刑
事
だ
ろ
う
が
諜
報
だ
ろ
う

が
、
憲
法
で
保
護
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
し
て
や
国
内
の
安
全
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
概
念
で
は
、
諜
報

は
必
然
的
に
広
が
り
、
政
治
的
反
対
へ
の
監
視
に
ま
で
及
ん
で
、
そ
の
懸
念
は
果
て
し
な
い（（（（
（

。
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か
く
し
て
政
府
の
主
張
は
退
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
つ
の
重
要
な
留
保
を
し
て
い
る（（（（
（

。
一
つ
は
、
本
件
に
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
が
適

用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
は
、「
国
家
安
全
保
障
へ
の
国
内
的
脅
威
に
対
応
す
る
大
統
領
の
権
限
を

限
定
し
た
り
、
あ
る
い
は
削
除
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
」。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
判
断
は
外
国
の
政
府
や
機
関
の
活
動
に
絡
む
も
の

に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
要
求
さ
れ
る
令
状
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
国
内
の
安
全
保
障
の
監
視
は
犯
罪
捜
査
と
は
異
な
る
と
し
、
安
全
保
障
の
令

状
で
の
正
当
な
理
由
に
は
刑
事
と
は
異
な
る
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
市
民
の
保
護
さ
れ
た
権
利
と
、

諜
報
情
報
の
た
め
の
政
府
の
正
当
な
必
要
性
の
、
両
方
に
関
連
し
て
正
当
で
あ
る
」
か
で
、「
令
状
の
申
請
は
保
護
に
値
す
る
市
民
の
権

利
の
性
格
と
執
行
さ
れ
る
べ
き
政
府
利
益
に
符
合
し
て
可
変
的
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
し
た（（（（
（

。

キ
ー
ス
後
も
、
ニ
ク
ソ
ン
は
国
内
の
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
を
や
め
ず
、
安
全
保
障
に
関
し
て
外
国
の
脅
威
と
国
内
の
脅
威

を
分
け
る
の
を
拒
否
し
た（（（（
（

。
ニ
ク
ソ
ン
の
電
子
的
監
視
の
濫
用
は
有
名
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
付
加
的
な
犯
罪
行
為
の
パ
タ
ー
ン
の

脈
絡
で
暴
か
れ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う（（（（
（

。

3　

K
eith

法
理
の
課
題

国
内
で
の
安
全
保
障
上
の
捜
査
に
は
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
を
キ
ー
ス
法
理
と
す
る
。
海
外
の
安
全
保
障
の
た
め
の
捜
索

は
ど
う
か
。
キ
ー
ス
は
そ
の
判
断
を
留
保
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
下
級
審
の
判
決
は
、
修
正
第
四
条
の
適
用
を
刑
事
事
件
と
同
じ
よ

う
に
は
求
め
て
い
な
い
。T

ト
ゥ
ル
ー
オ
ン

ruong

事
件
で
は
、「
執
行
権
の
必
要
性
は
、
国
内
の
安
全
保
障
領
域
と
は
異
な
り
、
海
外
諜
報
の
領
域
で

は
か
く
も
強
固
な
の
で
、
キ
ー
ス
に
従
っ
て
統
一
の
令
状
を
必
須
と
す
る
こ
と
は
、
大
統
領
の
外
交
の
責
務
を
全
う
す
る
の
を
不
当
に
妨
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げ
る
（unduly frustrate

）」
と
し
た（（（（
（

。
そ
の
理
由
は（（（（
（

、
第
一
に
、
安
全
保
障
と
し
て
外
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
試
み
は
、
最
高
次
の
迅
速

と
秘
密
を
要
求
す
る
。
こ
れ
に
手
続
の
要
件
を
課
せ
ば
、
諜
報
活
動
の
柔
軟
性
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
、

「
外
交
で
諜
報
を
監
視
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
な
す
の
に
、
執
行
権
は
比
類
な
き
専
門
性
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
司
法
権
は
、
外

国
諜
報
監
視
の
背
後
に
あ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
で
複
雑
な
決
定
を
な
す
の
に
は
あ
ま
り
に
も
未
経
験
で
あ
る
。
…
お
そ
ら
く
最
も
重
要
な
こ
と

に
、
執
行
権
は
外
国
諜
報
分
野
で
優
越
し
た
専
門
家
を
擁
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
外
務
に
卓
越
し
た
権
限
を
有
す
る
も
の
と
憲
法
上
企

図
さ
れ
て
い
る
」。
要
す
る
に
、
安
全
保
障
に
関
す
る
執
行
権
の
柔
軟
性
と
専
門
性
と
憲
法
上
の
権
限
か
ら
、
裁
判
所
は
外
国
の
諜
報
活

動
を
監
視
す
る
の
に
い
ち
い
ち
令
状
を
執
行
権
か
ら
司
法
権
に
求
め
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
た（（（（
（

。

キ
ー
ス
は
、
刑
事
捜
査
と
安
全
保
障
の
捜
査
は
根
本
的
に
異
な
り
、
議
会
も
こ
れ
を
認
識
し
て
い
る
と
し
た
。「
刑
事
上
の
監
視
と
国

内
安
全
保
障
上
の
そ
れ
と
は
」
別
個
で
、「
議
会
は
後
者
に
つ
い
て
、（
刑
事
上
の
監
視
）
の
た
め
に
す
で
に
規
定
さ
れ
た
基
準
と
は
異
な
る

保
護
的
な
基
準
を
考
量
し
う
る
」（

（（（
（

。

キ
ー
ス
を
素
直
に
読
め
ば
、
安
全
保
障
の
諜
報
活
動
で
の
電
子
的
監
視
は
修
正
第
四
条
の
対
象
外
だ
と
は
み
れ
ま
い
。
他
方
、
か
か
る

活
動
は
法
執
行
や
司
法
警
察
と
は
大
き
く
異
な
る
の
も
し
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
目
的
の
重
大
性
や
そ
れ
に
見
合
っ
た
活
動
の
秘
密
性

や
迅
速
性
で
あ
り
、
令
状
を
い
ち
い
ち
要
求
す
れ
ば
、
目
的
達
成
を
そ
ぎ
か
ね
な
い
。
こ
れ
を
憲
法
的
に
ど
う
正
当
化
す
る
か
。

修
正
第
四
条
が
安
全
保
障
の
た
め
の
情
報
収
集
活
動
ま
で
は
及
ば
な
い
と
は
、
裁
判
所
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。
キ
ー
ス
は
安
全
保
障

目
的
で
の
国
内
の
電
子
的
監
視
に
は
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
判
断
し
て
い
な
い
。
問
題
は
外
国

に
対
す
る
安
全
保
障
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
同
条
が
適
用
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

キ
ー
ス
の
直
後
、
下
級
審
で
こ
れ
が
問
題
と
な
る
。
一
九
七
三
年
、
第
五
控
訴
裁
判
所
は
、
違
法
な
銃
の
州
際
通
商
に
電
話
盗
聴
を
無
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令
状
で
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
側
が
外
国
諜
報
を
収
集
す
る
目
的
だ
と
主
張
し
た
の
を
う
け
て
、
キ
ー
ス
は
こ
の
点
は
白
紙
に
し

て
い
た
と
し
、「
国
内
の
安
全
保
障
事
案
で
は
許
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
外
国
の
権
力
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
令
状
な
し
の
電

子
的
監
視
は
合
憲
」
と
し
、
そ
の
根
拠
を
憲
法
二
条
の
最
高
司
令
官
条
項
に
求
め
た（（（（
（

。

そ
の
後
も
、
外
国
政
府
に
ア
メ
リ
カ
の
国
防
情
報
の
伝
送
を
教
唆
し
た
事
件
で
、
同
様
に
、
政
府
の
盗
聴
は
連
邦
交
信
法
に
も
修
正
第

四
条
に
も
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た（（（（
（

。
修
正
第
四
条
に
反
し
な
い
こ
と
で
は
、
本
件
盗
聴
が
「
外
国
の
諜
報
情
報
を
収
集
す
る
目
的
で
の
み

実
行
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い
る
」
点
を
強
調
す
る
。
相
当
の
理
由
（probable cause

）
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
刑
事
で
は
犯
罪
の
存
在
を
合

理
的
に
信
じ
る
に
足
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
、
外
務
に
関
す
る
判
断
に
必
要
な
情
報
を
得
る
と
の
重
要
な
政
府
利
益

は
重
く
な
り
、
相
当
の
理
由
は
厳
格
に
は
要
求
さ
れ
な
い
。
大
統
領
の
最
高
司
令
官
と
し
て
の
地
位
を
重
視
す
る（（（（
（

。
第
九
控
訴
裁
判
所
も

こ
の
流
れ
を
踏
襲
し
、「
外
国
の
安
全
保
障
の
盗
聴
は
一
般
的
な
令
状
要
求
に
対
し
て
認
め
ら
れ
た
例
外
で
あ
る
」
と
し
て
い
る（（（（
（

。
そ
う

で
な
い
と
し
た
下
級
審
判
例
も
あ
る
が（（（（
（

、
少
数
で
あ
る
。

安
全
保
障
の
捜
査
と
し
て
例
え
ば
、
空
港
で
の
無
令
状
の
荷
物
検
査
が
あ
る
。
こ
れ
は
修
正
第
四
条
に
違
反
し
な
い
の
か
。
連
邦
運
輸

保
安
局
（T

ransportation Security A
dm

inistration

）
は
民
間
航
空
機
の
乗
客
や
荷
物
を
無
令
状
で
検
査
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
最

高
裁
の
判
断
は
な
い
。
た
だ
し
、
税
関
が
そ
の
職
員
の
麻
薬
検
査
の
た
め
に
無
令
状
で
採
尿
す
る
の
は
刑
事
捜
査
で
は
な
く
、
不
当
な
理

由
で
は
な
い
か
ら
、
修
正
第
四
条
に
反
し
な
い
と
し
た
判
例
で
、
最
高
裁
は
、
捜
索
は
相
当
の
理
由
に
基
づ
く
令
状
に
よ
る
の
が
原
則
と

す
る
一
方
、
修
正
第
四
条
の
侵
害
が
通
常
の
法
執
行
の
必
要
性
を
超
え
て
政
府
の
特
別
の
必
要
に
資
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
具
体
的
な
状
況

に
照
ら
し
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
と
政
府
利
益
と
を
衡
量
し
て
判
断
す
る
と
し（（（（
（

、
空
港
で
の
そ
う
し
た
検
査
は
修
正
第
四
条
で

の
合
理
的
な
捜
索
に
当
た
る
と
下
級
審
は
し
て
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（（（（
（

。
な
お
、
特
別
の
必
要
性
は
後
に
検
討
す
る
。



一
〇
四

キ
ー
ス
は
あ
く
ま
で
国
内
の
電
子
的
監
視
に
は
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
外
国
の
諜
報
に
つ
い
て
は
判
断
し

て
い
な
い
。
Ｆ
Ｄ
Ｒ
以
来
の
慣
行
も
考
え
る
と（（（（
（

、
外
国
諜
報
の
た
め
の
電
子
的
監
視
に
は
同
条
が
及
ば
な
い
と
も
解
さ
れ
、
現
に
下
級
審

で
は
そ
う
解
釈
し
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
展
開
で
、
安
全
保
障
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
、
国
内
と
海
外
と
に
二
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
鮮
明
に
さ
れ
る
。
国
内
で
の
安
全
保
障
目
的
の
電
子
的
監
視
に
修
正
第
四
条
は
適
用
さ
れ
る
か
、
さ
れ
な
い
と
し
て
も

ど
の
よ
う
な
防
御
が
考
え
ら
れ
る
か
（
大
統
領
の
固
有
権
だ
と
し
て
も
そ
れ
は
無
制
限
で
は
な
く
、
救
済
も
含
め
て
憲
法
や
制
定
法
上
の
制
約
が
及

ぶ
の
か
）。

安
全
保
障
の
名
の
下
に
政
府
の
電
子
的
監
視
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
修
正
第
一
条
の
問
題
も
出
て
く
る
。
政
府
へ
の
正
当
な
反
対
活

動
や
政
治
的
そ
の
他
の
目
的
で
の
電
子
交
信
が
政
府
の
監
視
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
れ
ば
、
表
現
の
自
由
の
問
題
と
な
る（（（（
（

。
キ
ー
ス
は
こ

れ
を
意
識
し
て
い
る
。
い
わ
く
、「
安
全
保
障
の
事
案
は
、
通
常
の
刑
事
事
件
で
は
現
れ
て
こ
な
い
修
正
第
一
条
と
第
四
条
の
価
値
の
収

束
が
し
ば
し
ば
映
し
出
さ
れ
る
。
執
行
権
の
捜
査
義
務
は
そ
う
し
た
事
案
で
は
よ
り
強
い
一
方
で
、
そ
れ
は
ま
た
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た

言
論
に
、
よ
り
大
き
な
危
険
が
存
在
す
る
。
歴
史
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
言
論
出
版
の
自
由
へ
の
闘
争
は
捜
索
押
収
の
権
能
の
範

囲
の
問
題
に
絡
ん
で
い
た
。
歴
史
は
ふ
ん
だ
ん
に
、
そ
の
動
機
が
い
か
に
思
慮
深
く
て
善
意
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
政
策
を
強
烈
に
非
難

す
る
人
々
を
疑
い
の
目
で
み
る
政
府
の
傾
向
を
証
明
し
て
い
る
」（

（（（
（

。

キ
ー
ス
は
安
全
保
障
目
的
で
の
連
邦
政
府
の
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
、
議
会
に
手
続
や
権
限
を
明
確
に
す
る
立
法
制
定
へ
の
動
機
づ
け

を
も
た
ら
し
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
（W

atergate
）
事
件
や
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
Ｎ
Ｓ
Ａ
と
い
っ
た
政
府
の
秘
密
の
諜
報

活
動
の
透
明
化
に
向
け
た
政
治
的
な
動
き
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
制
定
に
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
外
国
の
諜
報
だ
け
で
な
く
国
内
で

も
秘
密
裏
に
電
子
的
監
視
が
行
わ
れ
て
い
る
懸
念
も
、
チ
ャ
ー
チ
委
員
会
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
高
ま
っ
て
い
た
。
キ
ー
ス
が
国
内
の



一
〇
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

電
子
的
監
視
に
は
す
べ
か
ら
く
修
正
第
四
条
が
及
ぶ
と
し
た
判
断
は
、
重
い
の
で
あ
る（（（（
（

。

4　

外
国
諜
報
監
視
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
制
定

（
1
）　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
意
義

ア
メ
リ
カ
の
外
国
に
対
す
る
諜
報
活
動
は
建
国
時
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
大
統
領
が
諜
報
機
関
を
設
置
し
諜
報

と
し
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
き
た
。
や
が
て
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
っ
た
諜
報
機
関
は
制
定
法
で
設
置
さ
れ
、
そ
の
活
動
も
法
の
認
容
す

る
と
こ
ろ
と
な
る
。
し
か
し
、
諜
報
活
動
が
制
定
法
で
限
界
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
議
会
の
監
視
も
一
九
七
〇
年
代
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た（（（（
（

。
議
会
の
諜
報
の
統
制
は
、
憲
法
に
規
定
が
な
い
た
め
、
大
統
領
の
権
限
を
侵
す
の
で
は
な
い
か
と
、
憲
法
問
題
に
な
る（（（（
（

。

キ
ー
ス
事
件
の
時
代
、
つ
ま
り
七
〇
年
代
前
半
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
あ
り
、
政
府
の
諜
報
活
動
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
た
。
議
会
は
チ
ャ
ー
チ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
の
諜
報
活
動
を
洗
い
出
し（（（（
（

、
そ

の
事
実
を
把
握
し
て
諜
報
活
動
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
統
制
を
確
保
す
る
た
め
の
改
革
を
検
討
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
諜

報
の
た
め
の
外
国
の
電
子
的
監
視
を
立
法
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
が
一
九
七
八
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
制
定
で
あ
る（（（（
（

。
法
務
省
は
外
国
の
諜

報
を
盗
聴
す
る
の
に
司
法
が
制
約
を
課
す
の
を
ひ
た
す
ら
否
定
し
て
き
た
が
、
最
高
裁
が
安
全
保
障
の
た
め
の
無
令
状
の
盗
聴
を
違
憲
と

解
す
る
余
地
も
あ
っ
た
し
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
執
行
権
へ
の
風
当
た
り
も
強
く
、
信
頼
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
立
法
を
促
し
た（（（（
（

。
議
会
も
大
統
領
も
、
外
国
の
諜
報
監
視
の
分
野
に
は
制
定
法
の
授
権
を
要
し
、
法
の
支
配
が
妥
当
す
る

と
認
識
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
制
定
法
に
よ
る
防
御
や
統
制
も
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る（（（（
（

。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
複
雑
な
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
は
外
国
諜
報
に
関
す
る
電
子
的
監
視
を
遂
行
す
る
の
に
必
要
な
手
続
を
規
定
し



一
〇
六

た
こ
と
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
の
伝
統
的
な
手
法
で
あ
る
諜
報
を
法
的
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
拡
大
す
る
安
全
保
障
の
諜

報
活
動
か
ら
ア
メ
リ
カ
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
目
的
を
有
す
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
制
定
は
、
安
全
保
障
の
諜
報
と
い
う
執
行
権

の
コ
ア
を
立
法
で
規
制
す
る
意
義
が
あ
り
、
そ
こ
に
権
力
分
立
の
問
題
も
生
じ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
大
統
領
に
安
全
保
障
目
的
で
の
無
令
状
の
電
子
的
監
視
を
承
認
す
る
固
有
の
権
限
が
認
め
ら
れ
る
か
の
長
い
議
論
の
果

実
で
あ
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
自
体
を
違
憲
と
す
る
主
張
は
さ
ほ
ど
な
い（（（（
（

。
大
統
領
に
外
国
の
諜
報
の
た
め
に
無
令
状
で
電
子
的
監
視
を
行
う
固

有
の
憲
法
上
の
権
限
が
あ
る
と
し
て
も
、
議
会
に
は
こ
れ
を
支
配
す
る
合
理
的
な
令
状
手
続
を
立
法
化
す
る
こ
と
で
こ
の
権
限
行
使
を
制

限
す
る
権
限
が
あ
る
と
の
理
解
が
背
景
に
あ
る（（（（
（

。

も
っ
と
も
、
議
会
が
執
行
権
の
隠
密
の
電
子
的
監
視
の
統
制
に
万
全
の
シ
ス
テ
ム
を
敷
い
た
か
は
議
論
が
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
（
外
国

諜
報
監
視
裁
判
所
）
を
創
設
し
て
令
状
主
義
を
原
則
と
す
る
な
ど
、
統
制
の
視
点
を
メ
イ
ン
に
据
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
不

透
明
で
、
法
文
も
執
行
権
の
利
に
解
さ
れ
、
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
問
題
な
し
と
ま
で
は
い
え
ま
い
。

（
2
）　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
主
な
内
容
─
統
制
の
観
点
か
ら

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
大
統
領
（
執
行
権
）
が
外
国
の
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
手
続
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
主
に
以
下
の
三
点
で
そ
の

行
使
に
規
制
を
か
け
る
。
第
一
に
、
令
状
の
請
求
に
は
、
対
象
が
「
外
国
の
諜
報
の
情
報
（foreign intelligence inform

ation

）」
で
あ
っ

て
、
そ
う
判
断
す
る
こ
と
に
相
当
な
理
由
（probable cause

）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（50 U

.S.C.§
1801

（e

））。
外
国
の
諜

報
情
報
と
は
、
外
国
権
力
あ
る
い
は
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る
、
A
現
実
あ
る
い
は
潜
在
的
な
攻
撃
そ
の
他
重
篤
な
敵
対
行
為
、
B
破

壊
工
作
あ
る
い
は
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
C
諜
報
サ
ー
ビ
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
極
秘
の
諜
報
活
動
、
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
や
外



一
〇
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

交
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
B
に
は
二
〇
〇
八
年
の
改
正
で
「
大
量
破
壊
兵
器
の
国
際
的
拡
散
」
が
付
加
さ
れ
た
。
法
務
長
官
は
、
相

当
の
理
由
を
示
し
て
、
こ
う
し
た
外
国
諜
報
情
報
収
集
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
に
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（§

1804

（a

）

（7

））。第
二
に
、「
電
子
的
監
視
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
外
国
権
力
か
、
も
し
く
は
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
あ
る
と
き
の
み
、
令
状
は
認
め
ら

れ
る
（§

1804

（a
）（7
））。
外
国
権
力
と
は
、
⑴
ア
メ
リ
カ
が
承
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
の
政
府
も
し
く
は
そ
の
部

分
、
⑵
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
人
で
構
成
さ
れ
て
い
な
い
外
国
の
分
派
、
⑶
外
国
政
府
が
公
に
認
知
し
て
い
る
実
体
で
、
そ
う
し
た
政
府
が

指
揮
統
制
し
て
い
る
、
⑷
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
そ
の
準
備
活
動
に
従
事
し
て
い
る
集
団
、
⑸
実
質
的
に
ア
メ
リ
カ
人
で
構
成
さ
れ

て
い
な
い
外
国
に
基
盤
を
お
く
政
治
組
織
、
⑹
外
国
政
府
が
指
揮
統
制
す
る
実
体
、
で
あ
る
（§

1801

（a

））。
外
国
権
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
は
、
非
ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ
っ
て
、
A
上
記
の
⑷
で
定
義
さ
れ
た
外
国
権
力
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
も
し
く
は
外
国
権
力
の
官
吏
ま

た
は
被
傭
者
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
活
動
し
て
お
り
、
B
ア
メ
リ
カ
の
利
害
に
反
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
極
秘
の
諜
報
活
動
に
外
国
権

力
の
た
め
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
者
が
ア
メ
リ
カ
に
い
る
こ
と
が
そ
う
し
た
活
動
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
も
し

く
は
そ
う
し
た
者
が
故
意
に
そ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
い
る
、
ま
た
は
教
唆
し
て
い
る
と
き
、
と
定
義
さ
れ
る
（§

1801

（b

）（1

））（
（（（
（

。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
認
め
る
捜
査
手
法
に
は
、
⑴
電
子
的
監
視
（50 U

.S.C.§
1803

（a

））、
⑵
身
体
検
査
（§

1822

（c

））、
⑶pen register 

and trap

（
電
話
利
用
状
況
記
録
）（§

1842

（a

）（1

））、
⑷
有
体
物
（tangible things

）
作
成
強
制
命
令
の
使
用
（§

1861

（b

）（1

））
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
法
で
、
外
国
に
い
る
と
合
理
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
非
ア
メ
リ
カ
人
や
ア
メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
外
国
諜
報
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（（（（
（

。

第
三
に
、
許
さ
れ
る
電
子
的
監
視
の
手
法
は
、
以
下
の
よ
う
に
限
定
し
て
い
る
（§

1801

（f

））。
す
な
わ
ち
、
⑴
ア
メ
リ
カ
国
内
に
い



一
〇
八

る
特
定
の
ア
メ
リ
カ
人
に
向
け
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
受
信
さ
れ
た
有
線
無
線
交
信
を
含
む
有
線
無
線
交
信
監
視
装
置
を
含
む
電
気
的
、
機

械
的
、
そ
の
他
監
視
装
置
に
よ
る
取
得
で
、
内
容
が
、
意
図
的
に
当
該
ア
メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
、

人
が
合
理
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
も
ち
、
法
執
行
の
た
め
に
は
令
状
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
下
に
あ
る
場
合
、
⑵
ア
メ
リ
カ
国
内

に
い
る
人
へ
、
も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
、
有
線
無
線
交
信
を
含
む
有
線
無
線
交
信
監
視
装
置
を
含
む
電
気
的
、
機
械
的
、
そ
の
他

監
視
装
置
に
よ
る
取
得
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
行
わ
れ
、
い
か
な
る
当
事
者
の
同
意
も
得
て
い
な
い
場
合
、
⑶
ア
メ
リ
カ
国
内
に
い
る
特

定
の
ア
メ
リ
カ
人
に
向
け
ら
れ
た
、
も
し
く
は
受
信
さ
れ
た
、
有
線
無
線
交
信
を
含
む
有
線
無
線
交
信
監
視
装
置
を
含
む
電
気
的
、
機
械

的
、
そ
の
他
の
監
視
装
置
に
よ
る
意
図
的
な
取
得
で
、
内
容
が
意
図
的
に
当
該
ア
メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得

さ
れ
、
人
が
合
理
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
も
ち
、
法
執
行
の
た
め
に
は
令
状
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
下
に
あ
り
、
送
信
者
も
意
図

さ
れ
た
す
べ
て
の
受
信
者
も
合
衆
国
内
に
い
る
場
合
、
⑷
ア
メ
リ
カ
国
内
で
情
報
を
得
る
監
視
の
た
め
の
、
有
線
無
線
交
信
以
外
か
ら
の

電
気
的
、
機
械
的
、
そ
の
他
監
視
装
置
の
使
用
あ
る
い
は
設
置
で
、
人
が
合
理
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
も
ち
、
法
執
行
の
た
め
に

は
令
状
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
下
に
あ
る
場
合
、
で
あ
る
。
こ
の
定
義
で
法
執
行
、
つ
ま
り
刑
事
司
法
の
た
め
の
証
拠
収
集
た
る
監
視
で

は
別
の
令
状
を
要
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
法
執
行
と
諜
報
の
間
に
「
壁
」
を
作
っ
て
い
る
点
に
留
意
し
た
い
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
安
全
保
障
目
的
の
電
子
的
監
視
に
お
い
て
、
諜
報
機
関
に
二
つ
の
手
段
を
認
め
た
。
第
一
に
、
法
務
長
官
は
、
当
該
監
視

が
「
外
国
権
力
」
間
で
の
み
の
交
信
に
向
け
ら
れ
、「
ア
メ
リ
カ
市
民
」
の
交
信
を
取
得
す
る
意
図
が
な
く
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
と
確

信
し
た
と
き
、
一
年
以
内
の
監
視
を
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（（
（

。
第
二
に
、
そ
れ
以
外
の
電
子
的
監
視
で
、
法
務
長
官
が
電
子
的
監
視
あ

る
い
は
物
理
的
捜
索
の
対
象
と
な
る
施
設
や
財
産
が
外
国
権
力
の
た
め
に
の
み
使
用
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
交
信
を
取
得
す
る
実
質
的

可
能
性
が
な
い
法
定
の
情
報
で
あ
る
と
の
確
証
を
提
示
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
に
申
請
し
、
そ
の
命
令
を
以
て
行
う
電
子
的
監
視
で
あ
る（（（（
（

。



一
〇
九

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

後
者
の
手
続
が
原
則
で
、
前
者
は
例
外
的
で
あ
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
令
状
が
原
則
と
し
て
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
へ
の
申
請
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
ま
た
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
署
名
し
た
宣
誓
供
述
書
（affi

davit

）
の
入
っ
た
法
務
省
司
法

官
（m

agistrate

）
署
名
の
申
請
書
と
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
の
よ
う
な
最
高
幹
部
の
署
名
し
た
確
証
書
の
二
点
を
要
す
る（（（（
（

。
こ
れ
ら
で
、
電
子

的
監
視
の
対
象
と
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
特
定
と
、
そ
れ
が
外
国
権
力
あ
る
い
は
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
と
の
相
当
の
理
由
を
確
証
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
が
同
じ
「
相
当
の
理
由
」
と
す
る
も
、
そ
れ
が
、
当
該
個
人
が
特
定
の
犯

罪
を
犯
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
犯
し
た
と
信
じ
る
に
足
る
の
に
相
当
で
あ
る
理
由
で
あ
り
、
そ
の
特
定
の
犯
罪
に
特
定
の
交
信
が
取
得
さ

れ
、そ
れ
が
関
連
し
て
い
る
と
信
じ
る
に
足
る
相
当
な
理
由
と
し
て
い
る
点
で
（18 U

.S.C.§
2518

）、Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
方
は
緩
や
か
と
い
え
る
。

ま
た
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
は
交
信
を
特
定
さ
せ
て
限
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
外
国
か
ら
の
攻
撃
あ
る
い
は
テ
ロ
、
秘

密
裏
の
諜
報
活
動
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
守
る
の
に
必
要
な
「
外
国
諜
報
情
報
（foreign intelligence inform

ation

）」
と
広
く
括
っ
て
い
る
（50 

U
.S.C. §

1801

（e

））。

概
し
て
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
比
べ
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
政
府
側
に
緩
や
か
な
規
制
と
な
っ
て
い
る
。
電
信
傍
受
の
期
間
で
は
、

タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
は
三
〇
日
間
に
限
定
し
、
延
長
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
さ
ら
に
三
〇
日
間
を
限
度
と
し
て
認
め
ら
れ
る
（18 U

.S.C. 

§
2518

）。
ま
た
、
傍
受
（interception

）
終
了
か
ら
九
〇
日
以
内
に
傍
受
さ
れ
た
者
に
そ
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
傍
受
の

期
間
を
九
〇
日
か
ら
一
二
〇
日
と
し
、
一
年
間
ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（50 U

.S.C.§
1805

（e

））。
傍
受
の
名
宛
人
に
通
知
す
る

こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
同
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
電
子
的
監
視
は
認
め
ら
れ
（50 U

.S.C. 

§
1804

（a

）（3

））、
法
務
長
官
に
緊
急
命
令
を
認
め
て
い
る
（§

1805

）。
電
子
的
監
視
で
は
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
よ
り
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
方
が
執

行
権
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
た
め
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
そ
の
八
五
％
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
と
も
い
わ
れ
る（（（（
（

。



一
一
〇

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
法
文
上
は
、
警
察
機
関
が
外
国
の
諜
報
目
的
で
の
情
報
と
区
別
す
る
た
め
の
明
確
な
線
引
き
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
制

定
時
は
電
子
的
監
視
は
と
も
か
く
、
防
諜
で
の
使
用
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
執
行
権
は
、blackbag jobs

（
諜
報
の
情
報
入
手
の
た
め
の

不
法
侵
入
）
と
い
わ
れ
る
物
理
的
な
捜
索
は
固
有
の
権
限
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
一
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
が
立
法
に
こ

れ
を
授
権
す
る
規
定
が
な
い
と
判
示
し
た
の
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
改
正
し
て
身
体
検
査
を
認
め
た（（（（
（

。
そ
れ
は
、「
合
衆
国
内
で
、
情
報
、
資
料
、

あ
る
い
は
財
物
の
押
収
、
再
生
、
探
知
、
あ
る
い
は
変
更
を
惹
起
す
る
の
を
意
図
し
た
不
動
産
あ
る
い
は
財
物
（
技
術
的
な
意
味
で
の
屋
内

の
財
物
の
検
証
を
含
む
）
へ
の
物
理
的
な
侵
害
（physical invasion

）
で
あ
っ
て
、
人
が
合
理
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
も
ち
、
法
執

行
目
的
で
は
令
状
が
要
求
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
場
合
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
定
義
す
る
電
子
的
監
視
や
他
の
法
に
よ
る
合
衆

国
政
府
の
外
国
諜
報
情
報
の
取
得
を
含
ま
な
い
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
政
府
が
ビ
ジ
ネ
ス
記
録
の
提
出
を
強
制
で
き
る
の
は
、
も
と
も
と
、
外
国
の
諜
報
も
し
く
は
国
際
テ
ロ
の
捜
査
に
必

要
と
さ
れ
る
四
つ
の
タ
イ
プ
の
事
業
者
、
す
な
わ
ち
、
一
般
通
信
事
業
者
（com

m
on carriers

）、
公
共
施
設
（public accom

m
odation 

facilities

）、
倉
庫
（storage facilities

）、
自
動
車
レ
ン
タ
ル
（vehicle rental facilities

）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
愛
国
者
法
（U

SA
 

PA
T

O
RIA

T
 A

ct

）
二
一
五
条
に
よ
っ
て
対
象
が
広
げ
ら
れ
て
「
知
覚
で
き
る
も
の
（any tangible thing

）」
と
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
の

同
法
の
さ
ら
な
る
改
正
で
は
、
求
め
ら
れ
た
知
覚
で
き
る
も
の
が
授
権
さ
れ
た
捜
査
に
関
連
す
る
（relevant

）
と
信
じ
る
に
合
理
的
な
理

由
が
あ
る
こ
と
を
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
示
せ
ば
よ
い
と
し
た（（（（
（

。「
合
理
的
」
と
か
「
関
連
性
」
と
か
に
は
明
確
な
定
義
が
な
い
け
れ
ど
も
、
相
当
な

理
由
（probable cause

）
よ
り
も
緩
や
か
要
件
で
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
外
国
政
府
あ
る
い
は
そ
の
機
関
と
交
信
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
外
国
人
の
電
子
的
監
視
を
認
め
た
。

合
衆
国
外
で
の
交
信
は
完
全
に
除
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
最
小
限
化
手
続
（m

inim
ization procedures

）」
を
満
た



一
一
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

し
（
（（（
（

、
か
つ
監
視
の
目
的
が
外
国
の
諜
報
情
報
の
獲
得
で
あ
り
、
他
の
捜
査
手
法
で
は
合
理
的
に
獲
得
で
き
な
い
情
報
で
あ
る
の
が
明
ら
か

に
誤
り
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
る（（（（
（

。
令
状
を
求
め
る
司
法
長
官
は
、
外
国
の
諜
報
情
報
を
流
布
さ
せ
取
得
し
加
工
す
る
必
要
に
応
じ
て
、

同
意
を
得
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
人
に
関
す
る
公
情
報
の
取
得
と
留
保
を
最
小
限
に
し
、
流
布
を
禁
じ
る
特
定
の
監
視
の
技
術
と
目
的
に
照

ら
し
て
、
合
理
的
に
企
図
さ
れ
た
特
別
の
手
続
（special procedures

）
を
策
定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
市
民

が
同
定
さ
れ
て
流
布
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

（
3
）　

電
子
的
監
視
の
司
法
的
統
制

諜
報
活
動
の
統
制
の
た
め
に
、
こ
れ
を
許
可
す
る
司
法
的
機
関
と
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
を
置
い
た（（（（
（

。
制
定
当
初
、
最
高
裁
長
官
に
よ
っ

て
任
じ
ら
れ
る
七
人
の
司
法
判
事
で
構
成
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
の
い
わ
ゆ
る
愛
国
者
法
で
一
一
人
に
増
員
さ
れ
、
う
ち
三
人
は
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
か
ら
二
〇
マ
イ
ル
以
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
任
期
は
七
年
で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
控
訴
裁
判
所
（Foreign 

Intelligence Surveillance Court of Review

（FISCR
））
も
置
か
れ
、
最
高
裁
長
官
が
任
じ
る
三
人
の
判
事
で
構
成
さ
れ
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

ｔ
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
や
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
請
求
を
ほ
ぼ
認
め
る
ゴ
ム
印
と
化
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
審
理
は
秘
密
で
政
府
関
係
者
の

み
が
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
統
制
の
実
と
い
う
点
で
は
疑
問
も
あ
ろ
う（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

一
九
七
九
年
以
来
こ
れ
ま
で
（
二
〇
一
三
年
）
に
、
約
三
四
〇
〇
〇
の
外
国
諜
報
監
視
の
た
め
の
国
内
の
電
子
的
監
視
、
物
理
的
捜
索
、

両
者
の
結
合
に
つ
い
て
の
令
状
申
請
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
に
な
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
そ
の
詳
細
は
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
、
立
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領
期
で
五
一
八
件
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
期
で
四
二
九
四
件
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
（
息
子
の
方
は
ブ
ッ
シ
ュ

43
と
記
す
）
期
で
二
二
一
八
件
で
、
こ
の
間
に
は
一
件
の
否
認
も
な
い
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
は
一
件
の
否
認
を
含
む
六
〇
五
七
件
、



一
一
二

ブ
ッ
シ
ュ
43
大
統
領
で
は
一
四
三
五
三
件
（
九
件
の
否
認
）、
オ
バ
マ
大
統
領
（
二
〇
一
二
年
ま
で
）
で
は
六
五
五
六
件
（
一
件
の
否
認
）
で
あ

る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
定
か
ら
二
三
年
間
は
約
一
四
〇
〇
〇
件
で
年
平
均
六
〇
〇
件
で
あ
っ
た
の
が
、
九
・
一
一
以
降
、
年
平
均
が
約
三
倍
の

一
七
〇
〇
件
に
増
加
し
て
い
る
。

制
定
当
初
、
司
法
裁
判
所
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
電
子
的
監
視
を
厳
格
に
解
し
、
そ
の
「
主
た
る
目
的
（prim

ary purpose

）」
が
外
国
諜
報
情

報
の
獲
得
で
は
な
く
刑
事
訴
追
で
あ
る
な
ら
ば
、
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た（（（（
（

。
電
子
的
監
視
に
は
、
刑
事
司
法
と
安
全
保
障
の
諜
報
の
壁
が

厳
格
に
意
識
さ
れ
た
。
し
か
し
、九
・
一
一
後
の
愛
国
者
法
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
改
正
さ
れ
、「
そ
の
目
的（the purpose

）」で
は
な
く「
相

当
な
目
的
（significant purpose
）」
が
外
国
諜
報
情
報
の
獲
得
に
あ
れ
ば
、
電
子
的
監
視
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た（（（（
（

。
ま
た
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
監
視
を
す
る
と
き
に
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
刑
事
部
（Crim

inal D
ivision

）
に
相
談
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た（（（（
（

。
た
だ
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
対
象
と
な
る
諜
報
情
報
は
ス
パ
イ
や
組
織
犯
罪
な
ど
、
刑
事
事
犯
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い（（（（
（

。

こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
は
修
正
第
四
条
に
違
反
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（In re Sealed Case

）（
（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
上
の
命
令
は
中
立
の
分

離
さ
れ
た
司
法
官
憲
（neutral and detached m

agistrate

）
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
令
状
に
類
し
、
監
視
の
期
間
や
対
象
と
さ
れ
る
情
報
も

限
定
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
く
監
視
は
合
理
的
で
あ
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
や
ス
パ
イ
の
脅
威
か
ら
国
家
を
保
護
す
る
と
い
う
、
法

執
行
の
通
常
の
必
要
性
を
凌
駕
す
る
政
府
の
「
特
別
の
必
要
（special needs

）」
の
利
益
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
は
適
切
に
衡

量
さ
れ
て
い
る
と
し
た（（（（
（

。

In re Sealed Case

で
は
、
愛
国
者
法
に
よ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
改
正
が
是
認
さ
れ
た
。
本
件
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
が
監
視
命
令
に
条
件
を

付
け
た
こ
と
で
政
府
が
そ
の
控
訴
裁
判
所
た
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
に
控
訴
し
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
刑
事
司
法
と
外
国
諜
報
の
監
視
の

間
に
壁
が
設
け
ら
れ
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
は
、
一
九
七
八
年
制
定
時
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
は
、
政
府
の
集
め
る
諜
報
情
報
は
刑
事
訴
追
に
一
切



一
一
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

使
用
さ
れ
な
い
と
す
る
排
除
の
意
図
は
な
い
と
解
釈
し
た（（（（
（

。

最
高
裁
は
、
修
正
第
四
条
の
安
全
保
障
情
報
の
収
集
へ
の
射
程
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。
現
実
に
は
、
安
全
保
障
の
情
報
収
集
や
諜
報

は
同
条
の
蚊
帳
の
外
で
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
ル
ー
ル
を
設
け
た
の
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
あ
り
、
以
後
諜
報
は
同
法
で
論
じ
ら
れ
る

お
膳
だ
て
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
規
定
し
な
い
国
内
の
諜
報
に
つ
い
て
は
、
法
的
問
題
が
残
っ
た
。

議
会
制
定
法
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
り
、
安
全
保
障
上
の
捜
査
に
執
行
権
の
権
限
と
手
続
が
明
確
に
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て
、

外
国
の
諜
報
監
視
に
お
け
る
大
統
領
の
憲
法
上
の
専
権
性
と
の
緊
張
関
係
は
続
く
。
条
文
と
運
用
と
制
憲
者
意
思
、
そ
し
て
判
例
（
司
法

権
は
、
修
正
第
四
条
は
安
全
保
障
上
の
外
国
の
諜
報
監
視
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
）
か
ら
、
大
統
領
の
固
有
の
諜
報
権
限
が
認
め
ら
れ
、

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
だ
ま
し
（fraud

）
で
違
憲
だ
と
の
主
張
も
あ
る（（（（
（

。

こ
う
し
た
司
法
的
な
統
制
に
加
え
て
議
会
に
よ
る
監
視
も
制
度
化
し
て
い
る
（50 U

.S.C.§
1881f

）。
最
低
で
も
半
年
に
一
回
は
、
法
務

長
官
は
両
院
の
安
全
保
障
諜
報
司
法
委
員
会
の
ル
ー
ル
や
議
会
規
則
に
従
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
執
行
に
関
し
て
同
委
員
会
に
十
分
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ａ
項
）。
そ
の
中
身
は§

1881a

、§
1881b

、§
1881c

の
各
条
に
関
す
る
事
項
と
法
定
さ
れ
て
い
る
（
ｂ
項
）。

（
4
）　

刑
事
司
法
捜
査
と
安
全
保
障
上
の
捜
査
と
の
「
壁
」

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
無
令
状
を
含
む
、
外
国
の
諜
報
の
た
め
の
電
子
的
監
視
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
正
第
四
条
の
関
心
か
ら
重
要
な

の
は
、
そ
れ
が
法
執
行
、
つ
ま
り
刑
事
司
法
捜
査
と
は
厳
格
に
一
線
を
画
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
壁
と
呼

ば
れ
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
も
い
え
る（（（（
（

。
最
高
裁
は
、
証
拠
と
す
る
た
め
に
無
令
状
で
私
的
書
簡
な
ど
を
押
収
し
た
こ

と
は
、
修
正
第
四
条
に
反
す
る
と
し
て
本
人
に
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
、
同
条
違
反
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
て
い
る（（（（
（

。
同
条
は
違
反



一
一
四

の
効
果
は
規
定
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
裁
判
所
は
排
除
法
則
（exclusionary rule

）
を
読
み
込
ん
で
い
る
。
判
例
は
刑
事
捜
査
と
安
全

保
障
目
的
の
情
報
収
集
を
区
別
し
て
お
り
、
後
者
は
前
者
ほ
ど
厳
格
な
手
続
を
要
し
な
い
と
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、電
子
的
監
視
に
は
そ
の「
主
要
目
的（prim

ary purpose

）」が
諜
報
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
た（
後
に
愛
国
者
法
に
よ
り「
相

当
な
目
的
」
に
緩
和
）。
こ
れ
は
ト
ゥ
ル
ー
オ
ン
が
確
認
し
て
い
る
よ
う
に（（（（
（

、
刑
事
と
安
全
保
障
の
捜
査
を
厳
格
に
区
別
し
、
刑
事
が
主
要

な
目
的
と
な
れ
ば
令
状
が
不
可
欠
に
な
る
と
の
法
理
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
執
行
機
関
を
持
た
な
い
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
異
な
り
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は

安
全
保
障
の
諜
報
と
法
執
行
の
司
法
警
察
権
の
両
方
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
。
内
部
で
は
部
署
は
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
安
全
保
障
の

諜
報
対
象
は
刑
事
事
犯
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
相
互
で
情
報
交
換
等
を
行
え
ば
安
全
保
障
上
の
危
険
事
犯
を
防
ぐ
こ
と
に
な
ろ
う
。
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の
対
象
と
な
る
外
国
権
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等
が
同
時
に
テ
ロ
犯
罪
な
ど
の
刑
事
事
犯
の
容
疑
者
で
あ
る
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
安
全
保
障
目
的
の
捜
査
手
法
は
刑
事
司
法
の
そ
れ
に
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
あ
る
い
は
法

務
省
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
壁
と
称
し
て
、
法
執
行
と
安
全
保
障
捜
査
部
門
と
の
情
報
や
意
見
の
交
換
が
制
限
さ
れ
る
と
し
て
き
た（（（（
（

。

一
九
九
五
年
七
月
一
九
日
、
時
の
法
務
長
官J

Ｊ

・

リ

ノ

anetReno

の
出
し
た
メ
モ
「
外
国
諜
報
及
び
外
国
防
諜
の
捜
査
に
関
す
る
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と

刑
事
部
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
手
続
」（W

all M
em

o

）
は
、
法
務
省
内
の
刑
事
司
法
と
諜
報
や
防
諜
の
職
務
が
適
切
に
調
整
さ
れ
る
の
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る（（（（
（

。
た
だ
、
こ
の
メ
モ
で
も
交
流
を
断
絶
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
適
切
な
調
整
、
つ
ま
り
ル
ー
ル
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
外
国
の
諜
報
や
防
諜
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
部
局
が
電
子
的
監
視
や
身
体
検
査
を
行
う
と
き
、
そ
れ
が
事
実
や

状
況
か
ら
し
て
重
要
な
連
邦
犯
罪
が
犯
さ
れ
た
と
合
理
的
に
判
断
で
き
る
な
ら
ば
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
諜
報
政
策
審
査
局
（O

ffi
ce of Intelligence 

and Policy Review
 

（O
IPR

））
は
刑
事
部
（Crim

inal D
ivision

）
に
知
ら
せ
、
刑
事
部
が
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
実
質
的
に
相
談
す
る
前
に
Ｏ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

に
通
知
す
る
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
と
刑
事
部
の
承
認
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
捜
査
に
は
法
務
長
官
官
房
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
は
な



一
一
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

ら
な
い
。
法
務
省
は
ト
ゥ
ル
ー
オ
ン
の
主
要
目
的
テ
ス
ト
を
核
と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
壁
の
根
源
で
あ
る（（（（
（

。

壁
は（（（（
（

、
九
・
一
一
を
う
け
て
制
定
さ
れ
た
愛
国
者
法
前
後
で
変
容
す
る
。
法
務
省
は
九
・
一
一
後
ま
も
な
く
、
諜
報
と
法
執
行
の
よ

り
大
き
な
調
整
を
可
能
に
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
改
正
を
議
会
に
提
案
し
て
お
り
、
そ
れ
で
「
主
要
目
的
」
が
「
相
当
な
目
的
（significant 

purpose

）」
に
改
正
さ
れ
た
（
愛
国
者
法
二
一
八
条
）。
二
〇
〇
二
年
に
は
法
務
長
官A

ア
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト

shcroft

は
、
外
国
の
脅
威
か
ら
安
全
を
保
障
す
る

必
要
性
は
、「
十
分
か
つ
自
由
な
交
換
」
を
や
む
を
得
な
い
も
の
に
し
て
い
る
と
し
て
、
諜
報
と
法
執
行
の
間
で
の
完
全
な
情
報
と
助
言

の
交
換
を
可
能
に
す
る
手
続
を
示
し
て
、W

all M
em

o

に
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
愛
国
者
法
は
、
電
子
的
監
視
お
よ
び
身
体
検
査
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
令
状
を
執
行
す
る
連
邦
官
吏
は
、
外
国
権
力
も
し
く
は
そ
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
、
⑴
現
実
あ
る
い
は
潜
在
的
な
攻
撃
ま
た
は
そ
の
他
の
重
篤
な
敵
対
行
為
、
⑵
破
壊
行
為
ま
た
は
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
、

⑶
秘
密
裏
の
諜
報
活
動
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
の
捜
査
あ
る
い
は
防
御
の
た
め
に
、
連
邦
法
執
行
官
吏
と
相
談
で
き
る
と
し
た（（（（
（

。

二
〇
〇
二
年
のIn re Sealed Case

で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
は
、
そ
う
し
た
調
整
が
法
執
行
に
捜
査
の
裁
量
を
認
め
こ
れ
を
統
制
す
る
こ
と

に
な
る
と
し
て
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
法
執
行
と
諜
報
の
間
の
完
全
な
調
整
を
意
図
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
二
〇
〇
二
年
の
手
続
を
認
め

て
い
る（（（（
（

。
た
だ
し
、「
相
当
な
目
的
」
の
制
約
が
か
か
り
、
そ
れ
は
法
執
行
で
な
い
相
当
な
目
的
が
あ
る
限
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
テ
ロ
事

犯
に
も
主
要
な
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（（（（
（

。
か
く
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
も
刑
事
訴
追
の
証
拠
収
集
が
限
定
的
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
う
し
た
刑
事
事
犯
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
事
犯
に
は
「
外
国
諜
報
犯
罪
（foreign 

intelligence crim
e

）」
と
「
通
常
犯
罪
（ordinary crim

e

）」
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
（（（
（

。壁
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
く
監
視
を
包
括
的
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
執
行
、
司
法
警
察
権
と
の
内
部
組
織
的
調
整
を
要
す
る
と



一
一
六

い
う
こ
と
で
あ
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
捜
査
の
対
象
や
方
法
が
特
段
、
壁
に
よ
っ
て
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
壁
の
あ
る
こ
と
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
人
権
保
障
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い（（（（
（

。
壁
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
次
元
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
た
議
論
は
さ

ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
壁
の
是
非
は
立
法
政
策
上
の
問
題
と
い
え
よ
う（（（（
（

。
た
だ
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
と
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
両

方
が
選
択
可
能
で
あ
る
と
き
、
イ
ー
ジ
ー
な
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
令
状
に
訴
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
人
権
保
障
の
観
点
か
ら
問
題
と
さ
れ
る（（（（
（

。

現
行
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
他
の
機
関
や
連
邦
官
吏
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
い
て
収
集
さ
れ
た
情
報
を
名
宛
人
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
使

用
す
る
の
を
認
め
て
い
る
（§

1806

（a

））。
た
だ
し
、m

inim
ization procedure

（
最
小
限
化
手
続
）
に
適
合
し
て
い
る
限
り
で
あ
る
。 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
収
集
さ
れ
た
情
報
は
、
あ
ら
か
じ
め
法
務
長
官
が
刑
事
訴
追
目
的
で
の
使
用
を
許
可
し
て
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
こ
と
が
宣
言

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
法
執
行
目
的
で
の
開
示
は
さ
れ
な
い
（§

1801

（b

））。

も
っ
と
も
、
連
邦
の
職
員
は
、
安
全
保
障
目
的
で
収
集
さ
れ
た
情
報
を
、
特
段
の
法
律
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
公
務
の
執
行
に

必
要
な
限
り
で
、
そ
う
し
た
情
報
を
無
許
可
で
開
示
す
る
の
を
制
約
さ
れ
る
条
件
で
使
用
で
き
る
（50 U

.S.C.§
403

─5d

）。
愛
国
者
法
で

追
加
さ
れ
た§

1806

（k

）
は
、
外
国
の
諜
報
の
情
報
を
得
る
た
め
に
電
子
的
監
視
を
行
う
連
邦
官
吏
は
、
法
執
行
官
吏
に
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
法
執
行
と
諜
報
の
壁
は
さ
り
げ
な
く
取
り
払
わ
れ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。

四　

安
全
保
障
捜
査
の
電
子
的
監
視
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
─
修
正
第
四
条
の
守
備
範
囲
と
権
力
分
立

１　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
─
空
間
の
限
定

最
高
裁
は
、
警
察
がpen–register and trap

（
誰
に
電
話
を
掛
け
た
か
の
記
録
）
や
通
話
記
録
（
誰
か
ら
電
話
を
受
け
た
か
）
を
使
っ
て



一
一
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

獲
得
し
た
証
拠
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
（S

ス
ミ
ス

m
ith

判
決
）（

（（（
（

。
ボ
ル
チ
モ
ア
警
察
は
窃

盗
犯
の
捜
査
に
無
令
状
で
電
話
会
社
に
設
置
さ
せ
たpen–register

で
、
被
告
人
の
通
話
記
録
を
収
集
し
て
い
た
。
こ
れ
が
修
正
第
四

条
に
反
さ
な
い
か
が
、
問
題
と
な
っ
た
。
電
話
の
契
約
者
は
電
話
会
社
に
自
分
の
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
た
番
号
を
伝
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
電

話
番
号
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
主
観
的
な
期
待
は
存
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
自
発
的
に
第
三
者
に
引
き
渡
し
た
情
報
に
正
当
な
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
期
待
（legitim

ate expectation of privacy

）
な
ど
も
た
な
い
と
し
た
の
で
あ
る（（（（
（

。pen–register

は
電
話
の
会
話
の
中
身
で
は
な

く
、
電
話
番
号
の
記
録
の
装
置
に
止
ま
り
、
番
号
自
体
は
自
発
的
に
契
約
者
が
電
話
会
社
に
伝
送
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
電
話
会

社
の
保
有
す
る
情
報
と
な
る
。
こ
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
個
人
は
第
三
者
と
情
報
を
共
有
す
る
場
合
、
も
し
く
は
第
三
者
と
の
取
引
な
い

し
交
信
の
一
部
と
し
て
情
報
が
流
通
す
る
場
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
失
う
と
す
る
ル
ー
ル
は
、
第
三
者
の
法
理
（third-party 

doctrine

）
と
い
う
判
例
法
理
を
形
成
し
て
い
る（（（（
（

。

電
話
番
号
等
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
す
る
た
め
に
、
電
信
記
録
追
跡
装
置
法
（Pen Register and T

rap and T
race D

evices 

Statutes

）
を
議
会
は
制
定
し
て
い
る（（（（
（

。
電
話
番
号
は
憲
法
上
は
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、こ
れ
を
立
法
で
保
護
し
た
。

一
九
七
四
年
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
法
を
制
定
し
、
自
己
に
関
す
る
政
府
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
の
確
認
や
訂
正
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。

社
会
が
合
理
的
と
認
識
し
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
を
本
人
が
持
っ
た
か
ど
う
か
の
カ
ッ
ツ
の
テ
ス
ト
は
、
踏
襲
さ
れ
る
。
最
高

裁
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
自
宅
で
栽
培
し
て
い
る
と
し
て
、
被
告
人
宅
に
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
（
温
度
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
栽
培

し
て
い
る
証
拠
と
な
る
）
を
無
令
状
で
仕
掛
け
た
こ
と
が
、
修
正
第
四
条
に
反
す
る
と
し
た
（K

カ
イ
ロ

yllo

事
件
）（

（（（
（

。
家
の
中
の
熱
の
相
対
量
を
は

か
る
た
め
に
公
道
か
ら
私
人
宅
に
向
け
た
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
は
、
同
条
の
捜
索
（search

）
に
当
た
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ッ
ツ
の
テ

ス
ト
に
は
、
法
廷
意
見
を
書
い
たS

ス
カ
リ
ア

calia

判
事
も
主
観
的
に
予
見
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
プ
ラ



一
一
八

イ
バ
シ
ー
に
は
最
低
限
の
期
待
は
あ
っ
て
、
何
が
合
理
的
か
に
も
合
意
が
あ
り
、
そ
れ
は
家
の
中
や
カ
バ
ー
の
か
け
ら
れ
た
家
具
や
自
動

車
や
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
そ
う
で
、
本
件
は
ま
さ
に
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
し
た（（（（
（

。

も
っ
と
も
、
家
の
外
部
に
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
を
取
り
付
け
て
温
度
の
上
昇
を
観
察
す
る
の
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
ト
レ
ス
パ
ス
に
は
当

た
ら
な
い
し
、
ま
た
会
話
を
聞
く
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
な
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。
ま
た
、
家
の
温
度
は
常
識
的

に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
認
識
で
き
る
も
の
な
の
か
も
微
妙
で
あ
る
。
政
府
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
家
か
ら
出
る
熱
だ
け
を
観
取
す
る
の
だ

か
ら
、
盗
聴
の
よ
う
に
む
き
出
し
の
、
ま
さ
に
無
許
可
で
私
宅
に
土
足
で
入
る
の
と
は
わ
け
が
ち
が
う
。
反
対
意
見
（S

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス

tevens

判
事
）
は

off the w
all

（
壁
か
ら
離
れ
て
い
る
）
とthrough the w

all

（
壁
を
通
し
て
い
る
）
の
区
別
の
憲
法
的
意
義
を
強
調
す
る（（（（
（

。
後
者
で
は
私
的

空
間
に
観
察
者
は
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
が
、
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
考
え
を
導
き
出
す
か
は
公
的
空
間
と
み
る
。
本
件
はoff the w

all

で
あ
り
、
観
察
者
は
家
の
外
に
あ
る
の
で
あ
る
。
多
数
意
見
は
こ
れ
を
取
ら
ず
、
い
わ
ば
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
に
、
修
正
第
四
条
は
「
家
の

入
口
に
強
固
な
線
」
を
引
い
た
の
だ
と
す
る
。

最
高
裁
は
、
一
〇
日
間
と
許
可
し
た
令
状
で
、
一
一
日
目
に
麻
薬
売
人
の
容
疑
者
の
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（Global Positioning System

）
を

二
八
日
間
取
り
付
け
た
の
は
、
修
正
第
四
条
に
違
反
す
る
と
判
示
し
て
い
る
（J

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ones

事
件
）（

（（（
（

。
政
府
が
明
白
に
情
報
を
得
る
た
め
に
物
理

的
に
個
人
の
財
産
を
占
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
物
理
的
侵
害
が
あ
る
か
ら
、
同
条
の
捜
索
に
当
た
る
と
し
た
の
で
あ
る（（（（
（

。

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
修
正
第
四
条
が
保
護
し
た
私
人
の
空
間
は
、
古
典
的
に
は
ト
レ
ス
パ
ス
法
理
で
の
、
物
理

的
に
本
人
の
手
の
届
く
範
囲
の
有
体
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
と
電
子
空
間
は
保
護
さ
れ
な
い
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
反
対
意
見
は
、
修
正
第

四
条
は
技
術
の
進
歩
と
歩
調
を
あ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た（（（（
（

。
そ
の
後
電
話
盗
聴
を
め
ぐ
っ
て
、
合
理
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
期
待
で
き
る
空
間
だ
と
し
て
、
修
正
第
四
条
の
保
護
を
認
め
た
（
カ
ッ
ツ
）。
ハ
ー
ラ
ン
判
事
の
提
示
し
た
合
理
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
期
待
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テ
ス
ト
は
同
条
の
保
護
領
域
の
判
断
基
準
と
な
り
、
カ
イ
ロ
で
も
新
技
術
に
対
応
し
た
判
断
が
下
さ
れ
た（（（（
（

。

法
廷
意
見
を
述
べ
た
ス
カ
リ
ア
は
、「
修
正
第
四
条
の
判
例
は
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ト
レ
ス
パ
ス
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
」
と
し
た
う
え

で
、
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
の
装
置
は
家
の
外
の
公
用
財
産
に
据
え
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
家
の
中
の
様
々
な
熱
を
暴
露
す
る
も
の
で
、
熱

か
ら
帰
納
さ
れ
る
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
修
正
第
四
条
の
捜
索
（search

）
に
当
た
る
と
し
た（（（（
（

。「
家
の
内
部
の
捜
索
の
場

合
─
典
型
的
ゆ
え
に
保
護
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
領
域
で
あ
る
と
、
最
も
訴
訟
に
さ
れ
る
─
コ
モ
ン
ロ
ー
に
深
く
根
差
し
て
、
存
在
す

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
最
低
限
の
期
待
で
あ
り
、
ゆ
え
に
合
理
的
と
認
識
さ
れ
て
い
る
あ
ら
か
じ
め
の
基
準
（ready criterion

）
が
あ
る
。
こ

の
最
小
限
の
期
待
の
保
護
を
取
っ
払
え
ば
、
修
正
第
四
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
警
察
の
技
術
で
侵
す
の
を
許
す
こ

と
に
な
ろ
う
。
感
覚
向
上
の
（sense enhancing

）
技
術
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
手
段
で
は
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
領
域
に
物
理
的
に
侵
入

（physical intrusion

）
せ
ず
に
は
獲
得
さ
れ
え
な
い
屋
内
の
情
報
を
な
ん
で
も
獲
得
す
る
こ
と
は
、
捜
索
に
当
た
る
─
少
な
く
と
も
（
本
件

の
よ
う
に
）
問
題
と
な
っ
て
い
る
技
術
が
一
般
的
に
は
公
用
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
」（

（（（
（

。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
や
は
り
新
技
術
た
る
Ｇ
Ｐ

Ｓ
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
合
理
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
テ
ス
ト
は
取
ら
ず
、
古
典
的
な
財
産
法
の
ト
レ
ス
パ
ス
の
テ
ス
ト
で
判
断
し
て
い
る
。

た
だ
、
カ
ッ
ツ
で
示
さ
れ
た
合
理
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
テ
ス
ト
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
ト
レ
ス
パ
ス
の
テ
ス
ト
に
と
っ
て
替
わ
る
の
で
は
な

く
、
付
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る（（（（
（

。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
射
程
は
一
義
で
は
な
い
。
こ
の
不
確
実
性
（uncertainty

）
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
。
最
高
裁
判
事B

ブ
ラ
イ
ヤ
ー

reyer

は
、
そ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
関
心
に
よ
っ
て
価
値
が
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
、
新
技
術
に
適
応
す
べ
き
新
た
な
法
制
度
の
必
要
性
が
す
で
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
、
こ
う
し
た
複
雑
さ
に
法
領
域
が
競
合
す
る
（
時
に

対
立
す
る
）
関
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
の
三
要
因
が
あ
る
と
整
理
し
て
い
る（（（（
（

。



一
二
〇

問
題
は
、
修
正
第
四
条
は
何
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
保
護
さ
れ
た
権
利
は
何
か
、
で
あ
る
。
判
例
で
は
、
個
人
の
財
産
と
す
る

古
典
的
流
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
加
え
る
の
が
判
例
と
み
る
か
、
そ
こ
で
は
修
正
第
四
条
は
保
護
し
て
い
な
い
と
読
む
か

の
争
い
は
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ま
で
保
護
し
た
と
み
る
の
が
多
数
の
よ
う
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
よ
う
だ
。
保
護
さ
れ
た
権
利
の
画
定
が
同
条
の
意
義
を
決
定
す
る
と
い
え
る
。

同
条
は
権
利
と
し
て
「
保
全
さ
れ
る
権
利
（right to be secure

）」
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
が
何
か
を
探
る
の
が
肝
要
で
あ
ろ
う（（（（
（

。
オ

ル
ム
ス
テ
ッ
ド
は
物
理
的
に
と
ら
え
る
も
、
そ
の
後
カ
ッ
ツ
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
つ
ま
り
物
理
的
に
限
定
さ
れ
ず
、
私
的
な
空
間
の
聖

域
化
が
図
ら
れ
る
。
カ
ッ
ツ
は
ト
レ
ス
パ
ス
理
論
か
ら
シ
フ
ト
さ
せ
て
、
修
正
第
四
条
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
た
と
判
断
し
た
。
こ

れ
は
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
判
例
を
変
更
し
た
と
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
む
し
ろ
古
典
的
財
産
観
念
を
踏
襲
し
て
い
る
と
の

見
方
も
あ
る
。
た
だ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
の
具
体
的
な
範
囲
や
中
身
を
判
例
は
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
実
際
に
ど
こ
ま
で

保
護
さ
れ
る
か
は
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
も
あ
る（（（（
（

。

カ
ッ
ツ
が
、
修
正
第
四
条
で
保
護
さ
れ
る
空
間
を
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
物
権
的
対
象
に
は
限
定
さ
れ
な
い
と
し
た

の
は
明
ら
か
だ
。「
修
正
第
四
条
が
人
で
あ
っ
て
単
な
る
領
域
で
は
な
い
も
の
を
不
当
な
捜
索
押
収
か
ら
保
護
す
る
と
認
識
さ
れ
た
以
上
、

同
条
の
射
程
が
何
ら
か
の
与
え
ら
れ
た
囲
い
地
へ
の
物
理
的
な
侵
入
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
は
明
確
に
な
る
」（

（（（
（

。

修
正
第
四
条
の
保
護
領
域
の
画
定
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
伴
い
、
犯
罪
や
テ
ロ
の
手
法
の
複
雑
さ
と
そ
れ
ら
を
捕
捉
す
る
権
力

側
の
高
度
な
技
術
の
必
要
性
の
あ
え
ぎ
の
中
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
概
念
を
精
緻
に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
益
（
安
全
保
障
）
と
私
益
（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
）
の
調
整
が
憲
法
問
題
と
し
て
先
鋭
化
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
修
正
第
四
条
の
令
状
主
義
は
政
府
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
介
入
す
る
場
合
の
す
べ
て
に
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
制
憲
者
も
例
外
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
状
主
義
が
認
め
ら
れ
な
い



一
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場
合
は
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
い
か
に
正
当
化
さ
れ
る
か
の
議
論
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

2　

特
別
の
必
要
性
の
法
理

政
府
が
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
サ
イ
バ
ー
空
間
に
出
た
情
報
を
収
集
分
析
し
て
も
、
修
正
第
四
条
の
問
題
は
発
生
し
な
い
と
す
る
解
釈
に
、
特

別
の
必
要
性
（special needs doctrine

）
の
法
理
が
あ
る（（（（
（

。
Ｅ
メ
ー
ル
は
誰
が
誰
に
発
信
し
た
か
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
第
三
者
の
手

を
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
も
は
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
論
じ
る
意
味
が
な
く
、
そ
こ
を
政
府
が
監
視
し
て
も
修
正
第
四
条
の

問
題
は
生
じ
な
い
と
の
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、
通
常
の
法
執
行
活
動
を
超
え
る
目
的
で
、
令
状
を
要
す
れ
ば
そ
の
目
的
達

成
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
修
正
第
四
条
の
射
程
外
と
す
る
理
論
で
、
判
例
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
公
的
、
私
的
さ

ま
ざ
ま
な
利
益
を
衡
量
し
な
が
ら
状
況
を
斟
酌
し
て
、
個
別
に
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

海
上
運
輸
安
全
法
（M

arine T
ransportation Security A

ct

）
に
基
づ
く
チ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
湖
の
フ
ェ
リ
ー
で
の
手
荷
物
や
車
両
の
検
査

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
だ
と
訴
え
た
事
件
で（（（（
（

、
最
高
裁
は
政
府
の
利
益
が
勝
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
以
下
の
三
点
に
着

目
し
た
。
第
一
に
、
政
府
の
侵
害
の
性
質
や
程
度
で
あ
る
。
検
査
は
短
い
も
の
で
事
前
に
告
知
し
て
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
最
小

限
に
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
第
二
に
、
そ
う
す
る
こ
と
の
差
し
迫
っ
た
必
要
性
の
性
質
で
あ
る
。
大
規
模
な
テ
ロ
攻
撃

を
未
然
に
防
ぐ
利
益
を
認
め
、
麻
薬
検
査
は
空
港
な
ど
で
実
際
に
行
わ
れ
て
お
り
、
政
府
は
特
別
の
必
要
性
を
立
証
す
る
責
め
を
負
わ
な

い
と
し
た
。
第
三
に
、
そ
う
し
た
必
要
性
を
示
す
政
策
の
効
率
性
で
あ
り
、
テ
ロ
予
防
に
合
理
的
関
連
性
が
あ
る
と
認
め
た
。
そ
し
て
特

別
の
必
要
性
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特
定
し
て
お
く
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。
テ
ロ
攻
撃
の
高
度
の
危
険
性
の
判
断
で
は
、
裁
判
所
は
沿

岸
警
備
隊
（Coast Guard

）
の
決
定
に
委
譲
す
る
と
し
た
。



一
二
二

二
〇
〇
八
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｎ
Ｉ
と
法
務
長
官
が
ア
メ
リ
カ
国
外
に
い
る
と
合
理
的
に
推
測
で
き
る
も
の
に
電
子
的

監
視
を
認
め
た
規
定
が
修
正
第
四
条
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
た（（（（
（

。
ア
メ
リ
カ
保
護
法
（Protect A

m
erica A

ct, Pub. L. 110

─55, 110th 

Cong. A
ug. 5, 2007

）
に
基
づ
い
て（（（（
（

、
電
信
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
そ
の
一
定
の
顧
客
を
無
令
状
で
監
視
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
修
正
第
四

条
に
反
し
な
い
か
が
、
論
じ
ら
れ
た
。
同
法
は
、
ア
メ
リ
カ
国
外
に
い
る
と
合
理
的
に
信
じ
ら
れ
る
標
的
に
、
令
状
な
し
の
外
国
諜
報

の
監
視
を
認
め
て
い
る
。
監
視
が
外
国
諜
報
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
お
り
、
外
国
人
に
は
同
条
に
よ
る
保
護
は
及
ば
ず
、
ま
た
安

全
保
障
で
あ
っ
て
法
執
行
活
動
で
は
な
い
か
ら
、
情
報
収
集
の
喫
緊
性
も
高
い
と
し
た（（（（
（

。
政
府
の
利
益
は
「
最
高
次
の
秩
序
（highest 

order

）」
で
あ
り
、
正
当
な
私
的
利
益
を
適
切
に
保
護
す
る
「
防
御
の
母
体
（m

atrix of safeguard

）」
が
あ
る
と
し
た（（（（
（

。

こ
れ
は
、
刑
事
司
法
を
超
え
る
国
家
利
益
に
は
修
正
第
四
条
の
令
状
主
義
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
法
理
で
あ
る
。
最
高
裁
も
こ
れ
を

認
め
て
い
る（（（（
（

。
法
執
行
の
通
常
の
必
要
性
を
超
え
る
特
別
の
必
要
が
あ
り
、
な
お
か
つ
疑
わ
し
い
と
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
無
令
状
で
捜
索

で
き
る
。
国
境
の
防
御
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
麻
薬
取
引
を
捕
ま
え
る
た
め
の
高
速
道
路
で
の
検
問
は
、
政
府
の
主
要
目
的
が
通
常

の
刑
事
事
犯
の
証
拠
を
単
に
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
特
別
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い（（（（
（

。
な
る
ほ
ど
麻
薬
売
人
を
捕
ら
え
る
の
は
困

難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
的
は
主
観
的
に
で
は
な
く
実
務
的
に
判
断
さ
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
国
境
か
ら
一
〇
〇
マ
イ
ル
内
に
検
問
所
を
置
く

の
と
、
飲
酒
運
転
者
を
拘
束
す
る
た
め
の
検
問
と
で
は
、
後
者
は
高
速
道
路
で
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
危
険
を
避
け
る
目
的
で
あ
り
、
法
執

行
目
的
と
変
わ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
テ
ロ
は
刑
事
事
犯
だ
と
し
て
も
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
脅
威
と
同
義
と
で
、
通
常
の

刑
事
司
法
の
枠
を
超
え
る
と
す
る
。

特
別
の
必
要
性
の
法
理
は
、
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
の
判
断
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
政
府
利
益
を
衡
量
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

限
界
は
明
確
で
は
な
い
。「
わ
れ
わ
れ
市
民
の
保
全
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
修
正
第
四
条
の
目
的
を
弱
め
る
危
険
な
兆
候
」
と
の



一
二
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

述
懐
も
あ
る（（（（
（

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
の
捜
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
対
テ
ロ
の
必
要
性
と
目
的
か
ら
同
条
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス

は
、
地
下
鉄
と
い
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
す
で
に
減
じ
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
と
の
認
識
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
政
府
利
益
を
重
ん
じ
る
と
と

も
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
と
の
衡
量
を
同
法
理
の
分
析
で
軽
量
化
す
る
傾
向
を
示
し
た
と
さ
れ
る（（（（
（

。

特
別
の
必
要
性
は
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
野
放
し
に
し
て
お
い
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
憲
法
と
い
う
よ
り
立
法
政
策
の
問
題

か
も
し
れ
な
い
。
サ
イ
バ
ー
空
間
を
政
府
が
監
視
す
る
と
き
は
、
独
立
し
た
機
関
に
よ
る
事
前
の
審
査
と
同
意
が
原
則
必
要
と
さ
れ
ね
ば

な
る
ま
い
。
立
法
で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
許
可
を
必
要
と
さ
せ
る
途
も
あ
ろ
う（（（（
（

。

3　

権
力
分
立
と
修
正
第
四
条

（
1
）　

安
全
保
障
と
大
統
領

二
〇
世
紀
以
前
は
、
安
全
保
障
情
報
の
収
集
は
戦
時
に
限
ら
れ
て
い
た（（（（
（

。
制
憲
者
は
、
す
べ
て
の
捜
索
押
収
に
修
正
第
四
条
が
適
用
さ

れ
て
令
状
を
要
す
る
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ（（（（
（

。
安
全
保
障
の
権
限
は
大
統
領
に
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
に
不
可
欠
の
情
報
収
集
の

権
限
も
有
す
る
と
し
て
い
た
。
議
会
は
秘
密
を
守
る
に
は
あ
ま
り
に
も
人
が
多
す
ぎ
る
の
で
信
用
な
ら
な
い
が
、
独
任
の
大
統
領
は
秘
密

を
守
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る（（（（
（

。
実
際
、
Ｆ
Ｄ
Ｒ
以
来
、
大
統
領
は
令
状
な
し
で
安
全
保
障
の
電
子
的
監
視
を
行
っ
て
き
た（（（（
（

。

諜
報
活
動
、
つ
ま
り
安
全
保
障
の
た
め
の
捜
査
は
憲
法
に
規
定
が
な
い
の
で
、
大
統
領
に
固
有
の
権
限
な
の
か
、
そ
れ
と
も
立
法
に

よ
っ
て
権
限
が
確
定
さ
れ
る
、
つ
ま
り
議
会
の
権
限
な
の
か
は
、
権
力
分
立
の
憲
法
問
題
に
な
る
。Y

ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン

oungstow
n

事
件
で
のJ

ジ
ャ
ク
ソ
ン

ackson

判
事
の
三
類
型
テ
ス
ト
に
よ
れ
ば（（（（
（

、
憲
法
上
権
限
の
所
在
が
明
確
で
な
い
場
合
、t
曖

昧

領

域

w
ilightzone

と
な
り
、
議
会
の
立
法
が
こ
れ
を
確
定

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
第
二
類
型
）。
し
か
し
、
大
統
領
に
憲
法
上
の
安
全
保
障
権
限
が
あ
る
の
で
、
諜
報
は
第
三
類
型
と
解
さ
れ
、
大
統



一
二
四

領
が
固
有
の
権
限
に
基
づ
い
て
、
つ
ま
り
立
法
の
制
約
を
超
え
て
十
全
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
。
実
務
で
は
支
配
的
な
「
排
他
的
大
統
領

（presidential exclusivity

）」
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
を
制
憲
後
の
歴
史
（post-ratification history

）
に
求
め
、
Ｆ
Ｄ
Ｒ
以
来
の
大
統
領
の

専
権
と
し
て
の
諜
報
活
動
と
こ
れ
へ
の
議
会
の
忍
従
（acquiescence

）
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る（（（（
（

。

最
高
裁
は
総
じ
て
、
安
全
保
障
に
は
大
統
領
に
広
範
な
権
限
を
認
め
、
憲
法
は
諜
報
（intelligence

）
を
ど
こ
に
も
規
定
し
て
い
な
い

が
、
大
統
領
の
憲
法
上
の
地
位
に
そ
の
根
拠
を
認
め
て
い
る
。
い
わ
く（（（（
（

、「
大
統
領
は
、
最
高
司
令
官
と
外
交
上
の
国
家
機
関
の
両
方
と

し
て
、
報
告
が
世
界
に
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
し
て
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
諜
報
活
動
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
が
、
関

連
す
る
情
報
な
し
に
、
適
切
に
秘
密
と
判
断
さ
れ
た
情
報
を
と
り
あ
げ
た
執
行
府
の
行
為
を
審
査
し
た
り
、
無
効
に
し
た
り
す
る
よ
う
な

こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
い
（w

ould be intolerable

）」。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
政
府
、
と
り
わ
け
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
Ｎ
Ｓ
Ａ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
っ
た
政
府
諜
報
機
関
が
、
安
全
保
障
の
情
報
収
集
の
際
、

令
状
な
く
盗
聴
の
た
め
に
電
子
的
装
置
を
取
り
付
け
て
活
動
で
き
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
司
法
裁
判
所
の
許
可
な
く
そ
う
す
る
こ
と

が
修
正
第
四
条
に
反
し
な
い
か
、
で
あ
る
。
そ
の
焦
点
は
令
状
が
要
求
さ
れ
る
か
（w

arrant clause

）
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
刑
事
司
法

手
続
で
は
な
く
執
行
権
の
権
限
行
使
の
た
め
の
情
報
収
集
で
あ
る
か
ら
、
行
政
手
続
と
い
え
よ
う
か
。

憲
法
の
適
正
手
続
原
理
は
行
政
手
続
に
も
適
用
さ
れ
る
か（（（（
（

。
も
と
よ
り
、
修
正
第
四
条
は
刑
事
手
続
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
る
。
安
全
保
障
の
た
め
の
家
宅
侵
入
な
ど
は
、
同
条
は
想
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
安
全
保
障
の
情
報
収
集
は
憲
法
二
条
で
認
め
ら

れ
た
大
統
領
権
限
で
あ
る
と
し
て
、
修
正
第
四
条
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
当
て
は
め
る
の
を
懸
念
す
る
憲
法
思
想
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
修
正
第

四
条
は
、
令
状
主
義
な
ど
の
手
続
は
規
定
せ
ず
、
そ
れ
を
立
法
に
委
ね
た
と
解
さ
れ
、
議
会
に
よ
っ
て
同
条
は
具
体
化
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

安
全
保
障
の
情
報
収
集
ま
で
令
状
主
義
を
要
求
し
た
と
す
れ
ば
、
大
統
領
の
権
限
を
侵
害
す
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
修
正
第
四
条
は
安
全
保



一
二
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

障
捜
査
に
も
何
ら
か
の
役
割
は
果
た
す
で
あ
ろ
う
が
、
ご
く
ご
く
控
え
め
な
の
で
あ
る（（（（
（

。

K
ケ

ア
err

は
司
法
裁
判
官
が
安
全
保
障
の
領
域
に
入
る
こ
と
自
体
、
そ
の
能
力
を
超
え
て
い
る
の
を
否
定
で
き
な
い
と
す
る（（（（
（

。
ま
ず
、
そ

う
し
た
安
全
保
障
の
た
め
の
令
状
に
は
現
行
法
上
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
は
、
オ
ー
プ
ン
の
ま
ま
で
あ

る
（
（（（
（

。
裁
判
所
は
、
政
治
部
門
が
そ
う
し
た
令
状
主
義
を
裁
判
官
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
は
、
は
か
り
え

な
い
。
さ
ら
に
、
監
視
の
技
術
に
不
案
内
だ
し
、
外
交
的
取
極
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
、
知
る
由
も
な
い
。
い
つ
安
全
保
障
上
の
調

査
が
修
正
第
四
条
に
か
か
わ
る
か
の
法
を
全
く
知
り
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
事
実
の
組
み
合
わ
せ
を
考
量
し
た
ら
よ
い
の
か

の
判
断
に
つ
い
て
、
裁
判
所
を
傍
観
者
の
ま
ま
に
さ
せ
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
人
権
の
鍵
だ
と
し
て
柔
軟
に
修
正
第
四
条
の
令
状
主
義
を

解
釈
し
て
き
た
。
そ
れ
は
理
論
的
に
は
成
熟
し
て
も
、
実
務
で
は
不
確
か
な
部
分
を
残
し
た
。
安
全
保
障
の
領
域
で
は
、
刑
事
司
法
で
の

役
割
と
必
ず
し
も
同
じ
わ
け
に
は
い
く
ま
い（（（（
（

。

安
全
保
障
上
の
利
益
が
絡
む
捜
索
に
令
状
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
を
司
法
権
が
判
断
す
る
と
き
、
個
人
の
人
権
（
こ
れ
は
司
法
権
の
得

意
と
す
る
分
野
）
と
安
全
保
障
の
利
益
や
意
義
を
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、法
に
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

裁
判
官
は
能
力
的
に
も
判
断
し
づ
ら
い
よ
う
だ
。
か
か
る
基
準
を
示
す
立
法
が
必
要
で
、
議
会
に
こ
れ
を
制
定
す
る
義
務
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

（
2
）　

大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
の
統
制

海
外
の
諜
報
活
動
に
関
連
し
た
国
内
の
捜
索
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
許
可
が
あ
れ
ば
で
き
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
ｔ
は
、
電
子
的
監
視
の
対
象
が
外
国
政
府
ま
た
は
そ
の
機
関
で
あ
る
と
信
じ
る
に
足
る
相
当
の
理
由
（probable cause

）
が
あ
れ
ば
、



一
二
六

こ
れ
を
認
め
る
（50 U

.S.C.§
1805

（a

）（3

））。
か
か
る
情
報
と
は
合
衆
国
の
、
A
外
国
勢
力
ま
た
は
そ
の
機
関
の
現
実
も
し
く
は
潜
在
的

な
攻
撃
そ
の
他
の
重
大
な
敵
対
行
為
、
B
外
国
勢
力
ま
た
は
そ
の
機
関
に
よ
る
破
壊
工
作
ま
た
は
国
際
テ
ロ
、
C
外
国
勢
力
ま
た
は
そ
の

機
関
の
諜
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
秘
密
裏
の
諜
報
活
動
、
か
ら
保
護
す
る
の
に
必
要
な
も
の
、
で
あ
る
（50 U

.S.C. §
1801

（e

）（1

））。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
は
憲
法
三
条
の
裁
判
所
で
あ
る
。
電
子
的
監
視
や
盗
聴
は
外
国
の
政
府
や
テ
ロ
集
団
と
の
交
信
に
限
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
許
可
を
要
件
と
し
た
の
は
、
こ
こ
で
人
権
保
障
の
防
波
堤
を
考
え
、
そ
こ
で
の
蓄
積
を
電
子
的
監
視
の
許
可
の
法
的
基
準
と

す
る
目
論
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
安
全
保
障
の
捜
索
に
も
修
正
第
四
条
の
精
神
は
生
き
て
い
る
と
い
え
る（（（（
（

。
伸
縮

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
審
理
は
非
公
開
で
あ
る
。
法
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
の
審
理
記
録
は
、「
最
高
裁
長
官
が
法
務
長
官
と
Ｄ
Ｎ

Ｉ
と
の
協
議
で
定
め
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
手
法
の
下
で
維
持
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
（50 U

.S.C.§
1803

（c

））。
一
九
七
九
年

にW

Ｗ

・

バ

ー

ガ

ー

arren
Burger

最
高
裁
長
官
が
こ
れ
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
必
要
と
合
理
的
に
判
断
す
る
手
続
を
定
め
う
る
（§

1803

（g

））。
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
日
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
個
別
的
な
手
続

は
Ｅ
Ｏ
1 3 5 2 6
「
秘
密
指
定
安
全
保
障
情
報
（Classified N

ational Security Inform
ation

）」
に
服
す
る
こ
と
と
相
成
る
。
一
般
に
、

秘
密
指
定
さ
れ
た
情
報
は
二
五
年
後
に
自
動
的
に
審
査
に
服
す
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
フ
ァ
イ
ル
は
五
〇
年
間
、
原
則
と
し
て
、
審
査
に
服

す
る
こ
と
は
な
い（（（（
（

。
当
然
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ａ
（
情
報
公
開
法
）
に
基
づ
く
公
開
請
求
が
な
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
執
行
権
側
は
、
安
全
保
障
の
諸
決

定
に
は
憲
法
二
条
に
よ
っ
て
大
統
領
に
完
全
な
裁
量
権
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
情
報
管
理
権
に
も
及
ぶ
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
憲
法
は
こ

の
点
明
確
で
は
な
く
、
立
法
で
規
定
す
れ
ば
大
統
領
は
こ
れ
に
服
す
べ
き
と
の
解
釈
も
あ
り
、
議
会
と
大
統
領
は
安
全
保
障
の
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
は
権
限
を
共
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る（（（（
（

。
こ
こ
に
も
権
力
分
立
が
問
題
に
な
る
の
を
み
る
の
で
あ
る（（（（
（

。

キ
ー
ス
は
安
全
保
障
上
の
捜
索
に
も
令
状
主
義
は
及
ぶ
と
し
た
。
そ
の
前
年
、
第
六
控
訴
裁
判
所
は
、
完
全
に
国
内
で
あ
れ
ば
、
修
正
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第
四
条
の
令
状
主
義
か
ら
安
全
保
障
は
免
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
た（（（（
（

。
た
だ
キ
ー
ス
を
は
じ
め
裁
判
所
は
、
海
外
の
安
全
保
障
上
の

捜
索
に
適
用
さ
れ
る
か
は
判
断
し
て
い
な
い
。
パ
ウ
エ
ル
は
キ
ー
ス
が
国
際
的
な
安
全
保
障
活
動
に
及
ぶ
と
は
述
べ
て
い
な
い
（
及
ば
な

い
と
も
い
っ
て
い
な
い
）。
こ
れ
は
立
法
に
委
ね
た
の
で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
制
定
さ
れ
た
と
、
き
れ
い
に
整
理
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
諜
報
機
関
に
あ
っ
て
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
も
Ｃ
Ｉ
Ａ
も
国
内
の
テ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
保
障
上
の
諜
報
に
こ
う
し
た
区
別
を
厳

格
に
認
識
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
キ
ー
ス
で
は
令
状
主
義
を
貫
徹
さ
せ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
令
状
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
必
要
な

の
か
は
立
法
も
な
く
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
状
態
で
あ
る（（（（
（

。
そ
ん
な
中
で
実
務
だ
け
が
先
行
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
実
際
、
安
全
保
障

と
し
て
の
諜
報
を
国
外
と
国
内
に
厳
格
に
区
別
で
き
る
か
は
疑
問
と
も
さ
れ
よ
う（（（（
（

。

外
国
の
安
全
保
障
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
国
内
で
電
子
的
監
視
を
す
る
の
に
、
修
正
第
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
。
こ
れ
は
明
ら
か
に

否
定
さ
れ
る
と
の
強
い
論
調
が
あ
る（（（（
（

。
修
正
第
四
条
の
令
状
主
義
は
、
外
国
の
脅
威
か
ら
安
全
を
保
障
す
る
の
に
監
視
が
な
さ
れ
る
と
き

に
は
、
必
ず
し
も
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
の
だ
。
テ
ロ
リ
ス
ト
に
は
二
つ
の
別
々
の
法
シ
ス
テ
ム
で
対
応
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
通
常
の
刑

事
司
法
の
枠
内
で
、
憲
法
三
条
の
司
法
権
の
判
事
が
相
当
の
理
由
（probable cause

）
を
認
め
る
証
拠
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
は
戦
時
で
、
外
的
脅
威
か
ら
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
監
視
に
要
す
る
令
状
を
政
府
も
軍
隊
も
必
要
と
し
な
い
。「
合
衆
国
内

で
の
軍
事
作
戦
も
、
国
外
で
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
国
家
安
全
保
障
を
守
る
た
め
に
同
じ
法
的
自
由
を
一
般
に
受
容
す
る
」。

安
全
保
障
と
諜
報
は
ア
メ
リ
カ
建
国
か
ら
密
接
に
つ
な
が
り
、
国
家
の
重
要
な
責
務
で
あ
っ
た（（（（
（

。
初
代
大
統
領
ワ
シ
ン
ト
ン
は
こ
う
述

べ
て
い
る
。「
よ
き
諜
報
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
て
、
議
論
の
余
地
は
な
い
。
私
が
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は

た
だ
ひ
と
つ
、
汝
、
万
事
を
で
き
る
か
ぎ
り
秘
密
に
せ
よ
。
こ
の
種
の
多
く
の
企
て
の
成
功
は
秘
密
に
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
は
大
方
敗

北
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
」（

（（（
（

。
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そ
も
そ
も
、
安
全
保
障
の
た
め
の
諜
報
活
動
は
憲
法
上
誰
の
権
限
と
さ
れ
る
の
か
。
議
会
だ
と
す
れ
ば
大
統
領
の
諜
報
活
動
に
は
厳
格

な
法
律
の
根
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
・
ペ
ー
パ
ー
で
ジ
ェ
イ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（（（
（

。
完
全
な
秘
密
と
迅
速
な

派
遣
が
時
と
し
て
必
須
で
あ
る
の
は
、
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
れ
条
約
の
交
渉
に
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
有
益
な
諜
報

は
、
も
し
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
人
が
発
見
さ
れ
る
心
配
を
除
去
し
て
や
れ
る
な
ら
、
獲
得
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
大
統
領
の
秘
密
を
頼
み

に
し
、
上
院
の
秘
密
を
信
頼
せ
ず
、
ま
し
て
や
大
所
帯
の
下
院
の
秘
密
な
ど
信
用
し
な
い
者
も
多
数
い
る
。
大
統
領
は
条
約
の
締
結
に
上

院
の
助
言
と
承
認
で
行
動
す
る
一
方
で
、
分
別
が
諭
す
よ
う
な
手
法
で
諜
報
の
業
務
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、
と
。
外

交
と
諜
報
は
大
統
領
の
排
他
的
関
心
な
の
だ
と
の
考
え
は
、
建
国
ま
も
な
い
時
代
で
の
微
妙
な
歳
出
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
議
会
と
大

統
領
の
間
で
は
す
で
に
共
有
さ
れ
て
い
た（（（（
（

。

令
状
な
し
で
盗
聴
を
行
っ
て
い
た
歴
史
は
浅
く
な
い
。
一
九
七
〇
年
代
の
政
府
の
諜
報
活
動
を
洗
い
だ
し
た
連
邦
議
会
の
チ
ャ
ー
チ
委

員
会
は
こ
う
述
べ
て
い
る（（（（
（

。「
一
九
三
〇
年
代
来
、
諜
報
機
関
は
し
ば
し
ば
盗
聴
を
行
い
、
司
法
令
状
の
便
益
な
く
し
て
ア
メ
リ
カ
市
民

に
盗
聴
器
を
仕
掛
け
て
き
た
。
…
こ
う
し
た
監
視
の
こ
れ
ま
で
の
対
象
は
、
連
邦
議
会
議
員
、
議
員
秘
書
官
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
報
道

者
、
そ
の
ほ
か
、
犯
罪
行
為
に
は
か
か
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国
内
問
題
顧
問
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
反
対
グ
ル
ー
プ
の

よ
う
な
、
国
家
安
全
保
障
に
本
質
的
な
脅
威
を
持
た
な
い
多
く
の
個
人
や
集
団
を
含
む
」。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
安
全
保
障
の
名
目

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
反
体
制
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
政
治
目
的
で
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
刑
事
捜
査

と
異
な
り
、
安
全
保
障
と
し
た
場
合
の
目
的
や
利
益
は
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
い
。

国
内
も
含
む
安
全
保
障
は
大
統
領
の
権
限
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
固
有
の
権
利
を
大
統
領
は
有
す
る
と
の

憲
法
解
釈
に
立
て
ば
、
キ
ー
ス
も
不
当
と
み
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
キ
ー
ス
は
最
高
裁
判
決
で
あ
っ
て
、
立
法
で
は
な
い
。
外
敵
の
脅
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威
か
ら
安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
諜
報
な
ど
を
含
む
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
は
判
断
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
立
法
で
許
可

を
必
要
と
し
て
お
り
、
大
統
領
に
安
全
保
障
の
固
有
の
権
限
を
認
め
れ
ば（（（（
（

、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
違
憲
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
以
前
に
、

大
統
領
は
平
時
に
あ
っ
て
、
自
ら
の
権
限
に
基
づ
い
て
安
全
保
障
に
脅
威
と
な
る
交
信
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
た
と
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
令
状

は
修
正
第
四
条
の
令
状
で
は
な
く
、
政
府
の
行
為
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
の
み
を
要
求
す
る
も
の
で
、
相
当
の
理
由
で
は
な
い
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
一
種
の
手
続
で
妥
協
的
産
物
と
さ
れ
る（（（（
（

。
そ
の
意
味
で
大
統
領
固
有
権
説
に
立
っ
て
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
大
統
領
権
限
を
制
限
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
行
使
の
手
続
を
定
め
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
違
憲
と
は
な
ら
な
い（（（（
（

。

キ
ー
ス
は
、
ニ
ク
ソ
ン
の
大
統
領
固
有
権
限
論
が
少
な
く
と
も
国
内
の
安
全
保
障
の
諜
報
に
は
修
正
第
四
条
を
凌
駕
し
な
い
と
判
断
し

た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
帝
王
的
大
統
領（Im

perial Presidency

）の
ピ
ー
ク
と
も
さ
れ
、大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
の
優
勢
を
強
調
し
た
一
方
で
、

議
会
に
は
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
一
九
七
三
年
の
戦
争
権
限
法
は
そ
の
典
型
で
あ
る（（（（
（

。
一
九
七
八
年
に
制
定
さ

れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
も
、
こ
う
し
た
大
統
領
権
限
を
議
会
が
制
御
す
る
一
環
と
み
ら
れ
る（（（（
（

。
お
調
子
に
乗
っ
て
い
る
大
統
領
に
議
会
が
お
灸
を

す
え
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
た
だ
こ
う
理
解
す
る
と
、
安
全
保
障
上
の
諜
報
と
し
て
の
電
子
的
監
視
に
令
状
を
要
す
る
か
ど
う
か
は
政

策
の
問
題
で
あ
っ
て
、
憲
法
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
と
ら
え
る
こ
と
と
な
る（（（（
（

。

（
3
）　

修
正
第
四
条
の
対
テ
ロ
の
実
務
へ
の
投
影

現
実
に
は
、
大
統
領
に
広
範
な
安
全
保
障
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
大
統
領
（
執
行
権
）
は
、
テ
ロ
と
の
戦
争
に
あ
っ
て
無
令
状
で

ア
メ
リ
カ
国
民
と
テ
ロ
の
疑
い
の
あ
る
外
国
人
（
国
や
団
体
を
含
む
）
の
電
子
交
信
を
監
視
し
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
43
は
九
・
一
一
の
後
、

Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
（
対
テ
ロ
の
た
め
に
武
力
行
使
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
授
権
す
る
議
会
決
議
）
に
基
づ
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
テ
ロ
監
視
プ
ロ
グ
ラ
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ム
（T

errorist Surveillance Program

（T
SP

））
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
修
正
第
四
条
に
反
す
る
大
統
領
権
限
の
行
使
だ
と
の
批
判
が
あ
る（（（（
（

。
Ｔ
Ｓ
Ｐ
の
中
身
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が

す
っ
ぱ
抜
い
た
こ
と
で
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
公
刊
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
（
ア
メ
リ
カ
人
権
協
会
）
が
起
こ

し
た
訴
訟
で
、
Ｔ
Ｓ
Ｐ
で
は
、
一
方
当
事
者
が
国
外
に
い
て
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
ア
ル
カ
イ
ダ
や
ア
ル
カ
イ
ダ
に
関
連
す
る
組
織
の
メ
ン
バ
ー
も

し
く
は
そ
の
支
援
者
で
あ
る
と
結
論
す
る
に
合
理
的
な
根
拠
を
持
つ
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
（
（（（
（

。
ブ
ッ
シ
ュ
43
側
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｐ
は
修
正
第
四
条
に
は
反
し
な
い
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
安
全
保
障
に
関
す
る
諜
報
は
大
統
領
固
有
の
権

限
で
あ
る
こ
と
と
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
監
視
は
合
理
的
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る（（（（
（

。

国
内
の
安
全
保
障
に
関
す
る
諜
報
と
し
て
の
電
子
的
監
視
に
、
キ
ー
ス
は
執
行
権
の
独
断
の
み
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
海
外

の
諜
報
活
動
に
は
修
正
第
四
条
は
及
ば
な
い
と
断
定
し
た
最
高
裁
判
決
は
な
い
一
方
で
、
下
級
審
は
大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
を
認
め
て

い
る
。
た
だ
、
そ
の
分
野
で
執
行
権
に
濫
用
が
み
ら
れ
、
チ
ャ
ー
チ
委
員
会
を
は
じ
め
、
議
会
の
統
制
が
必
要
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
制
定
し
て
、
司
法
的
監
視
を
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
せ
た
。
も
っ
と
も
、
現
実
に
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
国
内
で
の
安
全

保
障
目
的
で
電
子
的
監
視
を
行
っ
て
お
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る（（（（
（

。
そ
の
際
、
執
行
権
は
、
キ
ー
ス
で
は
温
存
さ
れ
た
大
統
領
の
固
有
権

を
前
面
に
出
し
て
正
当
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

キ
ー
ス
は
確
か
に
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
が
安
全
保
障
に
必
要
と
判
断
す
る
大
統
領
の
措
置
権
限
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
（18 

U
.S C.§

2511

（3

）.　

現
在
削
除
）
と
断
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
か
な
る
権
限
を
も
大
統
領
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
文
言

は
あ
く
ま
で
中
立
で
あ
り
、
単
に
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
を
制
限
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
、「
要
す
る
に
、

議
会
は
単
純
に
大
統
領
の
権
限
を
議
会
が
そ
う
だ
と
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
委
ね
た
」（

（（（
（

。



一
三
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

こ
の
問
題
は
、
安
全
保
障
権
限
は
憲
法
上
大
統
領
に
専
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
う
で
は
な
く
そ
れ
に
は
立
法
の
根
拠
が
必
要
だ

と
す
る
か
で
、
解
釈
が
分
か
れ
る（（（（
（

。
政
策
と
し
て
安
全
保
障
に
は
秘
密
や
効
率
が
高
度
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
れ
ば
、
外
的
関
与
と
し
て

の
議
会
の
同
意
は
こ
れ
を
そ
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
一
方
で
法
の
支
配
や
民
主
性
、
公
的
支
持
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
は
な
ら

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
安
全
保
障
と
し
て
の
電
子
的
監
視
に
は
議
会
へ
の
報
告
が
大
統
領
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
大
統
領
な
ど
の
命
令
は
正
式
の
書
式
で
出
す
な
ど
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
要
請
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
も
っ
と
も
、
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
大
統
領
固
有
権
限
論
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
を
規
制
す
る
法
で
違
憲
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
議

会
と
大
統
領
の
妥
協
の
産
物
と
も
い
え
る（（（（
（

。

大
統
領
は
安
全
保
障
の
た
め
の
情
報
収
集
の
権
限
を
有
す
る
。
こ
れ
は
判
例
で
あ
る（（（（
（

。
た
だ
そ
う
だ
と
し
て
も
、
憲
法
上
の
人
権
を
侵

し
て
ま
で
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
統
領
に
か
か
る
権
限
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
と
き
、
そ
こ
に
立
法
の
根
拠
は
必
要
な

の
か
、
ど
こ
ま
で
規
制
で
き
る
の
か
の
困
難
な
問
題
が
生
じ
る
。
ど
の
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
か
、
い
か
な
る
手
法
を
選
択
す
る
か
の

判
断
は
執
行
権
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
監
視
の
手
法
の
選
択
肢
や
手
続
は
立
法
で
規
定
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
立
法
に
の
っ
と
っ
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
Ｎ
Ｓ
Ａ
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
な
ど
の
諜
報
に
は
、
立
法
よ
り
も
大
統
領
命
令
や
法
務
長
官
の
通
達
が
手
続
の
主

た
る
法
的
根
拠
と
さ
れ
、
立
法
の
関
与
は
は
な
は
だ
弱
い（（（（
（

。
問
題
は
事
後
的
に
諜
報
活
動
を
ど
こ
ま
で
公
表
す
べ
き
か
で
あ
る
。
事
前
の

公
表
は
性
質
上
免
除
さ
れ
う
る
。
そ
れ
が
免
除
さ
れ
る
場
合
を
総
合
衡
量
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
く
の
が
法
と
な
ろ
う（（（（
（

。

連
邦
犯
罪
の
捜
査
や
そ
れ
に
よ
る
刑
事
訴
追
も
、
そ
し
て
内
外
の
諜
報
活
動
も
、
憲
法
上
執
行
権
（
大
統
領
）
の
権
限
で
あ
る
。
大
統

領
権
と
い
っ
て
も
制
定
法
に
服
す
る
の
で
あ
り
、
判
例
の
蓄
積
も
あ
っ
て
、
両
方
と
も
制
定
法
が
大
統
領
の
こ
う
し
た
権
限
の
行
使
を
規

制
し
て
い
る
。
た
だ
安
全
保
障
の
た
め
の
情
報
収
集
、
さ
ら
に
電
子
的
監
視
は
、
刑
事
司
法
と
多
く
の
点
で
異
な
り
、
修
正
第
四
条
の
令



一
三
二

状
や
捜
索
押
収
の
要
件
は
緩
和
さ
れ
る
。
刑
事
事
件
と
は
違
っ
て
、
安
全
保
障
で
は
情
報
を
収
集
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
必
ず
し
も
特
定
で

き
ず
、
し
か
も
極
秘
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
司
法
を
迂
回
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
一
切
公
表
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
秘
密
裏
に
政
府

諜
報
機
関
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
修
正
第
四
条
と
の
整
合
性
の
憲
法
問
題
が
提
起
さ
れ
う
る（（（（
（

。
他
方
、
か
か
る

権
限
は
大
統
領
固
有
の
権
限
で
あ
っ
て
、
大
統
領
の
判
断
で
な
し
う
る
と
の
憲
法
的
主
張
も
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
に
、
制
定
法
が
あ

れ
ば
そ
れ
に
大
統
領
は
拘
束
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
カ
バ
ー
し
な
い
と
こ
ろ
で
、
し
か
も
執
行
権
の
責
任
あ
る
判
断
で
安
全
保
障
上

必
要
で
あ
る
と
さ
れ
れ
ば
、
大
統
領
権
限
で
実
行
さ
れ
る
。

修
正
第
四
条
（
令
状
主
義
条
項
）
が
安
全
保
障
の
捜
査
に
は
控
え
め
な
（m

odest

）
機
能
し
か
果
た
さ
な
い
の
は
、
大
統
領
の
安
全
保
障

権
限
の
憲
法
上
の
定
位
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
修
正
第
四
条
自
体
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う（（（（
（

。
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
最
高
裁
は
同
条
の

安
全
保
障
上
の
捜
査
へ
の
射
程
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。
同
条
の
令
状
主
義
は
順
応
的
（m

alleable

）
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
令
状
が
ど

の
よ
う
な
場
合
に
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
令
状
が
必
要
な
の
か
は
、
鶏
と
卵
の
問
題
で
あ
っ
て
憲
法
上
オ
ー
プ
ン
で
、
加
え
て

安
全
保
障
で
は
、
司
法
権
は
い
か
な
る
基
準
を
適
用
す
べ
き
か
に
は
不
案
内
で
あ
り
、
事
実
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
衡
量
の
判
断
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
も
定
か
で
な
い（（（（
（

。

安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
の
手
法
と
し
て
制
定
法
が
認
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
つ
は
安
全
保
障
請
求
状
（N

ational 

Security Letters

）
で
あ
る（（（（
（

。
も
う
ひ
と
つ
は
三
〇
〇
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
る
行
政
文
書
提
出
命
令
（adm

inistrative subpoena

）
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
直
接
、
盗
聴
な
ど
行
う
の
で
は
な
く
、
交
信
記
録
等
を
Ｆ
Ｂ
Ｉ
な
ど
に
提
出
さ
せ
る
よ
う
、
民
間
に
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。

大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
の
が
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
チ
委
員
会
は
す
で
に
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が

国
内
諜
報
で
問
題
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
い
わ
く
、「
危
険
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
国
内
の
交
信
に
対
し
て
驚
く
よ
う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



一
三
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

を
向
け
る
能
力
に
あ
る
。
…
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
内
に
転
回
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
人
民
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
」（

（（（
（

。
Ｎ
Ｓ
Ａ
自
体
制

定
法
に
基
づ
く
機
関
で
は
な
く
、
そ
の
活
動
に
も
立
法
的
規
制
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
活
動
の
た
め
の
権
限
に
立
法
的
根
拠
は
な

い
（
（（（
（

。
ま
さ
に
修
正
第
四
条
と
は
別
の
世
界
で
、
大
統
領
の
憲
法
二
条
の
権
能
に
基
づ
い
て
の
み
な
さ
れ
る
。
安
全
保
障
の
名
の
下
で
の
Ｎ

Ｓ
Ａ
の
諜
報
活
動
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
大
統
領
の
権
限
を
考
え
る
格
好
の
素
材
と
な
る
。

五　

国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
の
電
子
的
監
視
と
修
正
第
四
条

1　

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
と
そ
の
現
状

（
1
）　m

メ
タ
デ
ー
タ

etadata

と
ア
メ
リ
カ
人
の
秘
密
理
の
諜
報
活
動

キ
ー
ス
は
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
う
け
て
制
定
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
外
国
の
諜
報
活
動
の
電
子
的
監
視
を
執
行
権
に
授
権

し
た
。
九
・
一
一
以
降
、
ブ
ッ
シ
ュ
43
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
、
一
方
当
事
者
が
ア
メ
リ
カ
国
外
に
い
て
、
通
話
の
参
加
者
が
「
ア
ル
カ
イ
ダ
も
し

く
は
そ
の
提
携
団
体
の
メ
ン
バ
ー
も
し
く
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
と
合
理
的
に
信
じ
ら
れ
る
」
場
合
、
無
令
状
で
電
子
的
監
視
を
行
え

る
よ
う
に
し
た（（（（
（

。

二
〇
〇
八
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
手
法
を
凌
駕
す
る
、
新
規
か
つ
独
立
の
諜
報
収
集
権
限
を
根
拠
づ

け
た（（（（
（

。
そ
れ
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
（50 U

.S.C.§
1881a

）
で
、
海
外
に
い
る
非
ア
メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
諜
報
に
政
府
が 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
授
権
を
求
め
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
政
府
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
外
国
勢
力
あ
る
い
は

そ
の
機
関
で
あ
る
と
す
る
相
当
の
理
由
（probable cause

）
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
不
要
と
さ
れ
、
政
府
は
タ
ー



一
三
四

ゲ
ッ
ト
に
す
る
場
所
や
性
質
な
ど
を
特
定
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
冒
頭
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
事
件
で
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
生
粋
の
国
内
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
ど
う
監
視

す
る
か
、
い
わ
ゆ
る
一
匹
狼
（lone w

olf

）
の
問
題
で
あ
る
。
国
内
に
あ
っ
て
安
全
保
障
目
的
で
の
秘
密
裏
の
監
視
を
大
統
領
権
限
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

大
統
領
が
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
通
じ
て
国
内
で
電
子
的
監
視
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
ス
ノ
ー
デ
ン
の
暴
露
が
引
き

金
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
国
内
の
ア
メ
リ
カ
人
の
電
子
的
監
視
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
友
好
国
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
携
帯
電
話
ま
で
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
こ
と
も
、
彼
が
明
ら
か
に
し
て
い
る（（（（
（

。

二
〇
一
三
年
夏
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
、
国
際
の
み
な
ら
ず
国
内
で
の
電
話
の
交
信
の
記
録
を
大
量
に
収
集
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
信
の
傍
受
を
、
一
次
的
に
は
国
外
に
い
る
外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ

人
の
交
信
も
偶
発
的
に
収
集
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
や
み
な
大
量
の
デ
ー
タ
収
集
は
、
な
る
ほ
ど
対
テ
ロ
等
安
全
保
障
の
た

め
の
諜
報
と
し
て
役
立
つ
面
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、反
射
的
に
順
法
の
無
垢
の
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
も
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
、

憲
法
上
看
過
し
え
な
く
な
る
。
政
府
は
、
こ
れ
は
愛
国
者
法
二
一
五
条
も
し
く
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
合
法
と
し
て

い
る
。

二
〇
〇
六
年
か
ら
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
定
期
的
に
更
新
す
る
、
主
要
な
電
話
会
社
か
ら
の
大
量
の
電
話
記
録
を
極
秘
に
収
集
し
て
お
り
、
Ｅ

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
関
す
る
情
報
も
同
じ
よ
う
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、グ
ー
グ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ス
カ
イ
プ
、
ア
ッ
プ
ル
を
含
む
九
つ
の
主
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
の
デ
ー
タ
を
、
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
Ｐプ

リ

ズ

ム

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
と
い
わ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
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は
じ
め
Ｉ
Ｃ
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

電
話
の
記
録
の
収
集
は
愛
国
者
法
二
一
五
条
に
基
づ
く
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
い
う
「
業
務
記
録
（business records

）」
で
あ
る
か
ら
、
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
ｔ
の
許
可
に
よ
っ
て
国
際
テ
ロ
に
関
連
す
る
（relevant

）
と
判
断
さ
れ
る
有
体
物
（tangible things

）
に
第
三
者
を
通
し
て
秘
密
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
プ
リ
ズ
ム
は
、
二
〇
〇
八
年
に
制
定
さ
れ
二
〇
一
二
年
の
再
授
権
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
に
基
づ
く
と
し
て
い

る
。
国
外
の
非
ア
メ
リ
カ
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
も
の
で
、
そ
う
す
る
こ
と
と
テ
ロ
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
の
二
つ
の
要
件
を
充
た
し

て
い
る
こ
と
が
合
理
的
に
信
じ
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

プ
リ
ズ
ム
はm

メ
タ
デ
ー
タ

etadata
を
収
集
す
る（（（（
（

。
そ
れ
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
命
令
に
基
づ
き
、
誰
が
誰
に
電
話
し
た
か
、
そ
の
電
話
番
号
は
何
か
、

そ
の
日
時
や
通
話
時
間
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
通
話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
場
所
の
情
報
も
含
ま
れ
な
い
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
か
ら
請
求
を
受
け
た

電
話
会
社
は
デ
イ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
こ
う
し
た
情
報
を
提
供
し
、
こ
れ
を
Ｎ
Ｓ
Ａ
がC

集

積

庫

ollection
Store

と
な
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
命
令
で
は
、
収
集
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
削
除
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
命
令
を
得
る
た
め
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
ｔ
に
対
し
て
、
当
該
電
話
記
録
に
「
明
瞭
に
で
き
る
合
理
的
な
疑
い
（reasonable articulable suspicion

：RA
S

）」
の
あ
る
こ
と
を
立

証
す
る
。
Ｒ
Ａ
Ｓ
は
、
一
般
的
な
捜
索
に
必
要
と
さ
れ
る
「
相
当
な
理
由
（probable cause

）」
ほ
ど
厳
格
で
は
な
い
。

無
作
為
で
大
量
の
、
そ
し
て
秘
密
の
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
情
報
収
集
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
そ
の
活
動
の
監
視
（oversight

）

に
あ
る
。
現
行
法
は
こ
れ
を
用
意
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
捜
査
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
承
認
を
法
律
要
件
と
し
て
い
る
。

申
請
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
は
二
一
件
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
二
年
に
は
二
一
二
件
と
な
っ
て
い
る
）
一
方
で
、
二
〇
一
二

年
に
は
申
請
を
否
定
し
た
ケ
ー
ス
は
一
件
も
な
か
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
で
は
、
プ
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
、
個
別
の
監
視
命
令
を
取

得
す
る
の
に
事
前
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
承
認
は
不
要
と
さ
れ
た
。
同
条
は
そ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
重
要
な
意
見
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も
い
れ
て
議
会
（
諜
報
司
法
委
員
会
）
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
一
般
に
秘
密
と
さ
れ
る
。

政
府
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
収
集
も
プ
リ
ズ
ム
も
、
す
べ
て
法
令
に
の
っ
と
っ
た
適
法
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る（（（（
（

。
し

か
し
、
こ
う
し
た
既
存
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
濫
用
は
十
分
に
統
制
で
き
な
い
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
通
信
会
社
か
ら
「
好
き
な
も
の
は
何
で
も
引
き

出
せ
る
（pull anything it likes

）」
と
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
る
情
況
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

（
2
）　

オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
る
改
革

ス
ノ
ー
デ
ン
は
秘
密
を
漏
洩
し
た
犯
罪
者
と
し
て
、
司
法
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
と
の
声
は
強
い（（（（
（

。
他
方
、
こ
の
暴
露
で
Ｎ
Ｓ
Ａ

に
よ
る
国
内
の
市
民
向
け
の
電
子
的
監
視
が
露
見
し
、
大
統
領
を
し
て
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
と
感
じ
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
オ
バ
マ

は
、
大
統
領
の
諮
問
機
関
「
諜
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
関
す
る
研
究
会
（President’s Review

 Group on Intelligence and 

Com
m

unications T
echnologies

）」
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
二
日
、
三
〇
八
頁
か
ら
な
る
最
終
報
告
書
『
変
化
す
る
世
界

に
お
け
る
自
由
と
安
全
保
障
』
を
公
刊
し
て
い
る（（（（
（

。

そ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
は
自
由
と
安
全
保
障
の
二
つ
の
価
値
を
同
時
に
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
が
重
要
だ
と
し
た
う
え
で
、「
わ
れ
わ
れ
の
安
全
保
障
の
脅
威
に
対
し
て
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
」、「
他
の
安
全
保
障
や
外
交
政

策
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
」、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
護
す
る
こ
と
」、「
民
主
主
義
、
市
民
的
自
由
、
法
の
支
配
を
保
護
す
る
こ
と
」、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
界
の
繁
栄
と
安
全
と
公
開
性
を
促
進
す
る
こ
と
」、「
戦
略
上
の
同
盟
国
を
保
護
す
る
こ
と
」、
の
諸
目
的
を
明
確
に
掲

げ
る
。
そ
し
て
次
の
四
つ
の
原
理
を
確
認
す
る
。
第
一
に
、「
政
府
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
安
全
の
形
態
、
国
家
の
安
全
保
障
と
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
同
時
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
第
二
に
、「
中
心
と
な
る
仕
事
は
一
つ
の
危
機
管
理
（risk m

anagem
ent

）
で
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あ
る
。
多
様
な
危
機
が
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
も
の
す
べ
て
が
斟
酌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
第
三
に
、「
バ
ラ
ン
シ
ン
グ

の
考
え
は
確
か
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
同
時
に
不
適
切
で
誤
っ
た
方
向
に
導
く
（m

isleading

）」。
第
四
に
、「
政
府
は
そ
の
諸
決
定

を
、
コ
ス
ト
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
両
方
を
含
む
結
果
の
慎
重
な
分
析
に
基
づ
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

そ
の
う
え
で
、
立
法
の
制
定
や
改
正
を
含
む
四
六
の
提
言
（recom
m

endations

）
を
行
う
。
主
に
、
愛
国
者
法
二
一
五
条
で
の
大
量
の

電
話
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
、
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
、
非
ア
メ
リ
カ
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、

官
邸
の
審
査
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
改
革
を
含
む
組
織
改
編
を
行
う
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
の
関
心
は
次
の
六
つ
に
あ
る
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
監
視
で
、
愛
国
者
法
二
一
五
条
を
適
用
し
て
Ｎ
Ｓ
Ａ
が

こ
う
し
た
収
集
を
行
っ
て
い
る
の
を
懸
念
し
、
議
会
が
そ
う
し
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
や
め
さ
せ
、
そ
う
し
た
デ
ー
タ
が
個
別
に
、
い
つ

安
全
保
障
の
必
要
性
が
あ
る
か
を
政
府
が
問
え
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
に
移
行
さ
せ
る
べ
き
と
す
る
。
第
二
に
、
非
ア
メ
リ
カ
市
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
す
べ
き
と
し
、
法
律
で
特
別
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
政
府
が
特
別
の
や
む
に
已
ま
れ
な
い
必
要
性
を
示
さ

な
い
限
り
、
ア
メ
リ
カ
市
民
と
同
様
に
扱
う
べ
き
と
す
る
。
第
三
に
、
不
当
あ
る
い
は
不
必
要
な
監
視
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
た
め
に
は
監
視
に
安
全
保
障
の
必
要
性
に
応
じ
た
優
先
順
位
（priorities

）
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
第
四
に
組
織
の
改

編
を
訴
え
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
関
し
て
、
そ
の
長
は
上
院
の
同
意
を
要
す
る
職
と
し
、
文
民
に
も
門
戸
を
開
く
べ
し
と
す
る
。
次
の
Ｎ
Ｓ
Ａ

長
官
は
文
民
に
す
る
よ
う
大
統
領
は
配
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
市
民
的
自
由
監
視
委
員
会
（Privacy and 

Civil Liberties O
versight Board

）
に
代
わ
っ
て
、
強
化
さ
れ
た
独
立
の
市
民
的
自
由
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
委
員
会
（Civil Liberties and 

Privacy Protection Board

）
を
創
設
せ
よ
と
す
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
に
関
し
て
も
、
そ
こ
で
は
政
府
関
係
者
の
み
が
当
事
者
で
あ
る
が
、
議

会
は
新
た
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
前
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
市
民
的
自
由
の
利
益
を
代
表
で
き
る
公
益
弁
護
人
（Public Interest A

dvocate

）
を
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創
設
す
べ
き
と
す
る
。
第
五
に
、
地
球
的
規
模
の
交
信
の
技
術
（Global Com

m
unications T

echnology

）
を
推
進
さ
せ
、
そ
の
際
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
市
民
的
自
由
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
第
六
に
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
と
保
護
す
べ
し
と
す

る
。insider threats

（
組
織
内
脅
威
）
に
伴
う
リ
ス
ク
を
軽
減
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
府
は
限
定
さ
れ
た
機
関
で
の
み
の
共
有
を
訴

え
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
厳
し
く
し
た
り
、
監
視
の
制
度
を
設
け
た
り
と
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
改
革
が
必
要
と
さ

れ
る
。

ス
ノ
ー
デ
ン
の
暴
露
以
降
、
諜
報
機
関
、
と
り
わ
け
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
国
内
の
電
子
的
交
信
の
秘
密
の
監
視
が
世
論
の
関
心
を
呼
ぶ
。
オ
バ
マ

大
統
領
は
こ
れ
を
認
め
た
う
え
で
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
国
民
向
け
の
応
答
を
公
言
し
て
お
り
、
さ
ら
に
議
会
も
関
心
を

持
つ
に
至
る
。
法
的
問
題
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
改
正
し
た
愛
国
者
法
二
一
五
条
と
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
に
そ
の
注
意
が
集
中
し
た（（（（
（

。

オ
バ
マ
大
統
領
は
四
〇
分
以
上
に
も
及
ぶ
、
電
子
的
監
視
に
関
す
る
初
の
主
要
な
演
説
を
二
〇
一
四
年
一
月
一
七
日
に
行
っ
た（（（（
（

。
ア
メ

リ
カ
は
、
安
全
保
障
に
脅
威
を
及
ぼ
さ
な
い
一
般
市
民
に
は
諜
報
活
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
強
調
す
る
一
方
で（（（（
（

、
安
全
保
障
、

特
に
反
テ
ロ
と
し
て
諜
報
や
防
諜
活
動
は
不
可
欠
で（（（（
（

、
発
展
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
裏
付
け
ら
れ
て
デ
ジ
タ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
入
り
こ
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
た
だ
そ
こ
に
は
制
約
が
あ
り
、
法
の
支
配
に
基
づ
き
、
安
全
保
障
上
の
必
要
性
が
確

実
で
あ
る
と
き
の
み
行
い
、
人
権
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
。
そ
の
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
や
防
御
の
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

同
日
に
出
さ
れ
た
大
統
領
政
策
指
令
で
は（（（（
（

、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大
量
の
（bulk

）
収
集
は
や
め
、
諜
報
な
ど
限
定
さ
れ
た
正
当
な
目
的

で
の
み
行
い
、大
統
領
安
全
保
障
補
佐
官
補
や
Ｄ
Ｎ
Ｉ
に
よ
る
年
次
ご
と
の
定
期
的
な
審
査
や
調
整
を
行
う
。
収
集
を
実
施
し
た
と
き
は
、

一
定
期
間
内
に
Ｄ
Ｎ
Ｉ
に
報
告
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
取
得
し
た
情
報
の
流
布
や
留
保
に
も
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
大
統
領

の
指
令
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
法
的
ル
ー
ル
を
整
理
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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2　

Ｎ
Ｓ
Ａ
の
組
織
と
法

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
は
法
的
に
ど
う
正
当
化
で
き
る
の
か
。
一
九
五
二
年
一
一
月
四
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
大
統
領
命
令
に

よ
っ
て
国
防
省
に
設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
暗
号
や
記
号
を
解
析
す
る
諜
報
機
関
で
あ
る（（（（
（

。
第
二
次
大
戦
中
、
日
本
や
ド
イ
ツ
の
暗
号

を
解
読
す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
（Central Security Service

）
は
、
Ｓ信

号

諜

報

Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
（Signals 

Intelligence

）
と
Ｉ情
報
確
保Ａ

（Inform
ation A

ssurance

）
の
果
実
と
役
務
の
両
方
を
含
む
暗
号
作
成
（cryptology

）
で
政
府
を
リ
ー
ド
し
、
あ
ら

ゆ
る
情
況
で
国
家
と
同
盟
国
に
有
利
な
決
定
を
得
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
戦
（Com

puter N
etw

ork O
perations

）

を
可
能
に
さ
せ
る
。
Ｉ
Ａ
と
は
、「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
あ
る
い
は
秘
密
の
安
全
保
障
上
の
情
報
に
、
外
国
の
敵
対
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
」
任
務
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
と
は
「
諜
報
及
び
防
諜
の
た
め
、
そ
し
て
軍
事
作
戦
を
支
援
す
る
た
め
に
、
外
国
の
信
号
か

ら
諜
報
の
情
報
を
収
集
し
、
加
工
し
、
流
布
さ
せ
る
」
任
務
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
ま
た
、
憲
法
や
法
令
の
範
囲
内
で
人
権
を
侵
害
し
な
い

よ
う
に
、
国
内
外
の
テ
ロ
リ
ス
ト
や
そ
の
組
織
を
打
ち
負
か
す
べ
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
戦
闘
作
戦
（N

etw
ork W

arfare O
perations

）

を
可
能
に
す
る
。

一
九
七
二
年
一
月
一
七
日
の
「
信
号
諜
報
（Signals Intelligence
）」
と
題
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保
障
会
議
）
諜
報
指
令
第
六
号
は
、

中
央
諜
報
管
理
部
部
長
（D

irector of Central Intelligence Board

）
が
確
立
さ
せ
た
目
的
や
要
件
な
ら
び
に
優
先
順
位
に
従
っ
て
、
Ｎ
Ｓ

Ａ
が
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
を
な
す
こ
と
と
す
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
は
Ｃ交

信

の

諜

報

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
と
Ｅ電

子

諜

報

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
か
ら
な
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
は
、
無
線
な

ど
に
よ
る
外
国
の
交
信
を
傍
受
し
て
デ
ー
タ
処
理
す
る
活
動
で
あ
る
。
も
と
も
と
軍
の
諜
報
機
関
の
機
能
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
は
、
交



一
四
〇

信
外
や
電
磁
波
か
ら
く
る
諜
報
目
的
の
情
報
を
収
集
し
処
理
す
る
。

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
Ｉ
Ｃ
に
あ
っ
て
最
も
秘
密
性
が
高
い
。
前
身
は
国
防
省
に
設
け
ら
れ
統
合
参
謀
長
の
指
揮
の
下
に
お
か
れ
た
軍
安
全
保
障
局

（A
rm

ed Forces Security A
gency

（A
FSA

））
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
署
名
し
た
統
合
参
謀
長
指
令
（JCS D

irective

）
二
〇
一
〇
に

よ
っ
て
、一
九
四
九
年
五
月
二
〇
日
に
設
置
さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
一
〇
月
二
四
日
、ト
ル
ー
マ
ン
の
「
交
信
諜
報
活
動
（Com

m
unications 

Intelligence A
ctivities

）」
と
題
す
る
極
秘
メ
モ
が
Ｎ
Ｓ
Ｃ
諜
報
指
令
第
九
号
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
廃
さ
れ
て
Ｎ
Ｓ
Ａ

が
設
置
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
存
在
は
一
九
五
七
年
ま
で
公
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
防
省
内
で
別
に
組
織
さ
れ
て
、

安
全
保
障
に
高
度
な
特
別
の
技
術
的
調
整
的
機
能
を
発
揮
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
設
置
根
拠
（charter

）
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
諜
報
指
令
第
六
号
で
あ
り
、

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
を
命
じ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
一
二
月
四
日
に
発
せ
ら
れ
た
Ｅ
Ｏ
1 

2 

3 

3 

3
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
権
限
の
輪
郭
を
規
定
し
て
い
る
（1. 12

（b

））。
そ

れ
は
、
国
家
や
国
防
省
の
任
務
を
支
援
す
る
た
め
に
、
外
国
の
諜
報
や
防
諜
の
目
的
で
信
号
の
諜
報
の
情
報
や
デ
ー
タ
を
収
集
し
（
秘
密

の
行
動
を
含
む
）、
加
工
し
、
分
析
し
、
生
産
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
に
改
定
さ
れ
た
Ｅ
Ｏ
1 

2 

3 

3 

3

は
、
二
〇
〇
四
年
の
諜
報
改
革
テ
ロ
防
止
法
や
九
・
一
一
委
員
会
の
答
申
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｎ
Ｉ
な
ど
の
諜
報
機
関
の
長
に
従
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
る
。
た
だ
外
国
の
諜
報
の
情
報
収
集
の
た
め
、
国
内
で
市
民
を
含
む
電
子
的
監
視
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
従
う
。
そ
れ
ま
で
は
法
の
根
拠
な

く
電
信
の
諜
報
を
行
っ
て
い
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
がV

ヴ
ェ
リ
ゾ
ン

erizon

に
対
し
て
三
か
月
ご
と
の
各
発
信
者
に
よ
る
電
話
の
情

報
を
提
供
す
る
命
令
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
公
に
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
様
に
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
やS

ス
プ
リ
ン
ト

print

な
ど
に
対
し
て
七
年
以
上
も
交
信
情
報

の
提
供
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
プ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
大
量
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
収
集
が
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
も
含
む
）
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る（（（（
（

。



一
四
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

政
府
は
、
こ
の
収
集
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
合
法
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
濫
用
や
違
法
性
の
統
制
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

ｔ
で
担
保
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
判
事
が
、
大
量
の
収
集
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ど
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
と
の
間
に
相
当
の
温
度
差
が

あ
り
、
根
本
的
な
見
解
の
違
い
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る（（（（
（

。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
はG

グ
ー
グ
ル

oogle

な
ど
を
通
し
て
交
信
し
て
い
る
と

し
、
法
を
破
る
意
図
な
ど
毛
頭
な
い
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
大
量
の
収
集
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
現
在
三
万
人
以
上
の
職
員
を
要
し
、
そ
の
多
く
は
数
学
者
で
あ
る
。
一
二
〇
カ
国
以
上
の
言
語
分
析
者
も
い
る
が
、
職
員
の

半
分
以
上
は
軍
人
で
あ
る
。
そ
の
責
務
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
と
Ｉ
Ａ
の
二
つ
で
あ
る
。
前
者
は
電
信
に
の
っ
か
っ
た
声
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
交
信
、
そ
の
他
信
号
を
外
国
の
諜
報
や
防
諜
の
目
的
で
収
集
し
分
析
し
伝
達
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｉ
Ａ
と
は
、
軍
事
を
含
む
政
府
の

交
信
や
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
と
い
っ
た
秘
密
保
持
シ
ス
テ
ム
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
、
国
防
省
と
Ｉ
Ｃ
の
両
方

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
、
戦
闘
支
援
の
機
能
を
持
っ
た
機
関
と
国
家
諜
報
機
関
を
兼
備
す
る（（（（
（

。

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
諜
報
の
た
め
の
電
子
的
監
視
は
愛
国
者
法
と
そ
の
さ
ら
な
る
改
正
に
よ
っ
て
、
執
行
権
の
便
宜
に
改
革
さ
れ

て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
外
国
勢
力
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
事
前
の
許
可
な
く
電

子
的
監
視
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
電
子
的
監
視
に
司
法
的
統
制
を
加
え
る
こ
と
を
目
論
む
が
、
そ
れ
は
踏
ま
な
い
の
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
市
民
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（（（（
（

。
し
か
し
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
の
メ
ー
ル
や
交
信
記
録
が
そ
の

プ
ロ
セ
ス
で
偶
発
的
に（incidental

）収
集
さ
れ
る
危
険
は
払
拭
で
き
ま
い（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
役
割
は
、政
府
が
交
信
を
将
来
、標
的
を
絞
っ

て
収
集
す
る
と
提
案
し
て
い
る
、
最
小
限
の
手
続
を
審
査
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
標
的
が
ア
メ
リ
カ
市
民
に
絞

ら
れ
て
い
な
い
か
、
最
小
限
の
手
続
を
履
行
し
て
い
る
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

。

愛
国
者
法
二
一
五
条
も
、
記
録
が
テ
ロ
や
秘
密
の
諜
報
か
ら
の
防
御
の
た
め
の
捜
査
の
一
環
で
あ
れ
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
外
国
勢
力
だ



一
四
二

と
の
立
証
は
不
要
と
し
て
お
り
、
メ
タ
デ
ー
タ
が
無
造
作
に
収
集
さ
れ
る
可
能
性
が
増
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、
電
話
の
メ
タ

デ
ー
タ
が
こ
の
二
一
五
条
に
基
づ
い
て
大
量
に
収
集
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
に
よ
っ
て
「
関
連
す
る
（relevant

）」
と
判
断

さ
れ
た
有
体
物
の
作
成
を
個
人
に
命
じ
る
権
限
が
授
権
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
大
量
で
集
め
る
方
が
効
率
的
で
あ
り
、
公
に
さ
れ
た
五
四
の
テ
ロ
事
犯
で
一
三
が
ア
メ
リ
カ
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
そ

の
一
二
に
電
話
の
メ
タ
デ
ー
タ
が
奏
功
し
た
と
し
て
い
る（（（（
（

。
安
全
保
障
捜
査
の
基
本
で
あ
る
秘
密
性
と
情
報
社
会
の
宿
命
だ
と
し
、
か
つ

ま
た
法
令
に
従
っ
た
も
の
で
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
遵
法
精
神
に
厚
い
文
化
を
持
ち
、
立
法
に
対
し
て
直
接
ア
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル
で
あ
る
と
し
て
、
こ

う
し
た
活
動
を
正
当
視
す
る
者
も
あ
る（（（（
（

。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
審
査
を
経
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
は
決
し
て
ゴ
ム
印
の
機
関

に
な
っ
て
い
な
い
と
す
る
者
も
あ
る（（（（
（

。

実
際
、
大
量
デ
ー
タ
（Big D

ate

）
の
偏
在
は
そ
の
効
用
が
故
に
で
あ
り
、
技
術
の
発
達
は
大
量
デ
ー
タ
の
有
用
性
を
自
覚
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
む
し
ろ
、
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
大
量
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
る
か
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
る（（（（
（

。
ス
ノ
ー
デ
ン

の
暴
露
で
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
た
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
こ
の
活
動
は
、
不
合
理
な
捜
索
に
当
た
り
、
憲
法
問
題
も
絡
ん
で
議
会
人
や
専
門
家
の
関
心

を
に
わ
か
に
集
め
る
こ
と
と
な
る
。

3　

Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
の
違
憲
性

Ｎ
Ｓ
Ａ
の
こ
う
し
た
活
動
は
勢
い
、
修
正
第
四
条
と
の
抵
触
が
疑
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
愛
国
者
法
二
一
五
条
あ
る
い
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ａ
七
〇
二
条
が
修
正
第
四
条
に
反
す
る
と
し
て
、
憲
法
訴
訟
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
保
護
法
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
法
で
設
け

ら
れ
た
規
定
は
、
電
子
的
監
視
を
立
法
で
明
確
に
し
、
司
法
的
授
権
に
基
づ
か
せ
る
と
と
も
に
議
会
の
監
視
に
服
さ
せ
、
修
正
第
四
条
に



一
四
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

反
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
、
国
外
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
る
者
の
外
国
諜
報
は
無
令
状
で
監
視
で
き
る
と
し

た
規
定
が
、
以
下
に
み
るK

ク
レ
イ
マ
ン

laym
an

事
件
とC

ク
ラ
ッ
パ
ー

lapper

事
件
で
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
憲
法
訴
訟
を
最
初
に
判
断
す
る
の
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
は
、
こ
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
に
は
ス
ミ
ス
法
理
（
第
三

者
の
法
理
）
か
ら
修
正
第
四
条
の
障
害
は
な
く
、
個
人
に
修
正
第
四
条
の
利
益
が
見
出
さ
れ
な
い
以
上
、
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る
個
人

の
膨
大
な
番
号
と
一
緒
に
収
集
し
て
も
、
そ
も
そ
も
無
で
あ
っ
た
（ex nihilo

）
も
の
か
ら
は
な
に
も
生
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
結
果
、
修

正
第
四
条
に
反
し
な
い
と
し
た（（（（
（

。

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
六
日
、
Ｄ
Ｃ
連
邦
地
裁
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
電
話
等
の
電
子
交
信
の
情
報
収
集
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
違
憲
と
す
る
判
断
を

行
っ
た
（
ク
レ
イ
マ
ン
事
件
）（

（（（
（

。
ア
メ
リ
カ
市
民
の
電
話
記
録
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
の
慣
行
は
適
法
（
憲
法
）
か
が
争
わ
れ
た
。
本
件
で
は 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
判
断
を
経
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
43
が
任
命
し
たR

Ｒ

・

レ

オ

ン

ichard
J.Leon

判
事
は
、
行
政
手
続
法
で
の
訴
訟
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
司

法
審
査
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
、
憲
法
判
断
の
原
告
適
格
は
認
め
、
こ
の
慣
行
は
五
年
と
い
う
長
い
期

間
で
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
加
工
さ
れ
る
点
で
、
そ
の
他
の
電
話
交
信
記
録
（pen-register

）
な
ど
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
歴
史
的
コ

ン
タ
ク
ト
の
情
報
が
な
い
も
の
と
も
異
な
っ
て
、
テ
ロ
と
の
戦
い
が
終
わ
る
ま
で
続
け
ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
し
た（（（（
（

。
電
話
や

電
子
交
信
は
、
技
術
の
発
達
し
た
今
日
、
数
十
年
前
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
市
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
し
て
お
り
、
修
正
第
四
条
に
反
す
る
と
し
た
。
政
府
側
は
「
特
別
の
必
要
性
」
を
主
張
し
た
が
、
立
件
で
き
て
い
な
い
と
し
て

退
け
て
い
る（（（（
（

。

こ
こ
で
は
メ
タ
デ
ー
タ
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
対
象
と
な
る
か
が
、先
ず
争
点
と
な
ろ
う
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
長
官K

ア

レ

キ

サ

ン

ダ

eith
A

lexander

は
、

メ
タ
デ
ー
タ
は
電
話
の
発
着
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
電
話
で
何
を
い
っ
た
か
で
は
な
い
点
を
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
で
強
調
し
た（（（（
（

。
レ
オ
ン
判
事



一
四
四

は
、
そ
れ
が
歴
史
的
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
と
、
現
在
の
電
話
は
発
信
地
な
ど
電
話
の
記
録
以
外
の
情
報
も
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
合
理
的
な
期
待
を
持
ち
う
る
と
し
て
い
る（（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
ス
ミ
ス
判
決
の
第
三
者
法
理
はpen-register

の
よ
う

な
タ
イ
プ
に
は
適
用
さ
れ
る
が
、
本
件
は
そ
れ
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
モ
ザ
イ
ク
法
理
に
従
っ
た
の
で
あ
る（（（（
（

。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
の
法
理
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
個
人
の
車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
物
理
的
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
が
こ
れ
に
付
随
す
る
情
報
を
巻
き
込
ん
で
収
集
す
る
こ
と
と
な

り
、
修
正
第
四
条
の
捜
索
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
し
た
。
短
期
の
捜
索
な
ら
と
も
か
く
、
長
期
に
わ
た
る
そ
う
し
た
収
集
は
、
家
族

や
政
治
や
宗
教
や
性
的
な
結
合
の
情
報
も
量
的
に
は
収
集
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
修
正
第
四
条
か
ら
司
法
権
の
関
心
と
な
る
。

で
は
本
件
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
は
修
正
第
四
条
の
も
と
で
合
理
的
か
。
愛
国
者
法
二
一
五
条
は
令
状
を
要
求
し
て
も
い
な
け
れ
ば
相
当

の
理
由
も
要
求
し
て
い
な
い
か
ら
、
特
別
の
必
要
性
（special needs

）
で
正
当
化
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る
。
特
別
の
必
要
性
は
、
先
に
み

た
よ
う
に
、
令
状
や
相
当
の
理
由
を
要
求
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
く
、
通
常
の
法
執
行
の
必
要
性
を
こ
え
る
、
特
別
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
う
し
た
場
合
で
も
、
政
府
利
益
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
①
本
件
捜
索

で
侵
害
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
の
性
質
②
訴
え
ら
れ
て
い
る
侵
害
の
特
質
③
政
府
利
害
の
急
迫
性
と
性
質
お
よ
び
そ
れ
を
充
た
す
た

め
の
本
件
手
段
の
効
率
性
、
を
考
量
し
、
本
件
で
は
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
を
実
行
し
て
い
く
う
え
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
が
重
視
さ
れ
る

と
し
た
。

こ
の
地
裁
判
決
か
ら
一
一
日
後
の
一
二
月
二
七
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
地
裁
は
逆
に
、
ス
ノ
ー
デ
ン
が
暴
露
し
た
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
国
内
電

話
デ
ー
タ
の
大
量
収
集
は
合
法
と
し
た
（
ク
ラ
ッ
パ
ー
事
件
）（

（（（
（

。
ポ
ー
リ
ー
判
事
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
規
定
は
む
し
ろ
政
府
の
権
限
を
法
治
主

義
的
に
根
拠
づ
け
る
と
同
時
に
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
安
全
保
障
の
領
域
で
は
司
法
は
委
譲
せ
ざ
る
を
え
ず
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
な
ど
も

Ｎ
Ｓ
Ａ
の
こ
う
し
た
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
テ
ロ
の
事
前
抑
止
に
機
能
し
た
実
績
も
あ
る
と
す
る
。
大
量
収
集
に
無
垢
の
人
の
情
報



一
四
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

が
入
り
込
ん
で
し
ま
う
危
険
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
大
容
量
の
メ
タ
デ
ー
タ
で
な
け
れ
ば
何
が
関
係
が
あ
り
何
が
関
係
な
い
か
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
。
原
告
の
訴
訟
要
件
の
認
定
に
は
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
本
案
の
判
断
で
は
政
府
に
好
意
的
と
な
る
。
ア
ル
カ
イ
ダ
の
技
術
も

進
歩
し
、
遠
隔
的
に
テ
ロ
を
行
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
大
量
の
電
話
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
収
集
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
政
府
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ン
チ
を
示
し
て
い
る
。
断
片
的
で
束
の
間
の
交
信
を
ア
ル
カ
イ
ダ
の
テ
ロ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
再
構
成
し
除
去
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
る

の
で
あ
る
」（

（（（
（

。
ス
ミ
ス
判
決
を
踏
襲
し
て
、
本
件
の
電
話
番
号
の
記
録
の
大
量
収
集
は
修
正
第
四
条
に
反
し
な
い
と
し
た（（（（
（

。

な
お
両
事
件
と
も
本
稿
執
筆
段
階
（
二
〇
一
四
年
末
）
で
は
控
訴
中
で
あ
る（（（（
（

。

4　

小　
　
　

括

国
内
の
諜
報
活
動
は
修
正
第
四
条
と
正
面
対
決
し
て
、
法
的
な
議
論
は
つ
き
な
い
。
刑
事
司
法
に
は
同
条
の
要
請
が
あ
る
が
、
諜
報
活

動
に
は
厳
格
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
実
務
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
同
じ
公
権
力
に
よ
る
電
子
的
監
視
で
は
、
刑
事
司
法
で

も
安
全
保
障
の
諜
報
で
も
手
法
は
同
じ
で
あ
る
。
根
本
的
に
異
な
る
点
は
、
刑
事
司
法
が
犯
罪
の
発
生
を
う
け
て
そ
れ
を
遡
及
的
に
調
査

す
る
の
に
対
し
、
安
全
保
障
と
し
て
の
諜
報
は
テ
ロ
対
策
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
事
の
発
生
を
待
っ
て
い
て
は
遅
す
ぎ
、
そ
れ
を
事
前
に
抑

止
す
る
た
め
に
情
報
収
集
す
る
将
来
的
（proactive

）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
刑
事
手
続
に
関
す
る
規
定
た
る
修
正
第

四
条
が
ど
う
コ
ミ
ッ
ト
し
て
く
る
の
か
は
、
権
力
分
立
の
憲
法
原
理
が
絡
ん
で
一
義
的
で
は
な
い
。
安
全
保
障
に
は
大
統
領
の
専
権
が
認

め
ら
れ
、
修
正
第
四
条
が
及
ん
だ
り
、
立
法
の
規
制
が
認
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
も
論
じ
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
ラ
ス
コ
フ
の
議
論
は
興
味
深
い（（（（
（

。
彼
は
国
内
諜
報
活
動
（
テ
ロ
対
策
の
み
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
）
実
務
と
そ
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
注
視
し
、
そ
の
原
因
が
理
論
の
欠
如
、
制
度
の
欠
陥
、
概
念
の
未
整
理
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
最
高
裁



一
四
六

が
、
キ
ー
ス
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
法
理
論
的
な
指
導
原
理
を
国
内
の
諜
報
活
動
に
関
し
て
は
明
確
に
判
示
し
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
す
る
。
一
方
で
、
諜
報
は
福
祉
国
家
か
ら
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
は
規
制
の
た
め
の
情
報
収
集
と
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
と
す
る
。

規
制
は
危
険
察
知
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
内
の
諜
報
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
規
制
の
政
策
や
実
務
に
は
十
分
慣
れ
親
し
ん
だ
危
険

評
価
（risk assessm

ent

）
の
一
側
面
と
し
て
最
も
よ
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
行
政
国
家
内
で
発
展
し
た
法
的
制
度
的
道
具
は
効
果
的

で
、
長
続
き
す
る
諜
報
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
を
創
設
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
」
と
す
る（（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
は
規
制
法
、
つ

ま
り
行
政
法
で
国
内
諜
報
の
枠
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
、
司
法
審
査
も
合
理
性
審
査
（rationality review

）、
す
な
わ
ち
、「
費
用
対
効
果

の
拡
大
し
た
概
念
で
の
行
政
法
の
枠
組
み
で
、
規
制
の
使
命
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
透
明
性
に
担
保
さ
れ
た
多
元
主
義
の
司
法
審
査

が
国
内
諜
報
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
心
的
役
割
に
な
る
」
と
す
る（（（（
（

。
極
言
す
れ
ば
、「
国
内
諜
報
（
そ
の
他
の
危
険
評
価
の
形
態
と
何
ら
変
わ
る

と
こ
ろ
が
な
い
）
は
、
単
純
に
国
家
が
そ
の
市
民
の
健
康
と
安
全
に
関
す
る
意
思
決
定
を
形
作
る
情
報
を
生
成
す
る
手
段
で
あ
る
」
と
み

る
の
で
あ
る（（（（
（

。
六　

む
す
び
に
か
え
て

安
全
保
障
の
電
子
的
監
視
は
諜
報
と
し
て
執
行
権
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
は
、
明
文
の
規
定
は
な
い
も
の
の
、
憲

法
二
条
の
大
統
領
権
限
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
統
領
の
安
全
保
障
権
限
と
し
て
、
秘
密
の
諜
報
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
違
憲
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
修
正
第
四
条
が
安
全
保
障
捜
査
に
適
用
さ
れ
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
外
国
の
諜
報
に
は
立
法
が
そ
の
手
続

を
規
定
し
、
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
諜
報
は
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
。
諜
報
は
制
定
法
が
根
拠
づ
け
と
制
約
を
お
く
こ
と
と
な
る
。
諜
報
の
権



一
四
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

限
は
大
統
領
権
と
憲
法
上
観
念
さ
れ
る
も
、
立
法
の
規
制
や
根
拠
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
命
令
も
安
全
保
障
の
捜
査
の
電
子
的

監
視
に
同
様
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
な
か
で
も
Ｅ
Ｏ
1 2 3 3 3
は
、
法
令
と
か
ぶ
る
部
分
も
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
に
も
わ
た
る
政
府
の
諜

報
に
関
す
る
包
括
的
な
規
範
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
対
テ
ロ
政
策
の
喫
緊
性
は
微
妙
な
法
逸
脱
の
運
用
を
招
来
せ
し
め
て
い
る
。「
安
全
保
障
の
理
由
か
ら
令
状
な
し
の
捜
索
が

志
向
さ
れ
る
要
因
は
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
で
も
た
ら
さ
れ
た
今
日
の
情
況
の
も
の
で
、
や
む
に
や
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
」（

（（（
（

。
安
全
保
障
も

憲
法
上
の
利
益
で
あ
り
、
人
権
保
障
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
に
な
る（（（（
（

。
そ
の
際
、
統
治
機
構
上
の
問
題
と
し
て
、
議
会
の
規
制
に
服
さ
な

い
、
大
統
領
に
固
有
の
安
全
保
障
権
限
が
あ
る
か
が
争
点
に
な
る
。

も
と
よ
り
、
安
全
保
障
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
い
か
な
る
法
概
念
か
は
明
確
で
は
な
い
。
留
意
す
べ
き
は
、
安
全
保
障
の
利
益
の
名
の

下
で
公
権
力
の
情
報
収
集
に
自
由
な
領
域
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る（（（（
（

。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
由
は
、
テ
ロ
と
い
う
安
全
保
障
上
危
険

な
時
代
に
あ
っ
て
、
警
察
の
み
な
ら
ず
軍
や
諜
報
機
関
の
権
限
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
軽
視
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
り
、
そ
う
し
た
な
か
、

独
立
し
た
司
法
の
役
割
は
大
き
く
、
修
正
第
四
条
は
そ
の
契
機
と
な
り
う
る（（（（
（

。
た
だ
、
修
正
第
四
条
は
司
法
警
察
や
法
執
行
活
動
を
想
定

し
て
お
り
、
安
全
保
障
へ
の
適
用
に
は
憲
法
解
釈
の
作
業
を
要
す
る
。
そ
れ
が
公
権
力
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
禁
じ
る
と
の
意
図

で
あ
れ
ば
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
妥
当
す
る
。
諜
報
は
国
家
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
安
全
保
障
の
利
益
を
確
保
す
る
た

め
に
効
率
よ
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
憲
法
上
の
人
権
を
侵
し
て
も
い
け
な
い（（（（
（

。
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
安
全
保
障
の
国
家
利
益

は
極
め
て
重
大
で
あ
る
か
ら
、
目
的
に
比
例
し
た
合
理
的
な
捜
索
押
収
は
一
般
に
は
許
容
さ
れ
る
と
の
考
え
を
出
発
点
に
す
べ
き
か
も
し

れ
な
い（（（（
（

。

政
府
の
安
全
保
障
の
情
報
収
集
、
諜
報
は
修
正
第
四
条
よ
り
も
大
統
領
権
限
で
着
々
と
実
行
さ
れ
、
裁
判
所
も
こ
れ
に
関
与
す
る
の
に



一
四
八

は
慎
重
で
あ
る（（（（
（

。
憲
法
と
し
て
は
こ
う
し
た
公
権
力
を
ど
う
統
制
す
る
か
、
個
人
は
こ
れ
を
ど
う
争
う
か
、
救
済
類
型
は
ど
う
か
と
い
っ

た
問
題
が
あ
る（（（（
（

。
本
稿
は
こ
う
し
た
課
題
を
認
識
し
な
が
ら
、
憲
法
の
理
論
的
レ
ベ
ル
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）6 B

EN
JA

M
IN F

RA
N

K
LIN, T

H
E P

A
PERS T

O B
EN

JA
M

IN F
RA

N
K

LIN, 238, 242

（Leonard W
. Labaree ed., 1963

）.

（
2
）
ア
メ
リ
カ
法
に
安
全
保
障
（national security

）
の
明
確
な
法
的
定
義
は
な
く
、
一
義
的
に
し
難
い
。
こ
こ
で
は
ご
く
一
般
的
に
、「
国
家
が
、

そ
の
独
立
や
主
権
、
領
土
、
国
民
の
生
命
や
財
産
と
い
っ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
、
外
敵
の
脅
威
か
ら
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
守
る
」
と
観

念
し
て
お
く
。
杉
井
敦
・
星
野
了
俊
『
防
衛
大
学
校
で
、
戦
争
と
安
全
保
障
を
ど
う
学
ん
だ
か
』（
祥
伝
社
新
書
、
二
〇
一
四
年
）
六
二
頁
。
な
お

侵
略
を
各
概
念
と
し
、
こ
れ
を
排
除
予
防
す
る
の
が
安
全
保
障
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
高
橋
通
敏
『
安
全
保
障
序
説
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇

年
）
四
頁
。
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
五
年
）
は
、
安
全
保
障
を
「
国
の
存
在
に
関
わ
る
外
部
か
ら
の
侵
略
等
に
対
し
て
国
家

及
び
国
民
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
」（
第
一
条
）
と
定
義
し
て
い
る
。

（
3
）See, W

A
SH. P

O
ST, June 7, 2013, N

SA
 collecting phone records of m

illions of V
erizon custom

ers daily, T
H

E G
U

A
RD

IA
N, June 

5, 2013; N
SA

 Prism
 program

 taps in to user data of A
pple, G

oogle and others, T
H

E G
U

A
RD

IA
N, June 6, 2013; John Greenburg, 

A
re A

m
ericans being ‘targeted’ for surveillance? T

A
M

PA B
A

Y T
IM

ES, July 2, 2013.　

Ｎ
Ｓ
Ａ
は
ア
メ
リ
カ
人
を
含
む
Ｅ
メ
ー
ル
の
記

録
を
外
国
の
諜
報
の
一
環
と
し
て
収
集
し
、
膨
大
な
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
い
た
。N

SA
 collects m

illions of e-m
ail address books G

lobally, 
W

A
SH. P

O
ST, O

ct. 14, 2013.　

問
題
は
誰
の
情
報
を
と
る
か
と
い
っ
た
標
的
の
定
め
方
（targeting

）
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
執
行
権
に
全
て
自

由
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
問
題
に
な
る
。

（
4
）Jack M

. Balkin, T
he Constitution in the N

ational Surveillance State, 93 M
IN

N. L. R
EV. 1

（2008

）.

（
5
）
「
国
家
が
外
交
軍
事
政
策
を
形
成
し
実
行
し
、
安
全
保
障
へ
の
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な
情
報
」
と
定
義
さ
れ
る
。C

U
R

T
IS A

. 
B

RA
D

LEY A
N

D JA
CK L. G

O
LD

SM
IT

H, F
O

REIGN R
ELA

T
IO

N
S L

A
W

 271
（4th ed. 2011

）.　

情
報
と
混
合
し
た
使
用
や
認
識
も
あ
る
。
小
谷
賢

『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）
第
一
章
。
小
谷
自
身
、
そ
の
定
義
に
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
も
異
な
る
文
脈

が
あ
る
の
に
注
意
す
べ
き
と
し
た
う
え
で
、「
国
益
の
た
め
に
収
集
、
分
析
、
評
価
さ
れ
た
、
外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
お
け
る
判
断
の
た
め
の
情

報
」
と
定
義
し
て
い
る
。
同
上
書
、
一
八
頁
。
外
国
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
分
析
、
評
価
な
ど
か
ら
な
る
製
品
で
あ
る
点
に
着
目
す
る
認
識
も



一
四
九

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

あ
る
。
土
屋
大
洋
『
情
報
に
よ
る
安
全
保
障
─
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
七
年
）
一
六
─
二
〇
頁
。
ま
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
着
目
し
、
国
家
安
全
保
障
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、「
判
断
・
行
動

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
」
と
観
念
す
る
者
も
あ
る
。
北
岡
元
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
歴
史
─
水
晶
玉
を
覗
こ
う
と
す
る
者
た
ち
』（
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
─
一
七
頁
。
プ
ロ
セ
ス
、
成
果
物
、
組
織
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
す
べ
て
同
時
に
語
ら
れ
る

と
す
る
。
マ
ー
ク
・
ロ
ー
エ
ン
タ
ー
ル
／
茂
田
宏
監
訳
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス　

機
密
か
ら
政
策
へ
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）

一
一
頁
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
プ
ロ
セ
ス
は
、「
政
策
決
定
者
が
情
報
の
必
要
性
を
認
識
す
る
段
階
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
政
策
決
定
者
に
対

し
分
析
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
成
果
物
を
提
供
す
る
ま
で
の
段
階
ま
た
は
局
面
」
で
あ
り
、
彼
は
、
⑴
要
求
の
特
定
⑵
収
集
⑶
処
理
と
活
用
⑷

分
析
と
生
産
⑸
配
布
⑹
消
費
⑺
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
の
七
つ
を
分
析
し
て
い
る
。
同
上
書
、
六
九
頁
。
本
稿
で
は
主
に
プ
ロ
セ
ス
、
と
り
わ
け
情

報
収
集
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

（
6
）
Ｄ
Ｈ
Ｓ
長
官J

Ｊ
・
ナ

ポ

リ

タ

ー

ノ

anetN
apolitano

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
移
民
の
子
孫
が
ア
メ
リ
カ
土
壌
で
育
ち
、
ジ
ハ
ー
ド
の
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
な
ど
し
た
自
前
の
テ
ロ
リ
ス
ト
（hom

egrow
n terrorist

）
が
、
新
し
い
深
刻
な
、
次
世
代
テ
ロ
の
問
題
だ

と
し
て
い
る
。D

A
N

A P
RIEST A

N
D W

ILLIA
M M

. A
RK

IN, T
O

P S
ECRET A

M
ERICA: T

H
E R

ISE O
F T

H
E N

EW
 A

M
ERICA

N
 S

ECU
RIT

Y S
T

A
T

E 
136

（2011

）.

（
7
）
カ
ナ
ダ
は
諜
報
を
国
家
警
察
（
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
に
長
く
行
わ
せ
て
い
た
が
、
一
九
八
四
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
カ
ナ
ダ
安
全
保
障
諜
報
局
）
を
設
置
し
、

Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
の
諜
報
権
限
を
除
去
し
て
こ
れ
に
独
占
さ
せ
て
い
る
。
富
井
幸
雄
『
憲
法
と
緊
急
事
態
法
制　

カ
ナ
ダ
の
緊
急
権
』（
日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
六
年
）
第
6
章
Ⅴ
、
参
照
。

（
8
）R

ICH
A

RD A
. P

O
SN

ER, P
REV

EN
T

IN
G S

U
RPRISE A

T
T

A
CK

S: IN
T

ELLIGEN
CE R

EFO
RM

 IN
 T

H
E W

A
K

E O
F 9/11 100

─101

（2004

）.

（
9
）JEFFREY T

. R
ICH

ELSO
N, T

H
E U

. S. IN
T

ELLIGEN
CE C

O
M

M
U

N
IT

Y 13

（6th ed. 2012

）.　

諜
報
の
タ
イ
プ
に
は
、
政
治
、
軍
事
、
科
学
技
術
、

財
政
、
経
済
、
社
会
学
的
の
六
類
型
が
あ
り
、
諜
報
の
標
的
を
、
国
際
、
地
域
、
国
内
の
三
類
型
に
整
理
し
て
い
る
。Id. at 5

─7.

（
10
）Id. at 17.

（
11
）
民
主
的
統
制
で
あ
り
、
そ
れ
は
指
揮
（direction

）
と
監
視
（oversight
）
の
二
つ
か
ら
な
る
。
指
揮
は
、
諜
報
任
務
全
般
で
の
Ｉ
Ｃ
へ
の
文

民
に
よ
る
指
導
で
あ
り
、
監
視
は
、
諜
報
活
動
の
法
枠
組
み
、
諜
報
共
同
体
組
織
、
予
算
、
人
事
の
全
て
の
審
査
が
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
で
同
定
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。T

hom
as C. Bruneau and Steven C. Boraz, Intelligence R

eform
: Balancing D

em
ocracy and E

ffectiveness, in 



一
五
〇

R
EFO

RM
IN

G IN
T

ELLIGEN
CE 1, 14

（T
hom

as C. Bruneau and Steven C. Boraz, eds., 2007

）.　

そ
こ
に
は
憲
法
の
権
力
分
立
原
理
に
基
づ

い
た
、
三
権
各
機
関
の
抑
制
と
均
衡
に
根
差
し
た
協
働
の
監
視
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
や
機
関
の
内
的
（
内
部
監
察
官
な
ど
）
及
び

外
的
（
メ
デ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
）
監
視
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
執
行
権
に
よ
る
統
制
（
大
統
領
府
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
や
命
令
）
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
す
る
。Steven C. Boraz, E

xecutive Privilege: Intelligence O
versight in the U

nited States, in id. at 27.

（
12
）John D

. N
egroponte and Edw

ard M
. W

ittenstein, U
rgency, O

pportunity, and Frustration: Im
plem

enting the Intelligence 
R

eform
 and T

errorism
 Prevention A

ct of 2004, 28 Y
A

LE L. &
 P

O
L’Y R

EV. 379

（2010

）.

（
13
）Id. at 381. M

A
RSHA

LL C
URTIS E

RW
IN, INTELLIGENCE ISSUES FOR C

ONGRESS, CRS R
EPORT FOR C

ONGRESS, A
pr. 23, 2013, C

ONGRESSIONA
L 

R
ESEA

RCH S
ERV

ICE 7
─5700, RL33539, at 1.

（
14
）Id. 

（
15
）H

arry H
ow

e Ransom
, Producing Foreign Intelligence, in N

A
T

IO
N

A
L S

ECU
RIT

Y
 A

N
D T

H
E C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N: T

H
E IM

PA
CT

 O
F T

H
E 

P
O

LIT
ICA

L S
Y

ST
EM 50, 50

─51
（George C. Edw

ard III and W
allace Earl W

alker, eds., 1989

）.

（
16
）
ロ
ー
エ
ン
タ
ー
ル
、
前
掲（
5
）書
、
二
四
五
頁
以
下
、
第
一
〇
章
「
監
視
と
説
明
責
任
」。
諜
報
の
監
視
は
大
統
領
と
共
有
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

「
議
会
は
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
政
策
を
形
成
す
る
に
当
た
り
一
貫
し
た
プ
レ
イ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
同
上
書
、
二
七
八
頁
。
監
視

に
当
た
るoversight

に
は
、
注
意
深
く
配
慮
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
と
は
真
逆
の
、
見
落
と
し
や
無
配
慮
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
議
会
や
行
政
府

は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
監
視
す
る
際
、
前
者
を
行
っ
て
後
者
を
避
け
う
る
よ
う
に
す
る
と
し
て
い
る
。
同
上
書
、
二
四
五
頁
。

（
17
）T

H
E F

ED
ERA

LIST N
o. 64, at 392

─93

（John Jay
）（Clinton Rossiter ed., 1961

）. 

な
お
、
Ａ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
＝
Ｊ
・
ジ
ェ
イ
＝
Ｊ
・
マ

デ
ィ
ソ
ン
／
齋
藤
眞
・
武
則
忠
見
訳
『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』（
福
村
出
版
、
一
九
九
一
年
）、
三
一
二
─
三
一
七
頁
（
第
六
四
篇
、
Ｊ
・
ジ
ェ

イ
）、
参
照
。

（
18
）
「
条
約
締
結
権
は
重
要
な
も
の
で
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
戦
争
や
講
和
、
そ
し
て
通
商
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は

委
任
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
最
高
次
の
安
全
保
障
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
以
上
、
公
共
の
善
に
最
も
伝
導
性
（conductive

）
の
あ

る
や
り
方
で
、
か
つ
そ
の
目
的
に
最
も
適
し
た
人
物
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
よ
う
な
モ
ー
ド
と
慎
重
さ
を
も
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

T
H

E F
ED

ERA
LIST N

o. 64, at 390

（John Jay

）（Clinton Rossiter ed., 1961
）.

（
19
）
修
正
第
三
条
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
富
井
幸
雄
「
軍
の
私
人
宅
宿
営
の
禁
止
─
合
衆
国
憲
法
修
正
第
三
条
の
意
義
」
大
東
文
化
大
学
紀
要
〈
社 



一
五
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

会
科
学
〉 

三
九
号
七
三
頁
、
二
〇
〇
一
年
。
軍
の
権
限
を
規
制
す
る
憲
法
規
定
は
こ
れ
し
か
な
い
。
も
っ
と
も
、
軍
隊
の
権
能
に
つ
い
て
は
議
会
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。U

.S. C
O

N
ST. A

rt.Ⅰ
,§

8, cls. 11

─16.　

軍
の
法
執
行
活
動
を
禁
じ
たP

ポ

ス
・
コ

ミ

テ

イ

タ

ス

法

osse
Com

itatus
A

ct

は
そ
の
例
で
あ
る
。
富
井
幸
雄
「
軍
の
警
察
活
動
の
制
約
─Posse Com

itatus

法
」
法
学
新
報
一
一
一
巻
五
・
六
号
一
六
三
頁
、
一
一
・
一
二

号
五
三
頁
、
二
〇
〇
五
年
、
参
照
。

（
20
）T

H
O

M
A

S C
O

O
LEY, T

REA
T

IES O
N

 T
H

E C
O

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L L
IM

IT
A

T
IO

N
S W

H
ICH R

EST
 U

PO
N L

EGISLA
T

IV
E P

O
W

ER O
F T

H
E S

T
A

T
ES O

F 

T
H

E A
M

ERICA
N U

N
IO

N 299

─300

（1st ed. 1868

）.　

そ
の
あ
と
で
ク
ー
リ
ー
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（one’s privacy

）
に
言
及
す
る
。Id. 

at 305.　

捜
索
押
収
の
令
状
は
犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
の
証
拠
の
存
在
に
確
信
が
あ
る
と
き
の
み
発
給
さ
れ
、
そ
の
と
き
で
さ
え
、「
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
た
だ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
何
た
る
か
は
説
明
が
な
い
。

（
21
）Boyd v. U

nited States, 116 U
.S. 616, 625

（1885

）.　

修
正
第
四
条
で
は
、
個
人
の
家
と
生
活
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
侵
害
か
ら
保
護
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。Id. at 630
．
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
や
歴
史
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
制
憲
期
の
捜
索
押
収
の
概
念
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
と

し
て
、W

ILLIA
M J. C

U
D

D
IH

Y, T
H

E F
O

U
RT

H A
M

EN
D

M
EN

T O
RIGIN

S A
N

D M
EA

N
IN

G 602

─1791

（2009

）. See also, O
T

IS H
. S

T
EPH

EN
S 

A
N

D R
ICH

A
RD A

. G
LEN

N, U
N

REA
SO

N
A

BLE S
EA

RCH
ES A

N
D S

EIZU
RES: R

IGH
T

S A
N

D L
IBERT

IES U
N

D
ER T

H
E L

A
W

 19

─61

（2006

）.　

一

四
八
五
年
以
前
に
は
不
当
な
捜
索
押
収
の
概
念
は
な
く
、
一
五
八
〇
年
か
ら
一
六
四
二
年
の
間
に
修
正
第
四
条
の
原
型
と
な
る
一
定
の
不
合
理

な
捜
索
押
収
の
パ
タ
ー
ン
が
、
漠
然
と
で
は
あ
る
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。Id. at 25, 41.　

修
正
第
四
条
の
原
理
の
歴
史
的
生
成
に
つ
い
て
、

A
khil Reed A

m
ar, Fourth A

m
endm

ent First Principles, 107 H
A

RV. L. R
EV. 757

（1994

）; W
illiam

 J. Stuntz, T
he Substantive 

O
rigins of Crim

inal Procedure, 105 Y
A

LE L.J. 393, 396

─411

（1995

）.　

連
邦
の
司
法
警
察
権
の
発
動
は
ま
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
最
初
の

一
世
紀
は
、
修
正
第
五
条
も
含
め
て
修
正
第
四
条
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。Id. at 419.　

同
論
文
は
、
な
る
ほ
ど
両
条
は
警
察
官
に
向
け
ら
れ
た

刑
事
手
続
の
原
理
で
あ
る
が
、
根
源
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
そ
の
定
義
は
議
論
し
て
い
な
い
）
の
保
護
を
基
軸
と
し
て
政
府
活
動
を
規
制
す
る
も

の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
22
）
修
正
第
四
条
に
反
し
て
収
集
さ
れ
た
証
拠
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
、
判
例
で
確
立
し
て
い
る
。W

eeks v. U
nited States, 232 U

.S. 383

（1914

）, M
app v. O

hio, 367 U
.S. 643

（1961

）.

（
23
）
最
高
裁
は
一
九
四
七
年
に
、
民
間
航
空
委
員
会
の
民
間
人
の
海
外
渡
航
の
許
可
に
関
し
て
大
統
領
の
審
査
を
経
る
と
す
る
民
間
航
空
法
の
規
定

が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
大
統
領
に
秘
密
の
情
報
管
理
権
を
認
め
て
い
る
。「
大
統
領
は
、
最
高
司
令
官
そ
し
て
外
交
に
関
す
る
国
家
機
関
の



一
五
二

両
方
と
し
て
、
利
用
で
き
る
諜
報
機
関
を
持
ち
、
そ
の
報
告
は
世
界
に
公
刊
さ
れ
な
い
し
、
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
、
関

連
す
る
情
報
な
し
に
、
執
行
権
が
適
切
に
秘
密
と
判
断
し
た
情
報
に
つ
い
て
な
し
た
行
為
を
審
査
し
、
さ
ら
に
無
効
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

で
あ
ろ
う
」。Chicago &

 Southern A
ir Lines, Inc. v. W

aterm
an S.S. Corp., 333 U

.S. 103, 111

（1947

）. 　

大
統
領
の
秘
密
の
情
報
の

管
理
権
が
正
当
化
さ
れ
る
と
、
秘
密
が
秘
密
を
生
み
、
政
策
の
執
行
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
と
諜
報
機
関
の
官
僚
組
織
の
相
乗
効
果
で
、
秘

密
指
定
権
の
裁
量
が
増
大
し
、
安
全
保
障
上
の
情
報
の
暴
露
と
い
っ
た
修
正
第
一
条
の
行
使
に
影
響
し
て
い
く
。H

eidi K
itrosser, Classified 

Inform
ation Leaks and Free Speech, 2008 U

. ILL. L. R
EV. 881, 887

─890.

（
24
）
「
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
共
同
体
（
Ｉ
Ｃ
）
は
議
会
の
第
一
級
の
調
査
に
至
る
多
く
の
事
件
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
経
験
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

調
査
は
、
多
く
の
場
合
、
既
存
の
認
め
ら
れ
て
き
た
Ｉ
Ｃ
の
行
動
を
明
確
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
制
約
を
課
す
法
律
や
執
行
命
令
に
帰
結

す
る
勧
告
を
出
し
て
い
る
」。W

illiam
 J. Lehnem

an, U
.S. Intelligence prior to 9/11 and O

bstacles to R
eform

, in B
RU

N
EA

U A
N

D
 

B
O

RA
Z, supra note 11 at 73, 73.

（
25
）Jonathan W

. Gannon, From
 E

xecutive O
rder to Judicial A

pproval: T
racing the H

istory of Surveillance of U
.S. Persons 

A
broad in Light of R

ecent T
errorism

 Investigations, 6 J. N
A

T
’L S

EC. L. &
 P

O
L’Y 59, 69

─70

（2012

）.　
二
〇
〇
八
年
改
正
前
ま
で
は
、

議
会
の
監
視
は
あ
っ
た
も
の
の
、
海
外
の
ア
メ
リ
カ
人
の
電
子
的
監
視
は
執
行
権
の
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
。Id. at 80.

（
26
）Chistopher Slobogin, Surveillance and the Constitution, 55 W

A
Y

N
E L. R

EV. 1105, 1109

（2009

）.　

後
に
み
る
よ
う
に
、
非
公
開
の

外
国
諜
報
監
視
裁
判
所
（Foreign Intelligence Surveillance Court

（FISCt

））
の
許
可
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
が
、
令
状
を
要
し
な
い
場

合
も
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
、
ア
メ
リ
カ
保
護
法
に
よ
っ
て
国
家
諜
報
長
官
（
Ｄ
Ｎ
Ｉ
）
と
法
務
長
官
が
、
監
視
が
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
国
外
に
い

る
者
に
対
す
る
も
の
と
合
理
的
に
認
め
ら
れ
、か
つ
外
国
の
諜
報
が
監
視
の
相
当
な
（significant

）
目
的
で
あ
る
な
ら
、令
状
は
不
要
と
さ
れ
た
。

Protect A
m

erica A
ct of 2007, Pub. L. N

o. 110

─55, 121 Stat. 552

（2007

）.　

こ
の
点
は
後
述
（
五
2
）
す
る
。

（
27
）Philip A

. Lacovara, Presidential Pow
er to G

ather Intelligence: T
he T

ension betw
een A

rticle II and A
m

endm
ent IV

, 40 L &
 

C
O

N
T

EM. P
RO

BS. 106

（1976

）.　

日
本
国
憲
法
三
五
条
と
修
正
第
四
条
を
比
較
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
中
山
代
志
子
「
行
政
調
査
に
お
け
る
令

状
主
義
の
適
用
範
囲
（
1
）（
2
・
完
）
─
刑
事
法
お
よ
び
米
国
憲
法
修
正
4
条
か
ら
み
た
行
政
手
続
に
関
す
る
一
考
察
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法

研
論
集
一
四
八
号
一
二
三
頁
、
一
四
九
号
二
二
五
頁
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
。

（
28
）Peter P. Sw

ire, T
he System

 of Foreign Intelligence Surveillance Law
, 73 G

EO. W
A

SH. L. R
EV. 1306, 1310

（2004

）.



一
五
三

安
全
保
障
上
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電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
29
）
修
正
第
四
条
違
反
で
収
集
さ
れ
た
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
主
張
の
適
格
は
、
被
告
の
う
ち
で
も
限
定
さ
れ
る
。A

lderm
an v. U

nited States, 
394 U

.S. 165

（1968

）.
（
30
）
本
稿
で
検
討
す
る
電
子
的
監
視
以
外
に
、
九
・
一
一
以
降
強
化
さ
れ
修
正
第
四
条
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
国
境
捜
索
が
あ

る
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
議
会
の
国
際
交
易
を
規
制
す
る
権
限
と
し
て
修
正
第
四
条
の
例
外
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
令
状
は
不
要
と
さ
れ
て
き

た
が
、
同
条
の
合
理
性
の
基
準
か
ら
の
が
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。CRS R

EPO
RT FO

R C
O

N
GRESS, P

RO
T

ECT
IN

G O
U

R 
P

ERIM
ET

ER: “B
O

RD
ER S

EA
RCH

ES” U
N

D
ER T

H
E F

O
U

RT
H A

M
EN

D
M

EN
T, M

ay 17, 2005, at 1, 6.

（
31
）
本
人
が
了
解
し
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
第
三
者
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
、
も
は
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
な

い
。
第
三
者
理
論
（T

hird-Party doctrine

）
と
い
わ
れ
る
。See, Greg N

ojeim
 and O

rin K
err, T

he D
ata Q

uestion: T
hird-Party 

Inform
ation, in P

A
T

RIO
T

S D
EBA

T
E 73

（A
m

erican Bar A
ssociation, 2012

）.

（
32
）Slobogin, supra note 26 at 1119.　

（
33
）
「
民
主
主
義
社
会
が
直
面
す
る
よ
り
悩
ま
し
い
ジ
レ
ン
マ
の
中
に
、
そ
の
領
土
と
制
度
を
保
全
す
る
こ
と
と
、
同
時
に
真
に
自
由
な
個
人
の
結
合

体
と
し
て
そ
れ
に
不
可
欠
な
自
由
の
核
を
傷
つ
け
ず
に
保
全
す
る
こ
と
の
、
そ
れ
が
あ
る
」。U

nited States v. Butenko, 494 F. 2d 593, 596

（1974

）.　

外
国
政
府
に
ア
メ
リ
カ
の
国
防
情
報
を
流
し
たconspiracy

（
陰
謀
）
の
刑
事
事
件
で
、
政
府
が
電
子
的
監
視
を
行
っ
た
こ
と
で
そ
の

情
報
の
開
示
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
34
）Jack Goldsm

ith, T
he Cyberthreat, G

overnm
ent N

etw
ork O

perations, and the Fourth A
m

endm
ent, Governm

ent Studies at 
Brookings, D

ec. 8, 2010, at 11.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
統
制
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

（
35
）N

O
RM

A
N A

BRA
M

S, A
N

T
I-T

ERRO
RISM

 A
N

D C
RIM

IN
A

L E
N

FO
RCEM

EN
T 160

（4th ed. 2012

）.　
「
テ
ロ
関
連
の
電
子
的
監
視
の
た
め
の
司

法
の
承
認
は
、
伝
統
的
な
捜
索
令
状
の
根
源
と
、
そ
う
し
た
先
見
的
な
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
捜
査
の
間
の
ど
こ
か
に
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
み
ら
れ

る
」。Id. 

（
36
）
緊
急
事
態
の
不
安
定
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、
暴
力
の
専
門
集
団
が
社
会
で
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
の
警
告
は
、
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。H

arold D
. Lassw

ell, T
he G

arrison State, 46 A
M. J. S

O
C. N

o. 4, 455, at 455, 459

（Jan. 1941

）.

（
37
）C

H
RIST

O
PH

ER S
LO

BO
GIN, P

RIV
A

CY A
T R

ISK: T
H

E N
EW

 G
O

V
ERN

M
EN

T S
U

RV
EILLA

N
CE A

N
D

 T
H

E F
O

U
RT

H A
M

EN
D

M
EN

T 3

（2007

）.

（
38
）Id. at 8

─9.　

こ
れ
に
は
、
特
定
の
人
に
絞
っ
た
（target-driven

）
取
引
監
視
と
、
特
定
の
情
報
や
状
況
に
絞
っ
た
（event-driven

）
取
引



一
五
四

監
視
が
あ
る
。Id. at 9, 12

─13.　

（
39
）
修
正
第
四
条
に
関
す
る
重
要
か
つ
著
名
な
判
例
は
、
政
府
官
吏
が
私
的
な
文
書
を
捜
索
し
た
り
、
私
的
書
類
の
提
出
を
命
じ
た
り
、
電
話
の
会

話
の
盗
聴
を
行
っ
た
り
し
た
こ
と
に
か
か
わ
る
。Stuntz, supra note 21 at 394.

（
40
）C

U
D

D
IH

Y, supra note 21 at 772.  

当
時
、
不
当
な
捜
索
押
収
の
概
念
が
今
日
の
よ
う
に
複
雑
に
な
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
不
合
理
な
捜
索
押
収
は
多
様
で
、
か
つ
同
定
で
き
る
（identifiable

）
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
41
）O

rin S. K
err, T

he Fourth A
m

endm
ent and N

ew
 T

echnologies: Constitutional M
yths and the Case for Caution, 102 M

ICH. 
L. R

EV. 801
（2003
）.　

彼
は
、
盗
聴
の
歴
史
を
四
つ
の
時
期
に
分
け
、
第
一
期
を
こ
の
禁
酒
法
の
時
代
と
し
て
い
る
（
第
二
期
は
連
邦
交
信
法

（Federal Com
m

unication A
ct

）
が
制
定
さ
れ
た
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
六
七
年
（K

カ
ッ
ツ

atz

判
決
）、
第
三
期
は
六
七
─
六
八
年
の
カ
ッ
ツ
判
決

時
代
と
連
邦
盗
聴
法
（Federal W

iretap A
ct

）
制
定
、
第
四
期
は
そ
れ
以
降
、
つ
ま
り
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
の
時
代
）。
そ
れ
以
前
は
、
修
正

第
四
条
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
少
な
く
と
も
公
刊
の
判
例
に
は
な
い
と
す
る
。Id. at 840

─41.　

K
err

は
、
新
た
な
通
信
技
術
の
発
達
に

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
さ
せ
て
い
く
の
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
立
法
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
修
正
第
四
条
は
古
典
的
な
財
産
権
保
護
の
域
を
出
て

お
ら
ず
、
能
力
的
に
も
裁
判
所
は
新
た
な
技
術
の
展
開
に
憲
法
の
み
で
対
応
し
て
い
く
の
は
困
難
だ
と
も
い
う
。

（
42
）O

lm
stead v. U

nited States, 277 U
.S. 438, 465

（1928

）（T
aft, Chief J.

）.　

五
対
四
の
僅
差
の
合
憲
判
決
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、
修
正

第
四
条
の
意
味
の
拡
大
を
否
定
し
た
一
方
で
、
議
会
が
連
邦
刑
事
司
法
上
傍
受
さ
れ
た
交
信
の
証
拠
能
力
を
制
限
す
る
立
法
を
な
す
の
は
妨
げ
な

い
と
し
て
い
る
。Id. at 466.

（
43
）Id. at 471

─485

（Brandeis, J., dissenting

）.　

こ
れ
にH
ホ
ー
ム
ズ

olm
es

判
事
が
一
部
同
調
し
て
い
る
。Id. at 469.

（
44
）Id. at 479.　

盗
聴
を
認
め
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
法
は
刑
事
法
違
反
で
あ
り
、
そ
う
し
た
手
法
を
政
府
が
と
る
、
つ
ま
り
公
の
お
金
で
悪
い
こ
と
を

す
る
刑
事
司
法
は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
す
る
。Id. at 479

─80.　

（
45
）Id. at 473.　

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
は
こ
う
警
告
す
る
。「
自
由
に
対
す
る
最
大
の
危
険
は
、
熱
意
を
持
っ
た
善
意
の
、
し
か
し
理
解
の
な
い
人
に
よ
っ

て
、
じ
わ
じ
わ
と
浸
食
し
て
く
る
こ
と
に
あ
る
」。Id. at 479.　

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
背
景
に
つ
い
て
、
宮
下
紘
「
ル
イ
ス
・

ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
─
三
四
歳
と
三
七
歳
の
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
を
つ
な
ぐ
言
葉
」
駿
河
台
法
学
二
六
巻
一
号
七
一
頁
、
二
〇
一
二
年
、

参
照
。
ス
ト
ー
ン
判
事
も
反
対
意
見
を
書
い
て
い
る
が
、
彼
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
フ
ー
バ
ー
の
元
上
司
で
あ
る
。
テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ナ
ー
／
山
田
侑
幸
訳

『
Ｆ
Ｂ
Ｉ
秘
録　

上
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
四
年
）
一
一
八
頁
。
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（
46
）
反
対
意
見
の
ブ
ラ
イ
ト
判
事
は
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
と
同
じ
考
え
だ
が
、
ホ
ー
ム
ズ
は
こ
の
点
は
慎
重
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ダ
イ

ス
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
す
で
に
説
い
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
認
識
を
背
景
に
持
っ
て
い
た
。「
進
展
す
る
文
明
化
に
付
随
し
て

生
活
が
複
雑
で
密
度
が
濃
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
世
界
か
ら
何
ら
か
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
人
は
文
化
の
影
響
を
限
定
し
て
い
く
中
で
公

表
に
は
よ
り
敏
感
に
な
っ
て
い
き
、
で
あ
る
が
ゆ
え
に
孤
独
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
個
人
に
よ
り
不
可
欠
と
な
っ
た
」。Sam

uel D
. W

arren &
 

Louis O
. Brandeis, T

he R
ight to Privacy, 4 H

A
RV. L. R

EV. 193, 196

（1890

）.

（
47
）Steven C. D

ouse, N
ote, Concept of Privacy and the Fourth A

m
endm

ent, 6 U
. M

ICH. J.L. F
O

RU
M 154, 163

（1972

）.

（
48
）Johnson v. U

nited States, 333 U
.S. 10, 13

─14

（1948

）（Jackson, J., delivering

）.

（
49
）
個
人
の
受
話
器
で
話
さ
れ
る
の
を
そ
の
ま
ま
聞
い
た
電
話
の
会
話
の
暴
露
は
、
法
（§

605

）
に
違
反
せ
ず
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
合

は
「com

m
unication

（
交
信
）」
に
も
「interception

（
傍
受
）」
に
も
当
た
ら
な
い
か
ら
だ
と
し
た
。Goldm

an v. U
nited States, 316 U

.S. 
129

（1942

）.　

壁
に
一
方
的
に
取
り
付
け
た
傍
受
装
置
を
使
用
し
た
捜
査
は
、trespass

（
侵
害
）
に
あ
た
る
か
ら
無
効
で
あ
る
と
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
内
容
を
暴
露
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、§

605

違
反
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
。Silverm

an v. U
nited States, 316 U

.S. 505

（1961

）.

（
50
）47 U

.S.C.§
605

（a

）（2000

）.

（
51
）N

ardone v. U
nited States, 302 U

.S. 379
（1934

）.

（
52
）D

A
V

ID S. K
RIS A

N
D J. D

O
U

GLA
S W

ILSO
N, N

A
T

IO
N

A
L S

ECU
RIT

Y IN
V

EST
IGA

T
IO

N
S A

N
D P

RO
SECU

T
IO

N
S§

3.2, W
est Law

 N
ext D

atabase 
 updated June 2013.　

一
九
四
二
年
、
最
高
裁
はO
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド

lm
stead

の
判
例
変
更
を
拒
否
し
て
い
る
。Goldm

an v. U
nited States, 316 U

.S. 129

（1942

）.　

隣
接
す
る
オ
フ
ィ
ス
の
会
話
を
聞
く
た
め
壁
に
盗
聴
装
置
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
物
理
的
侵
入
（physical trespass

）
も

な
い
か
ら
合
法
だ
と
し
た
。
た
だ
し
、M

マ
ー
フ
ィ
ー

urphy, S

ス
ト
ー
ン

tone, F
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
タ
ー

rankfurter

判
事
は
判
例
変
更
を
主
張
し
た
。Id. at 136.　

（
53
）
修
正
第
四
条
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
議
論
さ
れ
る
局
面
は
、
保
護
さ
れ
る
実
体
的
権
利
は
何
か
と
、
そ
う
し
た
肯
定
的
権
利
を
否
定
し
よ
う
と
す

る
行
為
は
何
か
、
の
二
つ
に
整
理
さ
れ
る
。D

ouse, supra note 47 at 156

─57.

（
54
）K
atz v. U

nited States, 389 U
.S. 347

（1967

）.　

修
正
第
四
条
の
基
本
的
な
教
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
判
事
あ
る
い
は
司
法

官
の
事
前
の
同
意
な
く
、
司
法
過
程
の
外
で
な
さ
れ
た
捜
索
は
、
そ
れ
自
体
修
正
第
四
条
の
下
で
不
合
理
で
あ
り
、
特
別
に
確
立
さ
れ
た
十
分
に

明
確
な
ご
く
わ
ず
か
な
例
外
に
の
み
服
す
る
」
と
の
原
理
で
あ
る
。Id. at 357.

（
55
）Id. at 353

（Stew
art, J., delivering

）. 

ト
レ
ス
パ
ス
・
ド
ク
ト
リ
ン
は
、
も
は
や
本
条
の
解
釈
で
は
支
配
的
た
り
え
な
い
と
し
た
。「
電
子
的



一
五
六

に
被
告
の
言
葉
を
聞
い
た
り
記
録
し
た
り
す
る
政
府
の
活
動
（
無
令
状
の
電
話
盗
聴
─
筆
者
）
は
、
彼
が
電
話
ボ
ッ
ク
ス
（telephone booth

）

を
使
用
し
て
い
る
間
、正
当
に
依
拠
し
た
（justifiably relied

）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
反
し
、し
た
が
っ
て
、修
正
第
四
条
の
意
味
で
の
「
捜
索
押
収
」

に
当
て
は
ま
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
電
子
的
装
置
が
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
壁
を
た
ま
た
ま
貫
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事

実
は
、
憲
法
上
何
の
意
味
も
持
ち
え
な
い
」。Id. 

（
56
）Id. at 360

─61

（H
arlan, J., concurring

）.　

ハ
ー
ラ
ン
は
、
敷
衍
し
て
こ
う
説
示
す
る
。
こ
の
ル
ー
ル
は
二
重
（tw

ohold

）
で
あ
る
。
一

つ
は
、
人
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
現
実
の
期
待
を
表
明
し
た
こ
と
（exhibit

）、
も
う
一
つ
は
、
か
か
る
期
待
に
社
会
が
合
理
的
と
認
識
す
る
用
意

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。Id. at 361.

（
57
）Id. at 351

─2.

（
58
）W

arden v. H
ayden, 387 U

.S. 294, 305

─7

（1967

）.　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
修
正
第
四
条
の
主
た
る
目
的
が
財
産
よ
り
も
む
し
ろ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
に
あ
る
と
認
め
、
財
産
概
念
に
依
拠
し
た
見
か
け
の
手
続
的
な
制
約
を
次
第
に
廃
棄
し
て
い
る
。
…
財
産
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
強
調

の
こ
の
シ
フ
ト
は
、
実
体
的
及
び
手
続
的
変
革
の
敏
感
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」。Id. at 304.

（
59
）Sodal v. Cook County, 506 U

.S. 56, 61

（1992

）.

（
60
）Silverm

an v. U
nited States, 316 U

.S. 505

（1961

）.

（
61
）389 U

.S., at 357, 361

（H
arlan, J., concurring

）.

（
62
）Id. at 373.

（
63
）Id. at 350

─51.

（
64
）389 U

.S., at 358.

（
65
）Id. n.23.　

（
66
）Id. at 363

─64

（W
hite, J., concurring

）.

（
67
）Id. at 359

─60

（D
ouglas, J., concurring, joined by Brennan, J.

）.

（
68
）Id. at 357.　

カ
ッ
ツ
と
同
年
の
別
の
判
例
で
は
、
公
的
利
益
が
私
人
の
利
益
を
凌
駕
す
る
場
合
は
、
修
正
第
四
条
の
令
状
と
相
当
の
理
由
の
条

項
の
「
特
別
に
確
立
さ
れ
た
例
外
」
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。Cam

ara v. M
unicipal Court, 387 U

.S. 523, 539

─540

（1967

）.

（
69
）A

than G. T
heoharis and Elizabeth M

eyer, T
he “N

ational Security” Justification for E
lectronic E

avesdropping: A
n E

lusive 



一
五
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

E
xception, 14 W

A
Y

N
E L. R

EV. 749

（1968

）.　

一
九
四
〇
年
代
を
境
に
、
外
国
の
諜
報
、
つ
ま
り
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
の
執
行
権

に
よ
る
慣
行
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
そ
れ
以
前
の
電
子
的
監
視
は
も
っ
ぱ
ら
国
内
の
刑
事
司
法
）
歴
史
や
実
務
を
重
視
す
べ
き
と

す
る
。Id. at 756.

（
70
）
「
有
線
も
し
く
は
無
線
で
伝
達
さ
れ
る
道
具
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
通
話
、
送
信
、
受
信
あ
る
い
は
サ
イ
ン
の
情
報
を
記
録
も
し
く
は
解
読
す
る

装
置
ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
」
で
、「
た
だ
し
、
い
か
な
る
会
話
の
内
容
も
そ
う
し
た
情
報
に
含
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
」。18 U

.S.C.§
3127

（3

）.

（
71
）
「
最
初
の
番
号
あ
る
い
は
そ
の
他
の
通
話
や
送
信
、
信
号
化
の
情
報
を
同
定
す
る
受
信
の
電
子
そ
の
他
の
電
波
（im

pulse

）
を
捕
捉
す
る
装
置

ま
た
は
プ
ロ
セ
ス
」
で
、「
た
だ
し
、
そ
う
し
た
情
報
は
い
か
な
る
会
話
の
内
容
も
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
」。18 U

.S.C.§
3127

（4

）.

（
72
）K

RIS A
N

D W
ILSO

N, supra note 52 at§
3.5. See also, id. n.10.

（
73
）
こ
の
こ
と
は
す
で
に
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
ら
の
古
典
的
な
論
文
が
示
唆
し
て
い
た
。
い
わ
く
、「
近
時
の
発
明
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
は
、
個
人
の
保
護

と
個
人
の
保
全
の
た
め
に
、
ク
ー
リ
ー
判
事
の
い
う
「
ひ
と
り
に
し
て
お
い
て
も
ら
う
」
権
利
を
斟
酌
さ
れ
る
次
な
る
段
階
に
注
意
を
引
く
こ
と

と
な
る
。
即
時
の
写
真
や
新
聞
業
界
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
的
生
活
を
浸
食
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
機
械
装
置
は
、「
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

の
中
で
さ
さ
や
い
た
こ
と
は
屋
根
か
ら
漏
れ
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
の
予
言
を
よ
し
と
す
る
よ
う
に
脅
か
し
て
い
る
」。W

arren and Brandeis, 
supra note 46 at 195.

（
74
）K

yllo v. U
nited States, 533 U

.S. 27, 32 n.1
（2001

）.

（
75
）Slobogin, supra note 26 at 1120.　

制
憲
者
は
「
一
般
的
な
令
状
」
に
よ
る
捜
索
を
懸
念
し
た
。Id. at 1121.

（
76
）389 U

.S., at 358 n.23.

（
77
）A

M
ERICO R. C

IN
Q

U
EGRA

N
A, T

H
E W

A
LL

（A
N

D W
IRES

）H
A

V
E E

A
RS: T

H
E B

A
CK

GRO
U

N
D A

N
D F

IRST T
EN Y

EA
RS O

F T
H

E F
O

REIGN 
IN

T
ELLIGEN

CE S
U

RV
EILLA

N
CE A

CT
 O

F 1978, 801

（1989
）.　

こ
う
し
た
議
会
の
委
譲
的
な
（deferential

）
態
度
が
、
司
法
の
審
査
な
く
執
行

権
に
電
子
的
監
視
を
行
わ
せ
、
こ
の
分
野
を
占
領
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
。Id. See also, id. n.40.　

次
に
見
る
一
九
七
二
年
のK

キ
ー
ス

eith

判
決
の

時
点
で
も
、
国
内
の
安
全
保
障
の
領
域
で
の
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
行
為
も
議
会
は
と
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。Id. at 803.　

（
78
）U

nited States v. U
nited States D

istrict Courts, 407 U
.S. 297

（1972
）.　

一
方
当
事
者
が
ミ
シ
ガ
ン
の
連
邦
地
裁
判
事K

キ
ー
ス

eith

で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、K

キ
ー
ス

eith

事
件
と
も
い
わ
れ
る
。
法
廷
意
見
を
書
い
たP

パ
ウ
エ
ル

ow
ell

最
高
裁
判
事
は
、
冒
頭
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
面
前

に
あ
る
論
点
は
、
わ
れ
わ
れ
人
民
と
彼
ら
の
政
府
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
事
前
の
司
法
の
承
認
な
く
安
全
保
障
に
関
し
て
国
内
の
電
子
的
監
視



一
五
八

が
授
権
さ
れ
、
法
務
長
官
を
介
し
て
行
動
す
る
、
大
統
領
の
権
限
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
大
統
領
は
、
議
会
か

ら
の
指
針
あ
る
い
は
本
法
廷
の
決
定
的
な
判
例
な
く
、
そ
う
し
た
権
限
を
認
め
て
き
た
。
本
件
は
最
初
に
こ
の
問
題
を
持
ち
込
ん
だ
。
そ
の
解
決

は
国
家
的
関
心
事
項
で
あ
り
、
違
法
な
政
府
転
覆
や
攻
撃
か
ら
自
ら
を
防
衛
す
る
政
府
の
権
利
と
、
不
当
な
政
府
の
侵
入
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
保
全
す
る
市
民
の
権
利
の
両
方
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
が
要
求
さ
れ
た
」。Id. at 299.

（
79
）T

itle III of the O
m

nibus Crim
e Control and Safe Streets A

ct, 18 U
.S.C.§§

2510

─2520.

（
80
）Trevor W

. M
orrison, T

he Story of United States v. United States District Court

（K
eith

）: T
he Surveillance Power, in P

RESIDENTIA
L 

P
O

W
ER S

T
O

RIES 287, 290

（Christopher H
. Schroeder and Curtis A

. Bradley, eds., 2009

）.

（
81
）P

ET
ER M

. S
H

A
N

E A
N

D H
A

RO
LD H

. B
RU

FF, T
H

E L
A

W
 O

F P
RESID

EN
T

IA
L P

O
W

ERS 488

（1988

）.　

そ
の
メ
モ
い
わ
く
、「
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
わ
れ

わ
れ
の
国
益
に
最
も
伝
導
的
な
や
り
方
で
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
が
、
法
務
省
の
解
釈
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
そ
の
重
要
な
諜
報
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
、国
内
の
安
全
保
障
と
国
益
を
考
量
す
る
こ
と
は
至
上
で
あ
る（param

ount

）。
し
た
が
っ

て
、
国
益
に
お
い
て
こ
の
技
術
を
使
う
無
制
限
の
強
制
力
が
あ
る
」。Id. 

（
82
）
カ
ッ
ツ
が
オ
ー
プ
ン
に
さ
せ
た
問
題
は
、「
司
法
官
憲
に
よ
る
事
前
の
授
権
以
外
の
防
御
が
、
国
家
安
全
保
障
を
含
む
状
況
で
修
正
第
四
条
を
満

足
さ
せ
る
か
」
で
あ
る
。389 U

.S., at 358 n.23.

（
83
）N

ew
 Y

ork T
im

es Co. v. U
nited States, 403 U

.S. 713, 728

（Stew
art, J., concurring

）.

（
84
）
「
情
報
に
関
す
る
秘
密
は
」、
大
統
領
の
外
交
権
の
適
切
な
行
使
に
高
度
に
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
。U

nited States v. Curtiss-W
right 

Corp., 299 U
.S. 304, 320

（1936

）.

（
85
）407 U

.S., at 321.　
「
い
く
つ
か
の
付
加
的
な
負
担
が
法
務
長
官
に
課
せ
ら
れ
よ
う
が
、
そ
う
し
た
不
便
さ
は
憲
法
価
値
を
守
る
自
由
な
社
会
で

は
正
当
化
さ
れ
る
」。Id. 

一
方
で
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。「
政
府
た
る
も
の
そ
の
最
も
基
本
的
な
機
能
は
、
個
人
と
そ
の
財
産
の
保
全
を
提
供
す
る

こ
と
だ
と
は
よ
く
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
政
府
が
機
能
し
人
民
の
保
全
を
維
持
さ
せ
る
自
身
の
能
力
を
防
御
し
な
け
れ
ば
、
社
会
そ
の
も
の

は
非
常
な
無
秩
序
と
な
り
、
す
べ
て
の
権
利
も
自
由
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」。Id. at 312.

（
86
）P

パ
ウ
エ
ル

ow
ell

は
保
守
的
で
、
盗
聴
に
も
好
意
的
で
あ
り
、
レ
ー
キ
ス
ト
と
と
も
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
最
高
裁
判
事
に
任
命
さ
れ
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
が
、
上
院
の
任
命
の
公
聴
会
で
は
安
全
保
障
と
盗
聴
の
問
題
は
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
。T

racey M
aclin, T

he Bush 
A

dm
inistration’s T

errorist Surveillance Program
 and the Fourth A

m
endm

ent’s W
arrant R

equirem
ent: Lessons from

 Justice 



一
五
九

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

Pow
ell and the K

eith Case, 41 U
.C. D

A
V

IS L. R
EV. 1259, 1278

（2008

）.　

も
っ
と
も
、政
府
の
犯
罪
捜
査
に
は
信
頼
を
置
い
て
お
り
、キ
ー

ス
事
件
で
上
告
の
準
備
中
で
あ
っ
た
訴
訟
当
事
者
に
あ
っ
て
、
パ
ウ
エ
ル
の
最
高
最
判
事
就
任
は
政
府
に
と
っ
て
は
良
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
キ
ー
ス

判
事
側
に
と
っ
て
は
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
。M

orrison, supra note 80 at 305.

（
87
）U

nited States v. Sinclair, 321 F.Supp. 1074

（E.D
. M

ich. 1971

）.　

キ
ー
ス
は
外
国
の
諜
報
と
国
内
の
そ
れ
を
わ
け
、「
完
全
な
国
内
の

情
況
に
あ
っ
て
は
、
修
正
第
四
条
の
令
状
の
要
請
か
ら
安
全
保
障
が
免
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
た
。Id. at 1079

─1080.

（
88
）U

nited States v. U
nited Stattes D

istrict Court, 444 F.2d 651

（6th Cir. 1971

）.　

キ
ー
ス
判
事
と
同
じ
考
え
で
政
府
の
主
張
を
退
け

て
い
る
。「
政
府
は
、
大
統
領
、
法
務
長
官
、
あ
る
い
は
連
邦
法
執
行
官
を
本
件
に
お
い
て
修
正
第
四
条
の
制
約
か
ら
免
除
さ
せ
る
成
文
法
の
文
言

を
、
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
に
も
制
定
法
に
も
判
例
に
も
何
一
つ
示
し
て
い
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
も
見
出
せ
な
い
」。Id. at 665.

（
89
）407 U

.S., at 303.

（
90
）Id. at 309 n.8.　

（
91
）P

ET
ER M

. S
H

A
N

E A
N

D H
A

RO
LD H

. B
RU

FF, S
EPA

RA
T

IO
N O

F P
O

W
ERS: C

A
SES A

N
D M

A
T

ERIA
LS 702

（3rd. ed. 2011

）.

（
92
）
「
政
治
的
反
対
へ
の
危
険
は
、
政
府
が
「
国
内
の
安
全
（dom

estic security

）」
を
保
護
す
る
権
力
と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
曖
昧
な
概
念
の
下

で
行
動
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
先
鋭
（acute

）
化
す
る
。
国
内
の
安
全
の
利
益
を
定
義
す
る
困
難
が
与
件
と
な
っ
て
、
か
か
る
利
益
を
保
護

す
る
た
め
に
行
動
す
る
濫
用
の
危
険
は
明
白
に
な
る
」。407 U

.S., at 314.

（
93
）Id. at 308

─310.

（
94
）Id. at 313.　

（
95
）Id. at 314

─15.

（
96
）Id. at 315.

（
97
）Id. at 316

─17.　

（
98
）Id. at 320.　

D

ダ
グ
ラ
ス

ouglas

の
補
足
意
見
は
、
国
内
の
安
全
保
障
は
修
正
第
四
条
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
、
修
正
第
四
条
は
官
憲
の
あ
ら
ゆ
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
侵
入
か
ら
の
公
的
な
防
波
堤
と
な
る
と
強
調
す
る
。Id. at 324
─333.　

W

ホ
ワ
イ
ト

hite

判
事
は
、
政
府
の
行
為
は
法
（§

2511

）
違
反
で

あ
り
、
憲
法
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。Id. at 336

─37.　

多
数
意
見
が
当
該
電
子
的
監
視
は
違
憲
で
あ
る
と
憲
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
と
ら
え

る
の
に
対
し
、ホ
ワ
イ
ト
は
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
が
こ
の
点
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
か
ら
、大
統
領
の
電
子
的
監
視
は
違
法
と
、制
定
法
レ
ヴ
ェ



一
六
〇

ル
で
と
ら
え
て
い
る
。

（
99
）Id. at 318.　

そ
う
し
た
例
外
が
認
め
ら
れ
て
も
、「
警
察
官
は
、
実
践
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
い
つ
で
も
、
令
状
手
続
を
通
し
て
捜
索
押
収
の
司

法
的
承
認
を
先
ん
じ
て
得
る
」（T

erry v. O
hio, 392 U

.S. 1, 20

（1968

））
と
の
原
理
を
確
認
す
る
。Id. 

（
100
）Id. at 318

─321.　
「
国
内
の
安
全
保
障
の
監
視
に
適
用
さ
れ
る
特
別
の
情
況
は
、
令
状
主
義
に
さ
ら
な
る
例
外
を
要
す
る
。
…
こ
う
し
た
監
視

は
一
次
的
に
転
覆
勢
力
に
関
す
る
諜
報
の
収
集
と
維
持
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
、
特
別
の
刑
事
訴
追
の
た
め
の
証
拠
収
集
の
試
み
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
監
視
は
、
進
行
中
の
諜
報
情
報
の
収
集
で
は
な
く
、
刑
事
活
動
の
捜
査
を
支
配
す
べ
く
確
立
さ
れ
た
伝
統
的
な
令

状
主
義
に
服
す
る
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
」。Id. at 318

─19.　

（
101
）Id. at 320.　

安
全
保
障
案
件
は
司
法
的
評
価
に
は
繊
細
か
つ
複
雑
す
ぎ
て
手
に
余
る
と
の
政
府
の
主
張
も
認
め
て
い
な
い
。Id. 

（
102
）Id. at 321

─324.　

（
103
）Id. at 322

─23.

（
104
）R

O
BERT M

. P
A

LLIT
T

O A
N

D W
ILLIA

M G. W
EA

V
ER, P

RESID
EN

T
IA

L S
ECRECY A

N
D T

H
E L

A
W

 165

（2005

）.　

彼
は
辞
任
の
一
年
前
、「
国

内
の
安
全
保
障
事
案
で
は
、
大
統
領
は
初
め
に
捜
索
令
状
を
と
る
こ
と
な
く
、
盗
聴
を
授
権
す
る
権
限
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。Id. 

（
105
）Id.　

も
っ
と
も
、
Ｆ
Ｄ
Ｒ
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
ま
で
の
歴
代
大
統
領
で
比
較
し
て
み
る
と
、
電
話
盗
聴
の
合
計
が
七
百
、
そ
の
年
平
均
一
二
二
で
最

低
で
、
最
大
の
ト
ル
ー
マ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
、
二
七
二
四
、
三
六
三
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
て
み
て
も
、
極
小
と
い
え
る
。Id. at T

able 5.1.

（
106
）U

nited States v. T
ruong D

inh H
ung, 629 F.2d 908, 913

（4th Cir. 1980

）.　

ア
メ
リ
カ
政
府
の
極
秘
情
報
を
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
に
送
っ
た
と
し
て
、
ス
パ
イ
行
為
（espionage

）
と
そ
の
教
唆
に
問
わ
れ
た
刑
事
事
件
で
、
い
く
つ
か
の
証
拠
が
無
令
状
で
の
捜
索
押
収
に
基

づ
く
と
し
て
、
問
題
と
な
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領
と
法
務
長
官
の
命
令
で
か
か
る
捜
査
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
審
は
、
執
行
権
は
捜
査
が

主
に
（prim
arily

）
外
国
の
諜
報
の
捜
査
で
あ
る
か
ぎ
り
、無
令
状
で
行
え
る
と
判
断
し
て
い
た
。Id.　

第
四
控
訴
裁
判
所
が
こ
れ
を
支
持
し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
高
裁
の
判
断
は
な
い
が
、
同
審
は
キ
ー
ス
を
類
推
す
る
と
し
た
。Id.　

捜
査
の
主
目
的
が
外
国
の
諜
報
で
あ
る
か
の
テ
ス

ト
を
設
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
事
訴
追
の
目
的
と
な
っ
た
時
点
で
無
令
状
捜
査
の
証
拠
は
採
用
さ
れ
な
い
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
事
件
は

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
制
定
（
一
九
七
八
年
）
さ
れ
る
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
107
）Id. at 913

─4.

（
108
）
「
大
統
領
の
こ
の
領
域
で
の
憲
法
上
の
特
権
」
か
ら
、
ま
た
権
力
分
立
上
外
国
諜
報
監
視
は
外
交
権
を
有
す
る
大
統
領
の
主
た
る
責
務
で
あ
る
こ



一
六
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

と
か
ら
、
帰
結
さ
れ
る
。Id. at 912, 914.　

こ
の
「
令
状
要
請
の
外
国
諜
報
へ
の
例
外
」
は
「
外
国
権
力
、
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
し
く
は
協
働

者
」
が
か
か
わ
る
事
例
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。Id. at 912, 915.

（
109
）407 U

.S., at 322.  

こ
れ
は
近
時
の
最
高
裁
判
例
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
、「
な
る
ほ
ど
、
キ
ー
ス
判
決
は
外
国
権
力
の
活
動
に
関
す

る
大
統
領
の
監
視
権
限
の
射
程
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
判
断
も
明
白
に
関
わ
ら
な
い
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
暗
黙
に
、
外
国
諜
報
の
監
視
の

特
別
な
枠
組
み
は
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
」。Clapper v. A

m
nesty International U

SA
, 133 S. Ct. 1138, 1143

（2013

）.  

キ
ー
ス
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。 

（
110
）U

nited States v. Brow
n, 484 F. 2d 418, 425

─26

（5th Cir. 1973

）.　

キ
ー
ス
は
、
国
内
の
安
全
保
障
に
は
大
統
領
は
令
状
を
要
す
る
と

し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
下
級
審
が
判
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
外
交
の
文
脈
で
の
安
全
保
障
で
は
、
大
統
領
に
は
憲
法
上
の
義
務
が
あ
る
と
し

た
。「
国
内
で
の
安
全
保
障
の
事
案
で
適
切
で
あ
る
大
統
領
権
へ
の
制
約
は
、
国
際
の
領
域
の
文
脈
で
は
作
り
物
で
し
か
な
い
（artificial

）」。Id. 
at 426.

（
111
）U

nited States v. Butenko, 494 F.2d 593

（3rd Cir. 1974

）.

（
112
）Id. at 608.　
「
外
交
の
責
務
に
お
け
る
大
統
領
の
重
要
性
は
、
裁
判
所
が
こ
の
領
域
で
大
統
領
権
限
に
制
約
を
置
く
の
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、

最
高
の
注
意
を
以
て
行
動
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
」。Id.　

（
113
）U

nited States v. Buck, 548 F.2d 871
（9th. Cir. 1977

）, cert. denied, 434 U
.S. 890

（1977

）.　

第
三
控
訴
裁
判
所
で
も
、
外
国
の
諜
報

の
情
報
を
得
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
無
令
状
の
電
子
的
監
視
は
合
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。U

nited States v. Butenko, 494 F.2d 
593

（3rd Cir. 1974

）（en banc

）, cert. denied sub nom
. Ivanov v. U

nited States, 419 U
.S. 881

（1974

）.

（
114
）Zw

eibon v. M
itchell, 516 F.2d 594

（D
.C. Cir. 1975

）, cert.denied, 425 U
.S. 944

（1976

）.　

Ｄ
Ｃ
控
訴
裁
判
所
は
、
外
国
の
諜
報
監
視

を
含
む
す
べ
て
の
執
行
権
に
よ
る
監
視
に
は
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
を
適
用
す
る
の
が
憲
法
の
精
神
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
事
前
の
令
状
を
要
す
る

と
し
た
。
本
件
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
ソ
連
の
施
設
に
対
し
て
暴
力
活
動
の
疑
い
の
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
防
衛
連
盟
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
無
令
状
で
電
子
的

監
視
を
な
し
た
こ
と
へ
の
損
害
賠
償
事
件
で
、
外
国
権
力
の
諜
報
情
報
収
集
で
の
電
子
的
監
視
事
案
で
は
な
い
。「
緊
急
事
態
で
な
い
限
り
、
無
令

状
の
全
て
の
電
子
的
監
視
は
不
合
理
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
違
憲
で
あ
る
」。516 F.2d, at 614.　

（
115
）N

ational T
reasury Em

ployees U
nion v. V

on Raab, 489 U
.S. 656, 665

─66
（1989

）.　

政
府
の
特
別
の
必
要
を
認
め
、
通
常
の
令
状
と

相
当
の
理
由
の
要
請
か
ら
逸
脱
す
る
の
は
正
当
化
さ
れ
る
と
し
た
。



一
六
二

（
116
）Id. at 675 n.3.　

あ
る
下
級
審
の
判
断
（U

nited States v. Edw
ards, 498 F.2d 496, 500

（2.d Cir. 1974

））
を
引
用
し
て
い
る
。「
危
険

が
大
型
航
空
機
を
乗
っ
取
る
あ
る
い
は
吹
っ
飛
ば
す
の
に
固
有
の
何
百
も
の
生
命
と
何
百
万
ド
ル
も
の
財
産
に
及
ぶ
と
き
、
そ
の
危
険
は
そ
れ
だ

け
で
合
理
性
の
テ
ス
ト
を
満
た
す
」。

（
117
）
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
は
建
国
時
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
隠
密
に
外
国
の
諜
報
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｒ
に
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
大
統

領
の
権
限
と
し
て
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
な
ど
の
諜
報
機
関
に
無
令
状
で
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
富
井
幸
雄
「
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
安
全
保
障
請
求
状
（N

ational 
Security Letters

）」
法
学
会
雑
誌
五
五
巻
一
号
三
七
頁
、
五
〇
─
五
三
頁
、
二
〇
一
四
年
。

（
118
）D

aniel J. Solove, T
he First A

m
endm

ent as Crim
inal Procedure, 82 N

.Y
.U

. L. R
EV. 112

（2007

）.　

そ
の
基
本
認
識
は
「
政
府
の

情
報
収
集
を
規
制
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
に
、
修
正
第
一
条
に
は
教
義
的
、
歴
史
的
、
そ
し
て
規
範
的
な
基
盤
が
存
在
す
る
」
こ
と
で
あ

る
。Id. at 116.　

修
正
第
四
条
や
第
五
条
で
救
え
な
い
部
分
が
修
正
第
一
条
の
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
憲
法
的
刑
事
訴
訟
の
基
盤
を
形

成
す
る
と
す
る
。

（
119
）407 U

.S., at 313

─14.

（
120
）
キ
ー
ス
判
決
の
憲
法
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
い
ま
だ
健
在
で
、
国
内
の
監
視
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
無
令
状
の
電
子

的
監
視
と
い
う
一
般
的
ト
ピ
ッ
ク
で
、
今
な
お
最
高
裁
の
最
重
要
な
言
明
で
あ
る
」。M

orrison, supra note 80 at 325.

（
121
）S

H
A

N
E A

N
D B

RU
FF, supra note 91 at 736

─737. See also, C
IN

Q
U

EGRA
N

A, supra note 77 at 806.　

（
122
）D

avid Everett Colcon, Speaking T
ruth to Pow

er: Intelligence O
versight in an Im

perfect W
orld, 137 U

. P
A. L. R

EV. 571, 
587

（1988

）.　

も
っ
と
も
、
一
般
的
に
は
憲
法
が
列
挙
す
る
議
会
の
権
限
規
定
か
ら
執
行
権
の
広
い
監
視
権
が
導
き
出
さ
れ
る
。Id. at 590.

（
123
）
南
米
の
国
家
へ
の
秘
密
裏
の
軍
事
支
援
や
、
国
内
に
関
し
て
は
共
産
主
義
者
か
ら
始
ま
っ
て
反
政
府
的
な
人
物
や
公
民
権
運
動
家
な
ど
へ
の
諜

報
が
暴
露
さ
れ
る
。

（
124
）50 U
.S.C.§

1801 et seq.（1982

）.　

同
法
に
つ
い
て
、
邦
文
の
文
献
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
細
は
触
れ
な
い
。
岡
本
篤
尚
『《
九
・
一
一
》

の
衝
撃
と
ア
メ
リ
カ
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
法
制
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
）。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
愛
国
者
法
に
よ
る
改
正
に
つ
い
て
、
同
書
第
五

章
で
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
そ
の
前
後
の
外
国
諜
報
活
動
法
の
歴
史
に
つ
い
て
、See, Sw

ire, supra note 28 ; S
H

A
N

E 
A

N
D B

RU
FF, supra note 91 at 702

─708.　

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
に
も
依
拠
し
な
が
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
ポ
イ
ン
ト
の
み
触
れ
て
お
く
。

（
125
）P

A
LLIT

T
O A

N
D W

EA
V

ER, supra note 104 at 170.



一
六
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
126
）S

H
A

N
E A

N
D B

RU
FF, supra note 81 at 499.

（
127
）C

IN
Q

U
EGRA

N
A, supra note 77 at 793, 794.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
「
立
法
府
と
執
行
府
の
間
の
厳
し
い
戦
い
の
妥
協
で
あ
っ
た
」。D

iane 
Carraw

ay Piette and Jesselyn Radack, Piercing the “H
istorical M

ists”: T
he People and E

vents behind the Passage of FISA
 

and the Creation of the “W
all”, 17 S

T
A

N. L. &
 P

O
L ’Y R

EV. 437, 441

（2006

）.

（
128
）
必
要
適
切
条
項
（
一
条
八
節
一
八
項
）
に
よ
っ
て
大
統
領
の
外
交
権
を
制
限
で
き
る
け
れ
ど
も
、
大
統
領
の
外
交
目
的
は
妨
げ
て
は
な
ら
な
い

と
の
説
（Prakash and Ram

sey

）
も
あ
る
。
上
院
の
司
法
委
員
会
は
、「
本
法
は
、
司
法
長
官
が
同
意
す
る
よ
う
に
、
以
下
の
理
解
に
基
づ

く
。
な
る
ほ
ど
、
大
統
領
は
外
国
の
諜
報
の
目
的
で
無
令
状
の
監
視
を
授
権
す
る
固
有
の
憲
法
上
の
権
限
を
有
し
て
い
る
。
だ
と
し
て
も
、
議
会

は
、
外
国
の
諜
報
の
監
視
を
支
配
す
る
合
理
的
な
令
状
の
手
続
を
立
法
化
す
る
こ
と
で
、
こ
の
権
限
の
行
使
を
規
制
す
る
権
限
を
有
す
る
」
と

す
る
。S

H
A

N
E A

N
D B

RU
FF, supra note 91 at 702.　

大
統
領
の
固
有
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
、
判
例
に
も
逆
行
す
る
と
し
て
、
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ａ
そ
の
も
の
を
違
憲
と
す
る
者
が
あ
る
。Robert F. T

urner, First Principles: A
re Judicial and Legislative O

versight of N
SA

 
Constitutional? 14 E

N
GA

GE 84
（2003

）.

（
129
）S

H
A

N
E A

N
D

 B
RU

FF, supra note 81 at 501.　

（
130
）
執
行
権
の
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
の
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
、
ス
カ
リ
ア
Ｄ
Ｃ
控
訴
裁
判
所
判
事
（
当
時
。
現
在
最
高
裁
判
事
）
は
、
こ
の
集
団

が
外
国
の
革
命
家
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
る
の
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
の
例
外
と
な
る
安
全
保
障
上
の
正
当
化
事
由

を
は
っ
き
り
提
供
し
て
い
る
と
、
広
く
と
ら
え
て
い
る
。Ellsburg v. M

itchell, 807 F.2d 204, 207

（D
.C. Cir. 1986

）.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
定
前
の

事
案
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
司
法
実
務
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。P

A
LLIT

T
O A

N
D W

EA
V

ER, supra note 104 at 188.

（
131
）50 U

.S.C.§§
1881b

（a

）, 1881c

（a

）.  

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
は
ア
メ
リ
カ
市
民
と
永
住
者
は
も
ち
ろ
ん
、
法
人
化
さ
れ
て
い
な
い

（unincorporated

）
相
当
数
の
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
な
る
結
社
（associations

）
も
含
ま
れ
る
。50 U

.S.C.§
1801

（i

）.

（
132
）50 U
.S.C. §

1802

（a

）（1

）（2

）（3

）（4

）.

（
133
）50 U

.S.C. §
1802

（b

）, §
1804

（a

）.

（
134
）
法
務
長
官
の
判
断
以
外
に
以
下
の
三
つ
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
許
可
な
く
電
子
的
監
視
お
よ
び
物
理
的
捜
索
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

ｔ
が
許
可
す
る
七
二
時
間
前
の
緊
急
の
監
視
捜
索
（50 U

.S.C.§
1805

（f

）,§
1824

（e
））。
第
二
は
電
子
的
監
視
に
関
し
て
の
み
で
テ
ス
ト
や
訓

練 

（50 U
.S.C.§

1805

（g

））。
第
三
は
議
会
が
宣
戦
し
て
か
ら
一
五
日
間
（50 U

.S.C.§
1811

（
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
大
統
領
が
授
権
）、50 



一
六
四

U
.S.C. §

1829

（
身
体
検
査
））。

（
135
）50 U

.S.C.§§
1804

─1805, 50 U
.S.C.§§

1823

─1824.
（
136
）P

A
LLIT

T
O A

N
D W

EA
V

ER, supra note 104 at 174

─75.

（
137
）Pub. L. 103

─359, T
itle V

III,§
807

（a

）（3

）, 108 Stat. 3444

（1994

）, 50 U
.S.C.§

1821

（5

）（2012

）.　

こ
れ
に
も
最
小
限
化
手
続

（m
inim

ization procedure

）
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。§

1821

（4

）.

（
138
）50 U

.S.C. §
1861

（b

）（2

）（A

）.

（
139
）50 U

.S.C.A
.§

1801

（h

）（1

）,§
1805

（a

）（4

）.　

最
小
限
化
手
続
は
、
通
例
、
特
定
の
交
信
が
収
集
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
共
有
さ
れ
る
情
況
に

基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
、
合
憲
性
担
保
や
統
制
の
機
能
を
果
た
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。「
法
務
長
官
に
よ
っ
て
採
択

さ
れ
る
特
別
の
手
続
で
あ
り
、
特
定
の
監
視
の
目
的
と
技
術
に
関
し
て
、
外
国
の
諜
報
情
報
を
獲
得
し
、
生
産
し
、
流
布
さ
せ
る
ア
メ
リ
カ
の
必

要
性
に
合
致
し
、
同
意
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
人
に
は
公
に
は
利
用
で
き
な
い
情
報
の
取
得
と
保
持
を
最
小
限
に
し
、
そ
の
流
布
を
禁
じ
る
よ
う
、

合
理
的
に
企
図
さ
れ
た
も
の
」。50 U

.S.C.A
.§

1801

（h

）（1

）（2012

）.

（
140
）50 U

.S.C.A
.§

1804

（a

）（7

）（B
）─（C
）,§

1805

（a

）（5

）.　

ア
メ
リ
カ
市
民
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
の
は
、
彼
（
女
）
が
何
ら
か
の
ア
メ
リ
カ

刑
事
法
の
事
犯
に
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。D

avid S. K
ris, T

he R
ise and Fall of the FISA

 W
all, 17 S

T
A

N. L. &
 P

O
L ’Y R

EV. 487, 
492

（2006

）.

（
141
）
議
会
に
と
っ
て
当
初
か
ら
の
難
題
は
、
安
全
保
障
目
的
の
電
子
的
監
視
の
要
請
を
承
認
す
る
の
に
連
邦
司
法
判
事
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
事
案
は
事
件
争
訟
性
を
満
た
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
司
法
の
監
視
を
置
く
の
は
司
法
権
の
根

本
的
意
図
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肯
定
さ
れ
た
。C

IN
Q

U
EGRA

N
A, supra note 77 at 808.　

（
142
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
や
同
控
訴
裁
判
所
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
）
はA

rticleⅢ
（
憲
法
三
条
）
裁
判
所
、
つ
ま
り
司
法
裁
判
所
で
あ
る
が
、
そ
の
判
事
は
上
院

の
同
意
に
基
づ
い
て
大
統
領
が
任
じ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
任
命
方
法
に
は
改
正
の
動
き
も
出
て
い
る
。V

IV
IA

N S. C
H

U, R
EFO

RM 
O

F T
H

E F
O

REIGN IN
T

ELLIGEN
CE S

U
RV

EILLA
N

CE C
O

U
RT

（FISC
）: S

ELECT
IO

N
 O

F JU
D

GES, C
O

N
GRESSIO

N
A

L R
ESEA

RCH S
ERV

ICE, M
ay 

7, 2014, R43534.　

（
143
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
判
事
は
政
府
の
情
報
の
正
確
さ
の
み
を
審
査
し
、
監
視
や
政
府
の
ス
パ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
切
さ
を
審
査
し
て
判
断
す
る

道
具
が
不
足
し
て
い
る
と
、
そ
の
首
席
判
事R

ウ

ォ

ル

ト

ン

eggie
B.W

alton

は
述
べ
て
い
る
。Carol D

. Leoning, Court: A
bility to police U

.S. 



一
六
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

spying program
 lim

ited, W
A

SH. P
O

ST, A
ug. 15, 2013, http://w

w
w

.w
ashingtonpost.com

/politics<last visited A
ug. 22, 2013>

平
均
し
て
二
日
半
の
割
合
で
複
雑
な
一
件
の
令
状
申
請
を
審
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
か
ら
も
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。P

A
LLIT

T
O

 

A
N

D W
EA

V
ER, supra note 104 at 175.  

国
内
の
電
子
的
監
視
の
管
理
に
は
驚
く
べ
き
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
の
評
価
も
あ
る
。Elizabeth 

Rindkoff Parker and Bryan Pate, R
ethinking Judicial O

versight of Intelligence, in B
RU

N
EA

U A
N

D B
O

RA
Z, supra note 11 at 51, 

66.

（
144
）
人
権
や
市
民
的
利
益
を
代
表
し
て
政
府
に
対
抗
さ
せ
る
公
的
代
理
人
（public advocate

）
の
創
設
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
判
事
全
員
の
陪
席
を
要
求

す
る
こ
と
で
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
申
請
の
司
法
審
査
の
総
計
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
判
事
選
任
制
度
の
見
直
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
関
す
る
意
見
の
さ
ら
な
る
公

開
な
ど
が
主
な
提
案
で
あ
る
。JA

RED C
O

LE A
N

D A
N

D
REW

 N
O

LA
N, R

EFO
RM O

F T
H

E F
O

REIGN IN
T

ELLIGEN
CE S

U
RV

EILLA
N

CE C
O

U
RT

S: 
A

 B
RIEF O

V
ERV

IEW
, CRS, M

ar. 31, 2014, R43451.

（
145
）T

he Foreign Intelligence Surveillance Court, http://w
w

w
.w

ashingtonpost.com
/politics/the-foreign-intelligence-surveillance-

court/2013　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
法
務
長
官
に
毎
年
議
会
（
各
院
の
諜
報
委
員
会
）
に
半
年
ご
と
に
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
適
用
例
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。50 U

.S.C.§
1808

（a

）（b

）.　

制
定
当
初
の
一
〇
年
間
は
、
合
計
で
四
二
七
八
件
の
申
請
と
四
二
九
三
件
の
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

C
IN

Q
U

EGRA
N

A, supra note 77 at 814
─15.

（
146
）U

nited States v. T
ruong D

inh H
ung, 629 F.2d 908, 915

（4th Cir. 1980

）.　

主
要
な
目
的
テ
ス
ト
と
い
わ
れ
る
。

（
147
）50 U

.S.C.A
. §

1804

（a

）（7

）（B

）（W
est. 2003

）.

（
148
）50 U

.S.C.A
. §

1806

（k

）（I

）（W
est. 2003

）.

（
149
）
ト
ゥ
ル
ー
オ
ン
は
、
主
要
な
目
的
テ
ス
ト
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
な
い
か
ら
、
外
国
諜
報
の
み
と
い
っ
た
唯
一
（sole

）
テ
ス
ト
を
取
る

べ
き
と
の
主
張
に
対
し
て
、
確
か
に
対
象
と
さ
れ
る
人
は
刑
事
訴
追
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
唯
一
テ
ス
ト
だ
と
執
行
権
は
外
国
諜

報
の
情
報
収
集
に
常
に
令
状
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
外
国
諜
報
分
野
で
の
執
行
権
の
必
要
性
と
責
務
に
適
切
な
考
慮
を
払
わ
な
い

こ
と
に
な
る
と
す
る
。629 F.2d, at 915

─16.

（
150
）In re Sealed Case, 310 F.3d 717

（Foreign Int. Surv. Ct. Rev. 2002
）.   

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
で
の
審
理
は

非
公
開
で
秘
密
を
原
則
と
す
る
か
ら
、
当
事
者
名
は
明
か
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
151
）Id. at 738

─40.　

タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
で
の
令
状
の
要
件
と
比
較
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
判
事
が
執
行
権
の
手
続
を
現
実
に
問



一
六
六

題
視
す
る
権
限
を
持
た
な
い
な
ら
、
こ
の
判
断
は
疑
問
で
、
本
判
決
は
執
行
権
に
過
度
な
権
限
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
み
な

ら
ず
権
力
分
立
上
も
問
題
だ
と
す
る
。N

ote, Constitutional Law
-Fourth A

m
endm

ent-Foreign Intelligence Surveillance Court of 
R

eview
 H

olds that Prosecutors M
ay Spy on A

m
erican A

gents of Foreign Pow
ers w

ithout a W
arrant, 116 H

A
RV. L. R

EV. 2246, 
2253

（2003

）.

（
152
）310 F.3d, at 741, 745

─46.

（
153
）Id. at 727.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
立
法
経
緯
を
検
証
し
て
い
る
。
委
員
会
の
報
告
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
本
会
議
の
討
論
（floor debate

）
は
明
確
で
、

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
案
は
法
執
行
と
諜
報
の
伝
統
的
な
バ
リ
ア
を
壊
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
際
テ
ロ
と
の
戦
い
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
外
国
諜
報

の
広
範
な
定
義
に
刑
事
捜
査
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
た
め
だ
と
の
議
論
に
注
目
し
て
い
る
。

（
154
）T

urner, supra note 128 at 84.

（
155
）W

illiam
 Funk, E

lectronic Surveillance of T
errorism

: T
he Intelligence/Law

 E
nforcem

ent D
ilem

m
a—

A
 H

istory, 11 L
EW

IS &
 

 C
LA

RK L. R
EV. 1099, 1106

（2007
）.

（
156
）W

eeks v. U
nited States, 232 U

.S. 383

（1914

）.　

こ
こ
で
は
私
有
財
産
の
保
護
が
修
正
第
四
条
の
核
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
違

法
な
財
産
剥
奪
に
対
す
る
救
済
に
利
用
で
き
る
面
が
あ
っ
た
か
ら
と
も
い
え
る
。W

arden v. H
ayden, 387 U

.S. 294, 304

（1966

）.

（
157
）
主
要
な
目
的
テ
ス
ト
と
さ
れ
る
。「
監
視
は
刑
事
捜
査
が
主
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
通
常
の
相
当
な
理
由
（probable cause

）
の
決
定

を
な
す
の
に
完
全
な
権
限
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
重
要
な
こ
と
に
、
政
府
が
刑
事
訴
追
の
た
め
の
基
盤
を
主
に
形
作
ろ
う
と
し
て

い
る
と
き
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
が
前
面
に
出
て
き
て
、
政
府
の
外
交
政
策
の
関
心
は
後
退
す
る
か
ら
で
あ
る
」。629 F. 2d, at 915.

（
158
）K

ris, supra note 140 at 487

─8, 499.

（
159
）http://w
w

w
.fas.org/irp/agency/doj/fisa/1995procs.htm

l  

こ
の
背
景
や
制
定
過
程
に
つ
い
て
、Piette and Radack, supra note 

127 at 467

─478 ; K
ris, supra note 140 at 499

─506.　

一
九
九
四
年
のA

Ａ

・

エ

イ

ム

ズ

ldrich
A

m
es

事
件
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
防
諜
部
員
が
一
九
八
五
年
か
ら
ス

パ
イ
活
動
を
し
て
い
た
）
で
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ
や
法
務
省
内
で
の
法
執
行
・
司
法
警
察
部
門
と
安
全
保
障
諜
報
部
門
と
の
度
を
超
え
た
交
流
へ
の
反
省
が

大
き
い
。

（
160
）Piette and Radack, supra note 127 at 478. K

ris, supra note 140 at 499.　
K

ris

は
壁
の
歴
史
を
七
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
詳
細
に
分

析
し
て
い
る
。Id. at 499

─518.　

本
節
の
以
下
の
記
述
は
こ
れ
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。



一
六
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
161
）
「
壁
は
、
一
九
九
五
年
に
法
務
省
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
手
続
に
基
づ
い
て
、
連
邦
法
執
行
官
吏
と
諜
報
官
吏
が
お
互
い
に
情
報
を
調
整
し
、
助

言
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
」。Cedric Logan, T

he FISA
 W

all and Federal Investigation, 4 N
.Y

.U
. J. L. 

&
 L

IB. 209, 222

（2009

）.　

こ
こ
に
主
要
な
目
的
テ
ス
ト
が
成
文
化
さ
れ
た
。Id. at 229.

（
162
）50 U

.S.C.§§
1806

（k

）（1

）, 1825

（k

）（1

）.

（
163
）310 F.3d, at 733

─34.　
「
外
国
の
諜
報
の
情
報
を
得
る
べ
く
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
監
視
を
立
ち
上
げ
、
実
施
し
、
継
続
し
、
あ
る
い
は
拡
大
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
諜
報
部
員
に
助
言
す
る
刑
事
検
察
官
の
能
力
を
、
た
と
え
そ
う
し
た
情
報
が
外
国
の
諜
報
の
犯
罪
の
証
拠
を
含
む
と

し
て
も
、
制
限
さ
れ
る
」
と
の
解
釈
に
は
、「
い
か
な
る
根
拠
も
な
い
（no basis

）」。Id. But see, Funk, supra note 155 at 1123.　

い
わ

く
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
立
法
経
緯
や
趣
意
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
決
し
て
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
に
と
っ
て
替
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
明
白
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
。

（
164
）
必
要
な
免
許
な
く
中
国
に
軍
事
技
術
を
提
供
し
た
こ
と
が
輸
出
統
制
法
に
反
す
る
と
さ
れ
た
刑
事
事
件
で
、
こ
の
情
報
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
基
づ
い

て
収
集
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
事
件
に
証
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
、「
主
要
な
目
的
」
要
件
の
修
正
第
四
条
に
反
し
な
い
か
が
争

わ
れ
た
。U

nited States v. N
ing W

en, 477 F.3d 896

（7th Cir. 2007

）.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
「
相
当
な
理
由
」
と
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
は
外

国
の
機
関
が
法
律
に
違
反
し
て
い
る
か
の
相
当
な
理
由
を
判
断
す
る
必
要
は
な
い
。
修
正
第
四
条
は
排
除
ル
ー
ル
に
は
よ
き
根
拠
た
り
え
な
い
と

し
、
相
当
な
理
由
の
あ
る
外
国
機
関
と
の
傍
受
で
取
得
さ
れ
た
国
内
犯
罪
の
証
拠
は
、
国
内
の
事
犯
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
刑
事
訴
追
に
使
用
さ
れ
う
る
と
し
た
。See also, U

nited States v. D
uggan, 743 F. 2d 59

（2d Cir. 1984

）.

（
165
）310 F.3d, at 723, 731, 736.　

証
拠
収
集
が
可
能
な
犯
罪
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の§

1801

（a

）─（e

）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
166
）
「
壁
そ
れ
自
体
は
捜
索
監
視
活
動
へ
の
決
定
的
な
制
約
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
法
執
行
官
吏
を
諜
報
捜
査
か
ら
離
し
て
お
く
こ
と
で
政
府
が
履
行

す
る
順
応
性
の
あ
る
（m

alleable

）
要
件
で
あ
る
」。K

ris, supra note 140 at 518.　

 

（
167
）Id. at 520. But see, Funk, supra note 155 at 1136

─1139.　
Funk

は
、
壁
は
主
要
目
的
を
掲
げ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
も
と
も
と
の
趣
旨
で
あ

り
、
政
府
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
取
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
横
た
わ
る
諜
報
／
法
執
行
の
二
分
法
（dichotom

y

）
に
は
長
い
伝
統
が
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ａ
は
こ
れ
を
単
純
に
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
壁
の
消
去
あ
る
い
は
変
更
は
、
刑
事
司
法
の
証
拠
収
集
に
広
範
な
侵
害
的
捜
査
手
法
を

認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
。

（
168
）
「
壁
を
再
建
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
安
全
保
障
機
関
が
起
こ
し
得
る
濫
用
と
外
国
の
脅
威
か
ら
ア
メ
リ
カ
人
を
安
全
に
さ
せ
な
く
な
る
」。



一
六
八

K
ris, supra note 140 at 529. But see, Logan, supra note 161 at 250.　

裁
判
所
も
法
務
省
も
、
壁
あ
る
い
は
主
要
な
目
的
テ
ス
ト
が
憲
法

上
の
要
請
と
み
て
い
た
と
分
析
し
て
い
る
。

（
169
）P

A
LLIT

T
O

 A
N

D W
EA

V
ER, supra note 104 at 185.

（
170
）Sm

ith v. M
aryland, 442 U

.S. 735

（1979

）.

（
171
）Id. at 742

─744.　
「
電
話
使
用
者
は
典
型
的
に
電
話
会
社
に
番
号
情
報
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
電
話
会
社
は
こ
の

情
報
を
記
録
す
る
設
備
を
持
っ
て
お
り
、
電
話
会
社
は
事
実
、
多
様
な
正
当
の
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
こ
の
情
報
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
」。Id. 

at 743.　

こ
れ
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。See, e.g., U

nited States v. Reed, 575 F.3d 900, 914

（9th Cir. 2009

）.　

い
わ
ゆ
る
第
三
者
の
法

理
で
あ
り
、
学
説
に
は
批
判
も
強
い
。
肯
定
的
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、O

rin S. K
err, T

he Case for the T
hird Party D

octrine, 107 
M

ICH. L. R
EV. 561

（2009
）.

（
172
）E

DW
A

RD C. L
IU, A

NDREW N
OLA

N A
ND R

ICHA
RD M

. T
HOM

PSONⅡ
, O

VERVIEW OF C
O

NSTITUTIO
NA

L C
HA

LLENGES TO NSA
 C

OLLECTION 
A

CT
IV

IT
IES A

N
D R

ECEN
T D

EV
ELO

PM
EN

T, CRS R43459, A
pr. 1, 2014. at 6.

（
173
）18 U

.S.C.§§
3121

─27

（2000
）.

（
174
）K

yllo v. U
. S., 121 S. Ct. 2038

（2001
）（Scalia, J., delivering

）.

（
175
）Id. at 2043.

（
176
）Id. at 2047

（Stevens, J., dissenting

）.

（
177
）U

.S. v. Jones, 132 S. Ct. 945

（2012

）（Scalia, J., delivering

）.

（
178
）Id. at 949.　

同
条
は
財
産
を
保
護
し
ト
レ
ス
パ
ス
に
か
か
わ
る
が
、カ
ッ
ツ
で
と
ら
れ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
判
断
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。

Id. at 950.　

な
お
こ
の
判
決
の
邦
文
紹
介
と
し
て
、［2013

］
ア
メ
リ
カ
法
（356

）。

（
179
）O

lm
stead v. U

nited States, 277 U
.S. 438, 472

（Brandeis, J., dissenting

）.

（
180
）533 U

.S., at 29.

（
181
）Id. at 31.　

（
182
）Id. at 34.　

興
味
深
い
の
は
、originalism

（
原
意
主
義
）、
そ
れ
も
憲
法
の
文
言
は
制
憲
時
に
通
常
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
意

味
と
な
る
と
の
立
場
のS

ス
カ
リ
ア

calia

が
、
当
時
は
そ
う
し
た
技
術
が
な
か
っ
た
こ
と
で
本
件
に
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
適
用
し
得
ず
、
物
理
的
侵
入



一
六
九

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（physical intrusion

）
の
意
味
を
現
代
的
状
況
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。Law
rence Rosenthal, O

riginalism
 in Practice, 87 IN

D. 
L.J. 1183, 1208

（2012

）.  

こ
の
論
文
は
、originalism

を
も
と
も
と
期
待
さ
れ
た
適
用
と
語
義
的
原
意
主
義
に
整
理
し
て
、
現
代
で
は
非
原
意

主
義
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

（
183
）132 S. Ct.,, at 951

─52. See also, Spencer S. Cady, N
ote, R

econciling Privacy w
ith Progress: Fourth A

m
endm

ent Protection of 
E

-M
ail Sored w

ith and Sent through a T
hird-party Internet Service Provider, 61 D

RA
K

E L. R
EV. 225, 239

（2012

）.　

ジ
ョ
ー
ン

ズ
判
決
で
最
高
裁
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
設
定
と
使
用
は
一
八
世
紀
的
な
意
味
で
の
捜
索
に
当
た
る
か
の
類
推
に
は
関
係
が
な
い
と
し
た
う
え
で
、「
新
た

な
捜
査
の
方
法
が
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
よ
う
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
最
低
限
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
が
修
正
第
四
条
の
原
意
内
の
捜

索
を
構
成
し
た
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
。132 S. Ct., at 950 n.3.

（
184
）S

T
EPH

EN B
REY

ER, A
CT

IV
E D

U
T

Y: IN
T

ERPRET
IN

G O
U

R D
EM

O
CRA

T
IC C

O
N

ST
IT

U
T

IO
N 66

（2005

）.　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
、「
彼
ま
た
は
彼

女
に
つ
い
て
他
人
が
知
る
よ
う
に
な
り
う
る
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
個
人
の
力
」
と
定
義
し
て
い
る
。

（
185
）T

hom
as K

 Clancy, W
hat does the Fourth A

m
endm

ent Protect, Property, Privacy, or Security?  33 W
A

K
E F

O
REST L. R

EV. 
307

（1988

）.

（
186
）
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
テ
ス
ト
は
修
正
第
四
条
法
の
際
た
る
ミ
ス
テ
リ
ー
で
あ
る
」。O

rin S. K
err, Four M

odels of Fourth 
A

m
endm

ent Protection, 60 S
T

A
N. L. R

EV. 503, 504 

（2008

）.　

K

ケ

ア

err

は
こ
の
テ
ス
ト
に
、
な
に
が
憲
法
上
合
理
的
で
あ
る
か
を
示
す
類
型

と
し
て
、
蓋
然
性
（probabilistic

）
モ
デ
ル
（
分
別
あ
る
人
が
自
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
維
持
す
る
も
の
と
あ
ら
か
じ
め
思
っ
て
い
る
機
会
で
判

断
）、
私
的
事
実
（private facts

）
モ
デ
ル
（
政
府
が
集
め
る
情
報
に
着
目
し
、
そ
の
情
報
が
憲
法
上
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
し
て
保
護
さ
れ
る
価
値

が
あ
る
か
で
判
断
）、
実
体
法
モ
デ
ル
（
政
府
の
行
為
を
規
制
す
る
実
体
法
が
あ
る
か
で
判
断
）、
政
策
モ
デ
ル
（
警
察
の
行
為
が
令
状
を
要
す
る

と
す
べ
き
か
の
政
策
的
見
地
か
ら
判
断
）
の
四
つ
が
存
在
し
、
混
淆
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。Id. at 508, 512, 516, 519.　

（
187
）389 U
.S., at 353.

（
188
）
特
別
の
必
要
性
の
法
理
に
つ
い
て
は
以
下
に
基
づ
く
。Goldsm

ith, supra note 34 at 12.

（
189
）Cassidy v. Chertoff, 471 F.3d 67

（2d. Cir. 2006

）.　

こ
の
時
の
判
事
が
現
最
高
裁
判
事
のS

ソ
ト
マ
イ
ヤ
ー

otom
ayor

で
あ
る
。

（
190
）In re D

irectives Pursuant to Section 508 of the Foreign Intelligence Surveillance A
ct, 551 F.3d 1004

（Foreign Int. 
Surv. Ct. Rev. 2008

）.



一
七
〇

（
191
）
政
府
が
ア
メ
リ
カ
国
外
に
「
合
理
的
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
外
国
諜
報
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
監
視
す
る
の
に
令
状
の
要
請
を
廃
止
し
た
も

の
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
改
正
法
（T

he FISA
 A

m
endm

ents A
ct of 2008

）
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
第
七
章
の
ア
メ
リ
カ
保
護
法
の
多
く
の
規
定
を
再
授
権
し

た
。
こ
の
点
は
本
稿
五
で
検
討
す
る
。

（
192
）551 F. 3d, at 1011.　

（
193
）Id. at 1013.　

防
御
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
手
続
、
侵
害
を
最
小
限
に
す
る
（m

inim
ization

）
手
続
、
監
視
の
有
意
な
目
的

（significant
）
が
外
国
の
諜
報
の
情
報
の
獲
得
に
あ
る
こ
と
を
確
保
さ
せ
る
手
続
、
大
統
領
命
令
（
Ｅ
Ｏ
1 

2 

3 

3 

3
）
に
編
入
さ
れ
た
手
続
、
認

証
の
根
拠
と
な
るaffi

davit

（
宣
誓
供
述
書
）
で
示
さ
れ
た
手
続
の
、
少
な
く
と
も
五
つ
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

（
194
）In re Sealed Case, 310 F.3d 717, 745

─6

（Foreign Int. Surv. Ct. Rev. 2002

）.

（
195
）City of Indianapolis v. Edm

ond, 531 U
.S. 32

（2000

）.

（
196
）N

ew
 Jersey v. T

.L.O
., 469 U

.S. 325, 358

（1985

）（Brennan, J., dissenting

）.　

 

（
197
）M

acW
ade v. K

elly, 460 F. 3d 260
（2d Cir. 2006

）. See also, Crim
inal Law

-Fourth A
m

endm
ent, 120 H

A
RV. L. R

EV. 635

（2006

）.　

同

裁
判
所
は
特
別
の
必
要
性
の
法
理
で
の
衡
量
に
四
つ
の
テ
ス
ト
を
設
け
た
。
第
一
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
抑
止
の
政
府
利
益
は
差
し
迫
っ
た
実
質
的
な

も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
地
下
鉄
の
乗
客
は
客
観
的
に
も
主
観
的
に
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待
を
十
分
に
享
受
し
て
い
る
。
第
三
に
、

地
下
鉄
の
捜
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
期
待
に
最
小
限
の
制
約
し
か
も
た
ら
な
さ
な
い
。
第
四
に
、
地
下
鉄
の
テ
ロ
攻
撃
を
効
果

的
に
抑
止
す
る
の
に
合
理
的
な
手
法
で
あ
る
。Id. at 637

─38.

（
198
）Goldsm

ith, supra note 34 at 14.　

彼
は
そ
れ
以
外
に
も
時
限
立
法
な
ど
統
制
の
手
法
を
提
案
し
て
い
る
。Id. at 14

─16.

（
199
）Laura K

. D
onohue, A

nglo-A
m

erican Privacy and Surveillance, 96 J. C
RIM. L. &

 C
RIM

IN
O

LO
GY 1059, 1072

（2006

）.　

長
大
な
こ

の
論
稿
で
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
安
全
保
障
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
を
法
的
に
分
析
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
制
度
へ
の
改
革
を
提
言
し
て

い
る
。

（
200
）A
m

ar, supra note 21 at 770

─71

（1994

）.　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
令
状
は
執
行
権
の
裁
量
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
さ
ら
に
制
憲
当
時

は
、
司
法
官
に
対
す
る
不
信
も
相
当
で
あ
っ
た
と
す
る
。A

ア
マ
ー

m
ar

は
、
令
状
主
義
で
は
な
く
合
理
性
の
統
制
に
着
目
（
こ
れ
が
第
一
の
原
理
と
い

う
こ
と
か
）
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
れ
は
常
識
の
合
理
性
で
は
な
く
、
憲
法
上
で
の
合
理
性
で
あ
る
と
い
う
。「
修
正
第
四
条
は
は
っ
き
り
と
、

手
続
的
は
も
ち
ろ
ん
、
実
体
的
な
不
公
平
さ
（unfairness

）
を
語
っ
て
お
り
、
合
理
的
と
非
合
理
的
の
政
府
の
政
策
を
区
別
す
る
必
要
性
を
公
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七
一

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

然
と
主
張
し
て
い
る
」。Id. at 811.

（
201
）
前
掲
注（
17
）。

（
202
）Zw

eibon v. M
itchell, 516 F. 2d 594, 601

（1975

）. See also, Glenn Sulm
asy and John Y

oo, K
atz and the W

ar on T
errorism

, 
41 U

.C. D
A

V
IS L. R

EV. 1219, 1248

（2008

）.　

ウ
オ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
の
後
、
政
府
の
諜
報
活
動
を
洗
い
ざ
ら
い
追
及
し
た
チ
ャ
ー
チ

委
員
会
（U

.S. Senate Select Com
m

ittee to Study Governm
ental O

perations w
ith Respect to Intelligence A

ctivities

）
も
、 

「
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
諜
報
機
関
は
司
法
令
状
の
恩
恵
な
し
に
ア
メ
リ
カ
人
を
し
ば
し
ば
盗
聴
し
て
き
た
」
と
し
て
、
そ
こ
に
は
議
員
や
反
政

府
活
動
家
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。IN

T
ELLIGEN

CE A
CT

IV
IT

IES A
N

D T
H

E R
IGH

T
S O

F A
M

ERICA
N

S, F
IN

A
L R

EPO
RT O

F T
H

E S
ELECT 

C
O

M
M

IT
T

EE T
O S

T
U

D
Y G

O
V

ERN
M

EN
T

A
L O

PERA
T

IO
N, B

O
O

K II, 94
th C

O
N

G. 2d. Sess., R
EP 94

─755, 1976, at 12.  

Ｆ
Ｄ
Ｒ
の
一
九
四
〇

年
の
メ
モ
は
、
議
会
の
制
約
を
受
け
な
い
で
安
全
保
障
の
た
め
の
電
子
的
監
視
を
行
う
執
行
権
の
権
限
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。K

RIS A
N

D 
W

ILSO
N, supra note 52 at§

3.3.　

戦
後
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
受
け
継
が
れ
、
国
家
転
覆
活
動
の
疑
い
の
あ
る
者
へ
の
傍
受
に
ま
で
拡
大
さ

せ
た
。Id.　

そ
の
後
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
と
き
は
、
通
信
傍
受
を
安
全
保
障
目
的
に
限
定
し
、
か
つ
事
前
に
法
務
長
官
の
承
認
を
経
る
こ
と
と

し
た
。
こ
の
間
、
こ
う
し
た
措
置
が
修
正
第
四
条
や
連
邦
交
信
法
に
反
す
る
と
し
た
判
例
は
な
い
。Id. at§

3.4.　

（
203
）
大
統
領
の
ス
ト
防
止
の
た
め
の
鉄
鋼
所
国
有
化
措
置
が
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
判
例
で
、
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
の
解
釈
に
つ
い
て
三
つ
の

類
型
を
示
し
た
。
第
三
類
型
は
「
大
統
領
が
議
会
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
意
思
に
矛
盾
す
る
措
置
を
取
る
時
、
そ
の
権
限
は
最
低
網
（low

est 
w

eb

）
と
な
り
、
そ
の
事
項
に
関
す
る
議
会
の
憲
法
上
の
権
限
を
引
い
た
自
ら
の
憲
法
上
の
権
限
の
み
に
依
拠
で
き
る
」
と
の
公
式
で
あ
る
。

Y
oungstow

n Sheet &
 T

ube Co. v Saw
yer, 343 U

.S. 579, 635

─637

（1952

）.  

こ
れ
に
つ
い
て
、
富
井
幸
雄
「
軍
権
と
行
政
権
」
比
較
憲

法
学
研
究
二
一
号
二
五
頁
、
四
〇
頁
、
二
〇
〇
九
年
、
参
照
。

（
204
）H

eidi K
itrosser, It Cam

e from
 beneath the T

w
ilight Zone: W

iretapping and A
rticle II Im

perialism
, 88 T

EX. L. R
EV. 1401

（2010

）.　

K

キ
ト
ロ
ッ
サ
ー

itrosser

は
排
他
的
大
統
領
権
者
で
は
な
く
、
諜
報
で
の
電
子
的
監
視
は
憲
法
上
、
議
会
の
立
法
に
服
す
る
と
の
立
場
か
ら
、
議
会

や
裁
判
所
で
今
や
優
勢
と
な
っ
て
い
る
排
他
的
大
統
領
権
者
が
制
憲
後
の
運
用
の
歴
史
を
根
拠
と
し
て
い
る
議
論
を
論
難
す
る
。

（
205
）C &

 S. A
ir Lines v. W

aterm
an, S. S. Corp., 333 U

.S. 103, 111

（1948
）（Jackson, J., delivering

）.　

行
政
訴
訟
を
認
め
た
民
事
航
空

法
（Civil A

eronautics A
ct

）
の
規
定
は
、
大
統
領
の
権
限
で
あ
る
外
国
の
航
空
運
輸
に
従
事
す
る
ア
メ
リ
カ
市
民
の
許
認
可
命
令
に
は
適
用

さ
れ
な
い
と
し
た
。「
裁
判
所
は
、
執
行
権
の
秘
密
を
考
量
す
る
た
め
に
イ
ン
・
カ
メ
ラ
で
審
理
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
か
り
に
裁
判
所
が
完
全



一
七
二

な
開
示
を
要
求
で
き
た
と
し
て
も
、
外
交
政
策
に
関
す
る
執
行
決
定
の
性
質
は
ま
さ
に
政
治
的
で
あ
っ
て
、
司
法
的
で
は
な
い
」。Id. 

（
206
）
規
約
の
順
守
や
衛
生
管
理
の
点
検
の
た
め
に
、
市
職
員
の
住
宅
へ
の
定
期
的
な
無
令
状
で
の
立
ち
入
り
を
認
め
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
者
に
刑
事

罰
を
科
す
条
例
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
。Cam

ara v. M
unicipal Court of the City and County of San Francisco, 387 U

.S. 523
（1966
）.　

最
高
裁
は
、
修
正
第
四
条
が
「
政
府
の
官
憲
に
よ
る
無
節
操
な
侵
害
か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
保
全
を
守
る
目
的
で
あ
る
」
と
し

（Id. at 528

）、
家
所
有
者
の
財
産
権
そ
の
も
の
が
保
護
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
行
政
上
の
目
的
で
あ
っ
て
も
修
正
第
四
条
が
保
護
し
た
権
利
の

重
大
な
侵
害
で
あ
り
、
特
に
緊
急
事
態
で
な
け
れ
ば
、
令
状
が
必
要
と
な
る
と
し
た
。Id. at 539

（W
hite, J., delivering

）.

（
207
）O

rin S. K
err, T

he M
odest R

ole of the W
arrant Clause in N

ational Security Investigations, 88 T
EX. L. R

EV. 1669, 1669

（2010

）.

（
208
）Id. at 1680.

（
209
）
こ
れ
に
は
、
⒜
令
状
を
要
求
す
る
と
す
る
も
、
令
状
の
要
件
は
不
明
の
ま
ま
に
し
て
お
く
、
⒝
既
存
の
確
立
し
た
制
定
法
の
令
状
制
度
が
憲
法

上
の
手
本
を
満
た
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る
、
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
す
る
。Id. at 1679

─80.　

キ
ー
ス
は
前
者
で
あ
る
。

（
210
）Id. at 1684.

（
211
）M

aclin, supra note 86 at 1317.　

し
た
が
っ
て
、
政
府
が
テ
ロ
監
視
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
令
状
主
義
が
適
用
さ
れ
な
い
と
の
主
張
は
説
得
力
を

欠
く
と
す
る
。Id. at 1318.

（
212
）A

U
D

IT O
F T

H
E D

EPA
RT

M
EN

T O
F JU

ST
ICE ’S IM

PLEM
EN

T
A

T
IO

N O
F A

N
D C

O
M

PLIA
N

CE W
IT

H C
ERT

A
IN C

LA
SSIFICA

T
IO

N R
EQ

U
IREM

EN
T

S, 
U

.S. D
EPT. O

F JU
ST

ICE, O
FIICE O

F T
H

E IN
SPECT

O
R G

EN
ERA

L 23

（2013

）.

（
213
）JA

RED P. C
O

LE, D
ISCLO

SU
RE O

F FISA
 O

PIN
IO

N
S-S

ELECT
ED L

EGA
L ISSU

ES, C
O

N
GRESSIO

N
A

L R
ESEA

RCH S
ERV

ICE, CRS 7

─5700, 
R43404, Feb. 24, 2014.

（
214
）
秘
密
指
定
（confidential, secret, top secret

）
に
は
執
行
権
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
議
会
や
裁
判
所
が
ど
こ
ま
で
介
入
で
き
る

か
は
明
確
で
は
な
い
。
一
九
七
四
年
の
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ａ
（
情
報
公
開
法
）
改
正
後
、
裁
判
所
は
執
行
権
に
委
譲
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
が
、

立
法
で
始
審
的
（de novo

）
を
可
能
に
す
る
の
は
憲
法
上
問
題
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。N

ote, K
eeping Secrets: Congress, the Courts, 

and N
ational Security Inform

ation, 103 H
A

RV. L. R
EV. 906

（1997
）.

（
215
）U

nited States v. Sm
ith, 321 F. Supp. 424, 429

（C.D
. Cal. 1971

）. See also, U
nited States v. Sinclair, 321 F. Supp. 1074, 1080

（E.D
. M

ich. 1971

）.



一
七
三

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
216
）W

illiam
 C. Banks and M

. E. Bow
m

an, E
xecutive A

uthority for N
ational Security Surveillance, 50 A

M. U
. L. R

EV. 1, 19

─31

（2000

）.
（
217
）Peter E. Q

uint, T
he Separation of Pow

ers under N
ixon: R

eflections on Constitutional liberties and the R
ule of Law

, 1981 
D

U
K

E L.J. 1, at 23 n.101.　

海
外
の
諜
報
と
い
っ
て
も
政
治
目
的
で
な
さ
れ
る
（
例
え
ば
共
産
主
義
思
想
の
動
向
な
ど
）
こ
と
が
少
な
く
な
く
、

海
外
に
か
こ
つ
け
て
国
内
の
そ
う
し
た
配
慮
に
押
さ
れ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 N

ote, Foreign Security Surveillance and the Fourth 
A

m
endm

ent, 87 H
A

RV. L. R
EV. 976, 987

─88

（1974

）.

（
218
）Sulm

asy and Y
oo, supra note 202 at 1229

─1230.

（
219
）Banks and Bow

m
an, supra note 216 at 18.　

（
220
）W

ashington to Col. Elias D
ayton, July 26, 1777, in 8 W

RIT
IN

GS O
F G

EO
RGE W

A
SH

IN
GT

O
N 478

─9

（John C. Fitzpatrick ed. 
1935

）.

（
221
）F

ED
ERA

LIST N
O. 64, at 434

─35
（John Jay

）（Jacob E. Cooke, ed. 1961

）.　

前
掲
注（
17
）。
ジ
ェ
イ
の
こ
の
言
明
は
条
約
締
結
の
プ
ロ

セ
ス
で
の
執
行
権
の
秘
密
の
特
権
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
広
く
執
行
権
の
秘
密
の
諜
報
権
能
の
正
当
化
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。

Ransom
, supra note 15 at 52

─53.

（
222
）Robert F. T

urner, Constitutional and International Law
 Im

plications of E
xecutive O

rder 13440 Interpreting Com
m

on 
A

rticle 3 of the 1949 G
eneva Conventions, Prepared statem

ent before Select Com
m

, on Intelligence U
. S. Senate, Sep. 25, 

2007, at 13.　

大
統
領
と
議
会
で
最
強
の
諜
報
機
関
を
創
設
し
て
い
く
こ
と
で
争
い
が
生
じ
た
こ
と
は
な
く
、
主
た
る
公
的
論
争
も
生
じ
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、「
立
憲
シ
ス
テ
ム
は
諜
報
機
能
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
」
と
さ
れ
る
。Ransom

, supra note 15 at 68

─69.

（
223
）
前
掲
注（
202
）。　

（
224
）
「
諜
報
収
集
は
大
統
領
が
（
効
率
的
な
防
衛
）
を
遂
行
し
う
る
不
可
欠
の
道
具
で
あ
る
。
憲
法
条
文
と
構
造
か
ら
黙
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
安
全
保

障
の
決
定
は
し
ば
し
ば
、
議
会
よ
り
も
む
し
ろ
大
統
領
を
特
徴
づ
け
る
行
動
に
、
目
的
と
精
力
の
統
一
を
必
要
と
す
る
実
践
的
な
考
慮
に
よ
っ
て

裏
付
け
ら
れ
る
」。Sulm

asy and Y
oo, supra note 202 at 1237.

（
225
）Id. at 1239, 1248.　
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
執
行
権
に
令
状
を
も
ら
う
よ
う
裁
判
所
に
行
く
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
点
で
、
妥
協
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
、
執
行
府
（Executive Branch

）
は
判
事
か
ら
許
可
を
も
ら
う
必
要
は
な
く
、
安
全
保
障
の
理
由
で
捜
索
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
…



一
七
四

（
執
行
権
寄
り
の
こ
う
し
た
考
え
方
は
）、
執
行
権
が
司
法
権
よ
り
安
全
保
障
の
要
請
を
よ
り
よ
く
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
ま
た
、
大

統
領
は
安
全
保
障
の
憲
法
上
の
義
務
を
有
す
る
か
ら
、
裁
判
所
は
令
状
な
し
の
諜
報
の
捜
索
を
行
う
大
統
領
の
権
限
を
制
限
し
よ
う
と
す
べ
き
で

は
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
」。Id. at 1239.

（
226
）
「
多
く
の
安
全
保
障
法
は
手
続
で
あ
る
」
と
し
て
電
子
的
監
視
法
制
に
言
及
す
る
。JA

M
ES E. B

A
K

ER, IN
 T

H
E C

O
M

M
O

N D
EFEN

SE: 
N

A
T

IO
N

A
L S

ECU
RIT

Y L
A

W
 FO

R P
ERILO

U
S T

IM
ES 23

（2007

）.

（
227
）
同
法
の
制
定
経
緯
や
論
点
に
つ
い
て
、
富
井
幸
雄
『
海
外
派
兵
と
議
会
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
）
第
Ⅳ
章
、
参
照
。

（
228
）Q

uint, supra note 217 at 25.　

な
おQ

ク
ィ
ン
ト

uint

は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
と
っ
た
執
行
権
の
行
為
に
は
、
自
ら
が
一
般
的
規
範
を
定
立
す
る
も
の
と
、

立
法
な
く
し
て
憲
法
上
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
の
二
つ
が
あ
る
と
し
、
と
も
に
違
憲
で
あ
っ
て
、
立
法
の
授
権
を
要
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
司

法
の
積
極
性
を
主
張
す
る
。
キ
ー
ス
は
後
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
229
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
安
全
保
障
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
立
法
だ
と
評
価
す
る
者
と
し
て
、Ira S. Shapiro, T

he Foreign 
Intelligence Surveillance A

ct: Legislative Balancing of national Security and the Fourth A
m

endm
ent, 15 H

A
RV. J. O

N L
EGIS. 

119

（1978

）.

（
230
）M

aclin, supra note 86.　

キ
ー
ス
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
と
す
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
違
反
の
恐
れ
も
あ
り
う
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
合
衆
国
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
テ
ロ
リ
ス
ト
に
は
無
令
状
で
電
子
的
監
視
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
大
統
領

側
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
の
適
合
性
は
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
で
あ
る
か
ら
議
論
す
る
に
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。Id. at 1302

─3.

（
231
）Id. at 1293. A

CLU
 v. N

SA
, 493 F. 3d 644, 648

（6th Cir. 2007

）.　

Ｔ
Ｓ
Ｐ
が
修
正
第
四
条
に
違
反
し
て
い
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
裁

判
所
は
、
原
告
は
Ｔ
Ｓ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
た
と
実
証
し
て
い
な
い
の
で
原
告
適
格
を
欠
く
と
し
て
、
憲
法
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

行
政
手
続
法
の
行
政
処
分
（agency action

）
を
争
っ
て
は
い
な
い
と
し
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
本
件
盗
聴
に
タ
イ
ト
ル
・
ス
リ
ー
は
適
用
さ
れ

な
い
と
し
、
不
適
用
の
要
件
を
四
つ
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
外
国
諜
報
活
動
に
従
事
し
て
い
る
②
他
に
適
用
さ
れ
る
連
邦
法
が
あ
り
、
こ

れ
に
従
っ
て
い
る
③
監
視
が
外
国
の
電
信
シ
ス
テ
ム
を
含
ん
で
い
る
④
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
規
定
さ
れ
た
電
子
的
監
視
以
外
の
手
段
を
使
用
し
て
い
る
、

で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
対
象
で
も
な
い
と
し
た
。Id. at 681.　

原
審
は
Ｔ
Ｓ
Ｐ
が
無
令
状
で
の
電
話
盗
聴
で
あ
る
と
し
て
、
修

正
第
一
条
、
第
四
条
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
た
。A

CLU
 v. N

SA
, 467 F. Supp. 2d 754

（E.D
. M

ich. 2006

）.　

な
お
、
政
府
が
気

に
入
ら
な
い
出
版
を
抑
圧
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
捜
索
押
収
権
限
を
使
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。M

arcus v. Search W
arrant, 367 U

.S. 



一
七
五

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

717, 724

（1961

）.　

猥
褻
物
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
ミ
ズ
ー
リ
州
の
包
括
的
な
令
状
を
違
憲
と
し
た
も
の
で
、
修
正
第
一
四
条
を
通
し
て
修
正
第

四
条
が
適
用
さ
れ
る
。

（
232
）
大
統
領
は
最
高
司
令
官
で
あ
っ
て
、
テ
ロ
と
の
戦
争
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
権
限
は
当
然
認
め
ら
れ
る
と
支
持
す
る
者
と
し
て
、John 

Y
oo, T

he T
errorist Surveillance Program

 and the Constitution, 14 G
EO. M

A
SO

N L. R
EV. 565

（2007

）.　

だ
め
お
し
と
し
て
、
Ａ
Ｕ

Ｍ
Ｆ
で
立
法
府
も
容
認
し
て
い
る
と
も
説
く
。
Ｔ
Ｓ
Ｐ
が
立
法
か
ら
フ
リ
ー
だ
と
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
43
側
の
考
え
の
根
拠
は
、
次
の
三
つ
に
整
理
さ

れ
よ
う
。
第
一
に
Ｆ
Ｄ
Ｒ
以
来
の
慣
行
で
、
大
統
領
は
立
法
が
な
く
て
も
こ
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
盗
聴
を
実
施
し
て
き
た
。
第
二
に
、
こ
う

し
た
大
統
領
主
導=

議
会
忍
従
は
両
部
門
の
憲
法
上
の
権
限
を
尊
重
し
た
結
果
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
の
議
会
の
長
期
に
わ
た
る
忍
従
は
、
自
ら

が
諜
報
収
集
を
制
約
す
る
憲
法
上
の
権
限
が
な
い
と
の
認
識
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
能
力
を
法
的
特
権
に
融
合
さ
せ
る
誤
っ
た
解

釈
で
、
大
統
領
の
排
他
的
権
限
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。K

itrosser, supra note 204 at 1411. See also, D
avid Gray 

A
dler, G

eorge Bush and the A
buse of H

istory: T
he Constitution and Presidential Pow

er in Foreign A
ffairs, 12 U

CLA
 L.J. &

 
F

O
R. A

FF. 75

（2007

）.　

大
統
領
固
有
権
論
は
制
憲
者
の
意
思
に
反
し
て
お
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
が
制
憲
史
か
ら
こ
れ
を
説
く
の
は
誤
謬
だ
と
す
る
。

Id. at 83, 93

─94, 141.

（
233
）Id. at 3.　

国
内
で
の
諜
報
活
動
は
、
キ
ー
ス
と
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
照
ら
し
て
、
憲
法
は
制
限
し
て
い
る
以
上
、
修
正
第
四
条
に

反
す
る
と
し
、
さ
ら
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
た
め
に
行
っ
て
い
る
な
ら
な
お
さ
ら
だ
と
す
る
。W

illiam
 Banks, “If M

en W
ere A

ngels” 
N

SA
 E

avesdropping and the Fourth A
m

endm
ent, 28 A

BA
 N

A
T
’L S

EC. L. R
EP. 1

─2

（2006

）. But see, Robert T
urner, N

ational 
Security Law

 and the N
SA

-FISA
 Controversy, 28 A

BA
 N

A
T
’L S

EC. L. R
EP. 7

─9

（2006

）.　

判
例
は
大
統
領
に
固
有
の
諜
報
権
限

を
認
め
て
お
り
、
修
正
第
四
条
の
不
合
理
な
と
い
う
制
約
は
及
び
、
議
会
は
こ
れ
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
大
統
領
の
こ
の
裁
量
を
制
限

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
一
方
、
ミ
ク
ロ
で
の
秘
密
性
（m

icro-secrecy

）
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
マ
ク
ロ
の
透
明
性
（m

acro-
transparency

）
は
憲
法
上
の
指
令
だ
と
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
43
は
こ
れ
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
た
誤
っ
た
憲
法
解
釈
で
秘
密
権
限
を
拡
大
さ
せ
て
い

る
と
批
判
す
る
者
と
し
て
、H

eidi K
itrosser, “M

acro-T
ransparency” as Structural D

irectives: A
 Look at the N

SA
 Surveillance 

Controversy, 91 M
IN

N. L. R
EV. 1163

（2007

）.

（
234
）407 U

.S., at 303.§
2511

（3

）
を
「
議
会
の
但
書
と
中
立
の
表
現
と
み
れ
ば
、
制
定
法
は
本
件
で
断
定
さ
れ
た
執
行
権
の
権
限
を
計
る

（m
easure

）
も
の
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
、
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。Id. at 308.



一
七
六

（
235
）B

A
K

ER, supra note 226 at 89

─93.
（
236
）Id. at 96

─98.
（
237
）Id. at 79.

（
238
）
リ
ン
カ
ー
ン
と
の
ス
パ
イ
契
約
（espionage

）
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
、
最
高
裁
は
、
大
統
領
は
最
高
司
令
官
条
項
（
憲
法
二
条
）

で
か
か
る
契
約
を
結
び
う
る
し
、
そ
の
履
行
は
秘
密
裏
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
（secret service

）、
公
表
さ
れ
な
い
の

は
公
政
策
で
あ
る
と
し
た
。T

otten v. U
nited States, 92 U

.S. 105

（1875

）.

（
239
）Eric L. Richard, “U

nleashing” the intelligence Com
m

unity, 69 A
BA

 J. 907, 910

（1983

）.

（
240
）See, e.g., In re Sealed Case, 310 F.3d 717, 746

（Foreign Int. Surv. Ct. Rev. 2002

）.

（
241
）
そ
の
判
断
は
、
議
会
監
視
か
ら
も
最
高
裁
の
レ
ヴ
ュ
ー
か
ら
も
、
実
務
的
観
点
だ
と
し
て
排
さ
れ
て
お
り
、「
一
一
人
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
の
判
事
と
、

三
人
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
の
判
事
と
、
大
統
領
と
法
務
長
官
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ま
さ
に
秘
密
の
憲
法
で
あ
っ
て
、
修
正
第
四
条
の
判
例
と
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
と
、
刑
事
訴
訟
と
修
正
第
一
条
の
権
利
に
踏
み
こ
め
な
い
秘
密
の
ベ
ー
ル
の
下
に
再
構
成
す
る
憲
法
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
市
民
を
侵

害
的
に
監
視
す
る
の
に
従
事
す
る
の
は
大
統
領
の
当
然
の
権
限
だ
と
の
誤
っ
た
信
条
の
下
で
、
議
会
が
執
行
府
の
機
関
に
移
送
し
た
権
力
な
の
で

あ
る
」。P

A
LLIT

T
O A

N
D W

EA
V

ER, supra note 104 at 192.

（
242
）K

err, supra note 207.　
「
安
全
保
障
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
令
状
条
項
は
控
え
め
の
ま
ま
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、「
詳
細
は

立
法
に
委
ね
て
い
る
」。Id. at 1670, 1684.　

（
243
）Id. at 1671, 1677.　

（
244
）
富
井
、
前
掲（
117
）論
文
、
参
照
。

（
245
）5 H

earings Before S. Select Com
m

. to Study Governm
ental O

perations w
ith Respect to Intelligence A

ctivities: N
ational 

Sec. A
gency and Fourth A

m
endm

ent Rights, 94 th Cong. 2
─3 （1976

）.

（
246
）JO

H
N N

O
RT

O
N M

O
O

RE A
N

D R
O

BERT F. T
U

RN
ER, ED

S., N
A

T
IO

N
A

L S
ECU

RIT
Y L

A
W

 940

（2nd ed. 2005

）.

（
247
）Clapper v. A

m
nesty Int’l, 568 U

.S. 

＿, 3

（2013

）（A
lito, J., delivering

）. 

ブ
ッ
シ
ュ
43
政
権
で
の
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
電
子
的
監
視
に
つ
い

て
、
岡
本
、
前
掲（
124
）書
、
二
一
六
─
二
三
五
頁
、
土
屋
、
前
掲（
5
）書
、
第
八
章
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
令
状
な
し
通
信
傍
受
」、
参
照
。

（
248
）568 U

.S., at 4.



一
七
七

安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
249
）A

ngela M
erkel: N

SA
 snooping claim

s’ extrem
ely serious’, T

H
E G

U
A

RD
IA

N, July 3, 2013.　

ス
ノ
ー
デ
ン
は
二
〇
一
三
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
一
連
の
暴
露
の
使
命
は
果
た
し
た
と
し
て
い
る
。E

dw
ard Snow

den, after m
onths of N

SA
 revelations, says his 

m
issions accom

plished, W
A

SH. P
O

ST, D
ec. 23, 2013.

（
250
）
こ
の
段
落
の
記
述
は
以
下
に
基
づ
く
。L

IU, N
O

LA
N A

N
D T

H
O

M
PSO

N II, supra note 172 at 3

─4. 

（
251
）Robert S. Litt, O

D
N

I General Counsel, A
n O

verview
 of Intelligence Collection, July 18, 2013, http://icontherecord.tum

blr.
com

/post/57724442606 <last visited, July 24, 2014>. 

す
な
わ
ち
、「
政
府
の
三
部
門
す
べ
て
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
て
お

り
、
承
認
し
、
適
法
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
の
で
あ
る
」。
な
お
、
大
林
啓
吾
「
プ
リ
ズ
ム
の
衝
撃
─
監
視
国
家
と
立
憲
主
義 

⑴ 

⑵ 

⑶
」

JCLU
 N

ew
sletter 

三
八
七
号
八
頁
、
三
八
八
号
八
頁
、
三
八
九
号
八
頁
、
二
〇
一
三
年
、
参
照
。

（
252
）
ス
ノ
ー
デ
ン
の
行
為
を
評
価
し
諜
報
活
動
の
違
法
な
実
態
を
糾
弾
す
る
も
の
と
し
て
、
グ
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ル
ド
／
田
口
俊
樹
・
濱
野
大

道
・
武
藤
陽
生
訳
『
暴
露
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
253
）L

IBERT
Y A

N
D S

ECU
RIT

Y
 IN

 A C
H

A
N

GIN
G W

O
RLD

：R
EPO

RT A
N

D R
ECO

M
M

EN
D

A
T

IO
N

S O
F T

H
E P

RESID
EN

T
’S R

EV
IEW

 G
RO

U
P O

N  
IN

T
ELLIGEN

CE A
N

D C
O

M
M

U
N

ICA
T

IO
N

S T
ECH

N
O

LO
GIES, D

ec. 12, 2013.

こ
の
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、R

Ｒ

・

ク

ラ

ー

ク

ichard
Clarke, M

Ｍ

・

モ

レ

ル

ichaelM
orell, 

G

Ｇ

・

ス

ト

ー

ン

eoffrey
Stone, C

Ｃ
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ン

ass
Sunstein, P

Ｐ
・
ス

ワ

イ

ア

eter
Sw

ire

で
あ
る
。

（
254
）M

A
RSH

A
LL C

U
RT

IS E
RW

IN A
N

D E
D

W
A

RD C. L
IU, N

SA
 S

U
RV

EILLA
N

CE L
EA

K
S: B

A
CK

GRO
U

N
D A

N
D ISSU

ES FO
R C

O
N

GRESS, CRS 
R

EPO
RT

 FO
R C

O
N

GRESS, July 2, 2013, CRS7
─5800, w

w
w

.crs.goc.R43134.　

愛
国
者
法
二
一
五
条
は
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
に
失
効
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
議
会
は
ア
メ
リ
カ
自
由
法
（U

SA
 Freedom

 A
ct

）
案
を
め
ぐ
っ
て
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
大
量
デ
ー
タ
収
集
の
あ
り
方
を
審
議
し
て

い
た
が
、
六
月
二
日
に
上
院
で
六
七
対
三
二
で
こ
れ
を
可
決
し
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
こ
の
活
動
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
255
）O

bam
a calls for significant changes in collection of phone records of U

.S. citizens, W
A

SH. P
O

ST, Jan. 18, 2014 ; O
bam

a’s 
restrictions on N

SA
 surveillance rely on narrow

 definition of ‘Spying’, W
A

SH. P
O

ST, Jan. 18, 2014.

（
256
）
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
こ
の
二
〇
一
三
年
の
報
告
書
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
が
収
集
す
る
情
報
の
多
く
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
関
係
の
な
い
市
民
の
も
の
で
あ

り
、
な
ん
ら
違
法
な
行
為
の
証
拠
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
重
要
な
二
点
を
斟
酌
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。R

ecent A
dm

inistration 
W

hite Paper, 127 H
A

RV. L. R
EV. 1871, 1875

（2014

）.

（
257
）
防
諜
（counterintelligence

）
は
、
敵
国
と
そ
の
諜
報
機
関
に
よ
る
侵
入
と
撹
乱
か
ら
自
国
の
諜
報
工
作
を
防
護
す
る
取
り
組
み
で
、
分
析
的



一
七
八

で
あ
る
と
同
時
に
工
作
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
防
御
行
為
以
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
収
集
、
防
御
、
攻
撃
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ロ
ー
エ
ン
タ
ー
ル
、

前
掲（
5
）書
、
一
八
七
頁
。

（
258
）Presidential Policy D

irective/PPD

─28, Signals Intelligence A
ctivities, Jan. 17, 2014.

（
259
）
本
節
は
以
下
に
依
拠
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.nsa.gov; R
ICH

ELSO
N, supra note 9 at 30

─36.　

国
家
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
情
報
収
集
の
手
段
は
、
人
的
情
報
（hum

an intelligence

：H
um

int

）、
公
開
情
報
（
Ｏオ

シ

ン

ト

Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）、
技
術
情
報
（
Ｔテ

キ

ン

ト

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）

に
分
類
さ
れ
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
は
さ
ら
に
通
信
情
報
（
Ｓシ

ギ

ン

ト

Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）
や
画
像
情
報
（
Ｉイ

ミ

ン

ト

Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
小
谷
、
前

掲（
5
）書
、
六
七
─
一
〇
五
頁
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
至
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
の
展
開
に
つ
い
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
ー
ン
／
秦
郁
彦
・
関
根

英
夫
訳
『
暗
号
作
戦
』（
早
川
文
庫
、
昭
和
五
七
年
）、
参
照
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
歴
史
と
諜
報
活
動
の
中
身
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ム
フ
ォ
ー 

ド
／
滝
沢
一
郎
訳
『
パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス
』（
早
川
書
房
、
昭
和
六
一
年
）、
参
照
。

（
260
）
プ
リ
ズ
ム
を
含
む
詳
細
な
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
電
子
的
監
視
の
仕
組
み
と
実
績
に
つ
い
て
、See, W

A
Y

N
E M

A
D

SEN, N
A

T
IO

N
A

L S
ECU

RIT
Y A

GEN
CY 

S
U

RV
EILLA

N
CE: R

EFLECT
IO

N
S A

N
D R

EV
ELA

T
IO

N
S, 2001

─2013 （2013

）.

（
261
）N

SA
 goes on 60 M

inutes: the D
efinitive facts behind CBS’s flaw

ed report, T
H

E G
U

A
RD

IA
N, D

ec. 16, 2013.

（
262
）Rajesh D

e, T
he N

SA
 and A

ccountability in an E
ra of Big D

ate, 7 J. N
A

T
’L S

EC. L. &
 P

O
L’Y 301, 303

（2014

）.　
「
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
国

防
長
官
の
指
揮
で
軍
事
作
戦
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｎ
Ｉ
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
た
国
家
的
要
請
に
応
じ
て
諜
報
の
報
告
を
作
成
す
る
」。Id. 

（
263
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
七
〇
二
条
は
、
二
〇
〇
八
年
の
同
法
改
正
法
（FISA

 A
m

endm
ents A

ct

）
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
外
に
い
る
と
合
理
的
に
信

じ
ら
れ
る
非
ア
メ
リ
カ
人
を
対
象
に
す
る
こ
と
を
、
法
務
長
官
と
Ｄ
Ｎ
Ｉ
に
合
同
に
授
権
す
る
こ
と
を
認
め
た
。50 U

.S.C.§
1881a. 

こ
れ
は 

一
年
間
効
力
を
有
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
制
約
も
あ
る
。50 U

.S.C.§
1881a

（b

）.　

第
一
に
、
国
内
に
い
る
と
合
理
的
に
分
か
っ
て
い
る
間
に
は
、

な
ん
ぴ
と
を
も
意
図
的
に
標
的
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
に
、
国
内
に
合
理
的
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
る
特
定
の
個
人
を
標
的
に
す
る
目
的

で
、
国
外
に
合
理
的
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
る
者
を
故
意
に
標
的
に
で
き
な
い
。
第
三
に
、
国
外
に
合
理
的
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
を

故
意
に
標
的
に
で
き
な
い
。
第
四
に
、
収
集
の
時
全
て
の
情
報
の
送
受
信
者
が
国
内
に
い
る
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
故
意
に
交
信
を
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
第
五
に
、
修
正
第
四
条
に
符
合
し
た
や
り
方
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
264
）Laura K

. D
onohue, N

SA
 Surveillance m

ay be legal—
but it’s unconstitutional, W

A
SH. P

O
ST, June 21, 2013, http://articles.

w
ashingtonpost.com

/2013-06-21/opinions/40110321_1_electronic-surveillance-fisa-nsa-surveillance, last vis. N
ov. 25, 2013.
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安
全
保
障
上
の
電
子
的
監
視
（
富
井
）

（
265
）50 U

.S.C. §
1881a

（d

）,（e

）. L
IU, N

O
LA

N A
N

D T
H

O
M

PSO
N Ⅱ

, supra note 172 at 11.　

 

な
お
、
犯
罪
の
証
拠
と
な
る
場
合
は
ア
メ
リ
カ

市
民
の
情
報
に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。

（
266
）W

alter Pincus, T
he other side of the Surveillance story, W

A
SH. P

O
ST, A

ug. 14, 2013. See also, Steven G. Bradbury, N
SA

 
phone collection efforts shouldn’t be constrained, W

A
SH. P

O
ST, July 22, 2013.

（
267
）D

e, supra note 262.

（
268
）Litt, supra note 251.

（
269
）Stephen I. V

ladeck, Big D
ata before and after Snow

den, 7 J. N
A

T
’L S

EC. L. &
 P

O
L’Y 333, 336

（2014

）.　

Big D
ata

は
大
量
す
ぎ 

て
従
来
の
管
理
方
法
で
は
処
理
し
き
れ
ず
、
新
た
な
手
法
が
必
要
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。B

A
BA

K A
K

H
GA

R, G
REGO

RY B. S
A

A
T

H
O

FF, H
A

M
ID

 

A
RA

BN
IA, R

ICH
A

RD H
ILL, A

N
D

REW
 S

T
A

N
IFO

RT
H, A

N
D P

ET
RA S

A
SK

IA B
A

Y
ERL, A

PPLICA
T

IO
N O

F B
IG D

A
T

A
 FO

R N
A

T
IO

N
A

L S
ECU

RIT
Y 

3

（2015

）.

（
270
）In re A

pplication of the Federal Bureau of Investigation for an O
rder Requiring the Production of T

angible T
hings from

 

［Redacted

］, N
o. BR 13

─109, at 6, 9
（FISA

 Ct. 2013

）. http://w
w

w
.uscourts.gov/uscourts/courts/fisc/br13-09-prim

ary-order.
pdf

（
271
）K

laym
an v. O

bam
a, Civil A

ction N
o. 13

─0851

（RJL

）, D
kt.#13

（13

─0851

）, #10

（N
o. 13

─0881

）.

（
272
）Id. at 47.　

！
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
。

（
273
）Id. at 57

─58.

（
274
）N

SA
 goes on 60 M

inutes: the D
efinitive facts behind CBS’s flaw

ed report, T
H

E G
U

A
RD

IA
N, D

ec. 16, 2013.

（
275
）
大
量
の
収
集
に
反
対
す
る
旗
手
で
あ
る
諜
報
委
員
会
のR

Ｒ
・
ヮ

イ

デ

ン

on
W

yden

上
院
議
員
は
、Ｎ
Ｓ
Ａ
の
収
集
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
は
「
人
間
関
係
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（hum

an relation database

）」
と
す
る
。Id. 

（
276
）L
IU, N

O
LA

N A
N

D T
H

O
M

PSO
N II, supra note 172 at 7

─8.

（
277
）V

eronia School D
istrict 47J v. A

cton

（94

─540

）, 515 U
.S. 646, 653, 656

─60

（1995

）（Scalia, J., delivering

）.

（
278
）A

m
erican Civil Liberties U

nion v. Jam
es R. Clapper, 13 Civ. 3994

（W
H

P

）, U
SD

C SD
N

Y
, D

ec. 27, 2013.

（
279
）Id. at 52.　
「
こ
の
収
集
は
広
範
で
あ
る
が
、対
テ
ロ
の
捜
査
の
範
囲
は
前
例
が
な
い
。
安
全
保
障
の
捜
査
は
刑
事
捜
査
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。



一
八
〇

そ
れ
は
、
刑
事
が
遡
及
的
な
捜
査
で
あ
る
の
と
対
照
的
に
、
攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
焦
点
を
置
く
将
来
的
な
も
の
で
あ
る
。
安
全
保
障
の
捜

査
は
長
期
間
を
ス
パ
ン
に
と
り
、
地
理
的
範
囲
も
拡
散
す
る
。
…
議
会
は
、
明
ら
か
に
広
範
な
必
要
性
を
認
識
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
脅
威
を
抑

止
す
る
道
具
を
政
府
に
提
供
し
た
の
で
あ
る
」。Id. at 36.　

な
お
判
決
は
五
三
頁
も
あ
る
。

（
280
）T
タ
ー
ナ
ー

urner

は
、
下
級
審
で
合
憲
判
決
が
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
最
高
裁
は
こ
れ
に
あ
え
て
口
を
出
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
し
て
、

司
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
こ
の
監
視
の
合
憲
が
固
ま
る
と
す
る
。Jennifer Sm

ith and Jacob Gershm
an, Judge Backs the N

SA
’s 

Surveillance, W
A

LL S
T. J., D

ec. 28, 2013.

（
281
）
二
〇
一
五
年
五
月
七
日
、
第
二
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
メ
タ
デ
ー
タ
収
集
は
、
愛
国
者
法
二
一
五
条
に
反
し
て
い
る
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
地
裁
に
審
理
を
差
し
戻
す
判
決
を
下
し
た
。A

CLU
 v. Clapper, https://w

w
w

.eff.org/docum
ent/aclu-v-clapper-second-

circuit-opinion　

同
条
は
か
か
る
権
限
を
授
権
し
て
い
な
い
と
し
た
が
、
修
正
第
四
条
違
反
の
争
点
に
は
判
断
を
下
し
て
い
な
い
。
本
件
は
安
全

保
障
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
の
複
雑
な
例
の
典
型
だ
と
し
て
い
る
。Id. at 96.

（
282
）Sam

uel J. Rascoff, D
om

esticating Intelligence, 83 S. C
A

L. L. R
EV. 575

（2010

）.

（
283
）Id. at 582.　
「
国
内
諜
報
は
、
行
政
国
家
を
横
断
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
制
度
に
慣
れ
親
し
ん
だ
様
相
と
し
て
の
危
険
評
価
の
一
形
態
と
し
て
、

適
切
に
認
識
さ
れ
る
」。Id. at 584.

（
284
）Id. at 616.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ｔ
か
ら
令
状
を
取
っ
て
諜
報
を
行
う
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
公
共
の
健
康
の
よ
う
な
行
政
分
野
で
の
行
政
上
の
令

状
を
発
給
す
る
十
分
に
確
立
し
た
実
務
に
類
推
で
き
る
と
す
る
。Id. at 640.　

た
だ
行
政
行
為
の
司
法
審
査
と
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
ｔ
の
そ
れ
は
、
審
理
は
秘
密
で
あ
っ
て
、
有
意
な
対
立
主
義
（adversarial

）
の
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。Id. at 642.　

（
285
）Id. at 605.　
「
国
内
の
諜
報
は
三
つ
の
重
要
な
点
で
危
険
評
価
の
一
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
危
険
評
価
は
将
来
的
で
あ
る
。
そ
れ
は

危
害
が
な
さ
れ
る
後
で
は
な
く
、
そ
の
前
に
危
険
評
価
を
示
す
た
め
に
危
険
を
同
定
し
、
測
る
。
第
二
に
危
険
評
価
は
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
あ
る
。

社
会
で
の
危
険
な
実
体
や
活
動
の
蔓
延
を
測
る
た
め
に
広
範
な
デ
ー
タ
を
探
求
す
る
。
第
三
に
、
危
険
評
価
は
デ
ー
タ
の
慎
重
な
科
学
的
分
析
に

依
拠
す
る
」。Id. at 605

─6.

（
286
）Sulm

asy and Y
oo, supra note 202 at 1236

─37.

（
287
）
二
〇
一
三
年
九
月
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
を
辞
め
た
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ラ
ー
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
と
し
て
憲
法
の
原
則
に
忠
実
な
こ
と
は
個
々
の
尋
問
や
捜
査
よ

り
も
重
要
な
の
が
原
則
だ
と
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
市
民
を
ス
パ
イ
す
る
大
統
領
権
限
の
限
界
と
常
に
緊
張
関
係
に
あ
り
、「
テ
ロ
と
の
戦
い 
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に
は
勝
っ
た
が
、
市
民
的
自
由
は
犠
牲
に
し
た
」
と
た
た
か
れ
る
こ
と
だ
け
は
懸
念
し
て
い
た
。
テ
ィ
ム
・
ワ
イ
ナ
ー
／
山
田
侑
平
訳
『
Ｆ
Ｂ
Ｉ

秘
録　

下
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
四
年
）
三
四
二
─
三
四
三
頁
。
な
お
同
書
は
次
の
言
葉
で
締
め
く
く
る
。「
原
則
が
勝
利
を
収
め
る
機
会
は
あ

る
。
危
険
の
絶
え
な
い
こ
の
時
代
に
、
米
国
民
が
安
全
と
自
由
の
両
方
を
確
保
で
き
る
可
能
性
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」。
同
上
書
、
三
四

三
頁
。

（
288
）D

onohue, supra note 199 at 1203.

（
289
）See, A

nthony G. A
m

sterdam
, Perspectives on the Fourth A

m
endm

ent, 58 M
IN

N. L. R
EV. 349, 439

（1974

）.

（
290
）
人
権
尊
重
や
民
主
主
義
と
い
っ
た
憲
法
的
価
値
と
諜
報
の
効
率
性
を
は
か
る
の
に
以
下
の
五
点
を
留
意
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ
る
。
1 

公
的
な
関

心
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
高
め
る
、
2 

文
民
の
意
識
や
能
力
を
増
大
さ
せ
る
、
3 

透
明
性
と
効
率
性
を
支
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
制
度
化
す
る
、
4 

社

会
と
諜
報
共
同
体
の
な
か
で
、
諜
報
の
必
要
性
を
支
持
し
信
頼
を
高
め
る
政
治
文
化
を
育
成
す
る
、
5 

諜
報
活
動
を
専
門
化
さ
せ
る
。Steven C. 

Boraz and T
hom

as C. Bruneau, Best Practices: Balancing D
em

ocracy and E
ffectiveness, in B

RU
N

EA
U A

N
D B

O
RA

Z, supra note 
11 at 331, 333.

（
291
）Goldsm

ith, supra note 34 at 17.

（
292
）Balkin, supra note 4 at 19.　

警
察
や
社
会
保
障
の
情
報
収
集
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。

（
293
）
ス
ノ
ー
デ
ン
が
暴
露
し
た
よ
う
な
状
況
で
は
、
国
民
は
い
つ
諜
報
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
か
不
安
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
修
正
第
四
条
違
反

と
し
て
事
前
に
こ
う
し
た
諜
報
行
為
を
差
し
止
め
る
訴
訟
が
考
え
ら
れ
る
。
最
高
裁
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
は
そ
う
し
た
訴
権
を
認
め
る
規
定
が
な
く
、

個
人
の
問
題
と
し
て
争
う
に
は
原
告
適
格
の
要
件
を
満
た
す
べ
き
と
こ
ろ
、
将
来
の
損
害
（future injury

）
は
思
弁
的
で
原
告
適
格
が
な
い
と

し
て
、
か
か
る
訴
訟
を
認
め
て
い
な
い
。Clapper v. A

m
nesty International, 133 S. Ct. 1138

（2013

）.　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
電
子
的
監
視
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
司
法
権
で
解
決
さ
せ
る
に
は
、
原
告
適
格
が
大
き
な
壁
と
な
り
、
修
正
第
四
条
で
争
う
と
き
は
、
個
人
の
権
利
の
損
害
と
い
う
主
観
的

な
側
面
が
強
調
さ
れ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。A

N
D

REW
 N

O
LA

N, F
O

REIGN S
U

RV
EILLA

N
CE A

N
D T

H
E F

U
T

U
RE O

F S
T

A
N

D
IN

G T
O S

U
E 

P
O

ST-C
LA

PPER, CRS R
EPO

RT FO
R C

O
N

GRESS, July 10, 2013, at 13.  See also, id. n.101.
（
本
学
法
学
部
兼
任
講
師
・
首
都
大
学
東
京
法
科
大
学
院
教
授
）


